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『わくわくぶよぶよランド』で突如起こった 
サタン殺人事件。状況から考えてまっさきに 
疑いをかけられたのは、なんとアルル、ルル 
_、シエゾの三人だった！事件勃発ととも 
に現れた、誰かさんにそっくりの謎の探偵と 
相談した結果、自分たちの無実を証明するべ 
く三人は各アトラクシヨンに調査に出発し 
た。サタンを殺した真犯人は？ “すっごい 
魔法のアイテム”の行方は!？初の本格ミス 
テリ （？） 風"超★魔導物語2” 開幕！ 





















































































































「せ^ぅ我慢でき』とばかりに■をあげた。 
そして、ルルーたちに向かって猛烈な炎を吐く。 
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f づ□口一つ' 1 

“本本 c つ'ラ本のあらす U コ〜サ 〜★" 











「こんにちは' o !キキ I モラで〜 す★」 

「ブラック キキー モラ だ。まぁ、よろしくな」 

「やぁねえ、もうちょっと愛想良くしなさいよ。せっかくの出番なのに」 

「デッ>ヶ H お世話だ」 

「それはそ一と、タィヘンなことになっちゃったわねえ、アルルさんたち」 

「何がだ？」 

「ナニって、殺人事件に巻きこまれちゃってよ」 

「誰か、殺されたのか？」 

「まさか、あなた知らないの P :」 

「知らん」 

「あれ？ ブラック キキーモラは出演してなかったんだっけ？」 

「何にだ？」 

「ほら、『超★魔導物語うえるかむ•とぅ•ぶよぶよダンジョン n 』 よ。この本の前の巻」 
「ああ、そういえば」 


7 プロローグ ''キキとブラキのあらすじ コ〜ナ 〜★〃 


「あなたねぇ、自分の出てる本の内容くらい覚えておきなさいよ」 

「つってもオレは最後にちょろっとしか出てねぇからなぁ J 
「だけど今回は出番がたくさんあるんでしょ？」 

「さぁな」 

「前巻のパターンで 行けば、 あなたのいるアトラクション" ホラ ー ハウス" に 誰かが 来るのは 
確実 c やない。アルルさんかルルーさんか、シ H ゾさんか…… 。誰が"ホラーハウス"に行く 
ことになるかはわからない けど」 

「シ H ゾって、あの"闇の魔導師〃か？」 

「そうそう I 

「アイッは来たがらねぇだろう。"ホラーハウス"は闇属性の連中が多いんだ。アイッの闇系 
呪文は、ほっとんど効かんぜ」 

「でもわからないわよ。彼ってけっこう意地っぱりさんだから、行かざるを得ない展開になっ 
ちやったりしたら……」 

「それはそうと、前巻のパターンってなんだ？」 

「前巻題★魔導物語うぇるかむ•とぅ•ぶよぶよダンジョン”：』はね……」 

「長ぇタイトルだな」 

「そんな コトい わないの！今回は もっと 長いんだから」 





「ただでさえ、" 2" でひと文字増えてるしな」 

「それはともかく、前巻はアルルさん、ルルーさん、シヱゾさんの三人が、"ぶよぶよダンジ 
ヨン"の わくわくコ ースと、"フアイヤーマウンテン""ウォーターパラダイス""スターライ 
トステージ"の四つのアトラクションをクリアしたところで終わってるの」 

「確かに"わくぶよランド"のアトラクションは、それだけじゃねぇな」 

「でしょ？」 

「だが、殺人事件が起きたって、お前さっきいわなかったか？」 

「そ一なのよ大変なのよ！園長さんが何者かに殺されちゃったのよ！」 

「園長って . サタンの ことか？」 

「そう！」 

「んじゃあなおさらじゃねぇか。そんな事件が起きちまっちゃぁ、アトラクションどころの騒 
ぎじゃねぇだろう」 

「ところが、そうでもないのよね」 

「どういうことだ？」 

「状況から考えて、事件の犯人はアルルさんかルルーさん、シヱゾさんしかいないの。わたし 
はあまり信じたくはないんだけど……」 

「三人の共謀ということか？」 





9 ブロ ローグ ''キキとブラキのあらすじ コ〜ナ 〜★" 


「それはわからないわ。三人のうちの誰かひとりがやったのかもしれないし」 

「そのメンバーなら、シヱゾがィチバン怪しいな」 

「でも、彼はやってないっていってるわ。残りのふたりもだけど」 

「まぁ フッ ー、『人殺ししました』つてい う バカはいねぇな」 

「そこでね、事件のことを調べに来た探偵さんが、捜査に協力するょう三人に提案したの。自 
分の無実は自分で立証しろってね」 

「しかしそれじゃあ、もし三人のうちの誰かが犯人なら、みすみす証拠隠滅の時間を与えちま 
うんじゃねぇの？」 

「本当にそうかどうかは、ここから先を読めばわかることょ」 

「なるほど。お前、まとめ方がうまいな」 

「どういたしまして」 

「これで、前巻のあらすじ紹介は終わりだな？」 

「そうね」 

r ここまで読んでわかんなけりゃ、前の巻をキッチリ読み返しな！」 

「そんな高飛車にいわないの！あなただって覚えてなかったんだから」 

「うるせぇな」 

「とにかく……では本編をお楽しみくださいね★」 
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「しかしサタンは本当に死んだのか？怪しいもんだぜ 





で m - ユ、 

“ HEG 守って……” 


























一悲しみの一夜が明けて…… 

- 「あたくし ( J まだ信じられ^いわ . /」 

ギィツ . . 

と、木製の椅子がかすかに悲鳴を上げた。探偵が居住まいを正してその身体を背もたれにあ 
ずけ、無慈悲にも地獄の責め苦を椅子に与えたのである。しかし、それが椅子の役目であり、 
彼の存在意義。椅子の軋みは、その無間地獄への、せめてもの抵抗なのだろぅか……？ 

『さて……』 

ふとそんなことに思いを馳せながら、探偵は口を開いた。そして、意識を椅子から周りに移 
す。視線の先には、探偵の一挙手一投足を固唾を飲んで見守っている四組の眼があった。春の 
陽光の ような 穏やかな声で探偵が続けるのを、皆じっと待っているのだ。 


すらりとした長い脚を組んで深々と椅子にもたれ、パィプをくゆらせながら、探偵はサンダ 
ラス越しにゆっくりと一同を見渡す。 

しかし探偵は、事件の関係者を集めて「この中に犯人がいる」と謎解きを始めよぅといぅヮ 








13 どきどき コース ''トモダチって 


ヶではない。 

『さて……』 

次に彼の口から洩れたのは、実に探偵らしからぬ意外な言葉。 

『これからどうしよう . ？』 

ガクッ ★ 

探偵のややおどけた口調に、五人のうち八十パーセント——つまり四人^^が"緊張"とい 
う操り糸がプッッリ切れたかのように頭を垂れた。 

「どうしようではありませんわ、ルシファー先生！」 

ガタン！ 

椅子を鳴らして、水色のドレスに身を包んだ美女が立ち上がった。 

『ルルー君……といったか』 

帽子とコート、すべてが黒ずくめの探偵はいう。 

『何度もいうが私はルシファーなどという者ではないよ』 

「では探偵さん」 

ルルーは、「もうゥンザリ」というふうに首を振りながらいった。いや事実、何度も同じセ 
リフを聞かされていて、マジでもうゥンザリなのだが。 

巨大テーマパーク"わくわくぶよぶよランド"に起きた大事件とともに現れたこの探偵、事 
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件以上に謎だらけである。 

革の手袋と腰までの長髪以外は、帽子も服もコートも真っ黒で、サングラスもかけているた 
め正体を窺い知ることができない。声の質は魔界の者特有の響きを持っているが、恐ろしげと 
いうよりもむしろ陽光のように暖かく、聞く者の心を安心させる。 

この探偵、そして彼の助手と名乗る白髪の老人と出会った時からずっと、ルルー、アルル、 
そしてシ H ゾは疑念を抱いていた。その物腰、口調、探偵のエメラルド色の長髪、助手に至っ 
ては姿形がそのまんま、知人にソックリだからである。「もうとっくに正体はバレてるんだか 
ら 、さっさとそんな変装なんかやめてよ ！ 」といいた くなる ほどに。 

ルルーは何度もその旨を探偵たちに訴えたが、 

『私はただの探偵だよ』 

「ヮシはその助手ですぞ」 

とふたりは繰り返すばかり。身に覚えのない事件の犯人にされたかと思えば、さらにこのヮ 
ヶのわからない探偵の登場。ルルーのイライラがいっこうに収まらないのも無理はない。 
「これからどうするかを考えるのは、あなたの仕事じゃありませんか？名探偵さん」 

心中のイライラをなんとか押し殺しながら、ルルーはいった。しかしどうがんばっても、言 
葉にトゲが出てしまう。探偵のもったいぶった物言いも、ルルーを苛つかせる原因のひとつだ 
った。それがまたかつて師事していた魔導師ルシファーにソックリなのだが、あまりにショッ 



15 どきどきコース * トモダチって 


キングな事件ゆえにそれを楽しむような気分ではない。 

『確かにその通りだ』 

果たして"名，か"迷"かわからない探偵は、気色ばむルルーとは対照的に、落ち着き払っ 
てパイプをくゆらせながらいった。 

『しかし、考えてもみたまえ。事件が起きたのは昨日で、今日からその捜査に乗り出すのだ。 
そしてキミたちは、理由はどうあれ、私とともに捜査をすることになった。いわば仲間だ。ル 
ルー君、キミはその仲間に相談することすら許さないというのか？探偵はかくも寂しい商売 
なのだな』 

「そ、そうはいってないけど……」 

並日段のルルーなら、「そんなコトいってないでしょ！」と食って掛かるところだが、今日は 
逆に、さっきの威勢はどこへやらで、力なくうなだれて椅子に座りこんでしまった。 

眼の前の探偵によく似た、かつて先生と呼んだ人物に諭されると、ルルーはいつもの強気な 
態度が消えうせてしまう。しかし今回ばかりは、まるで自分の存在意義を失ったかのような意 
気消沈振りだった。 

「ひとつ断っておくが……」 

そんなルルーの代わりに、銀髪の*:^——^シヱゾ•ゥィダィィが口を開いた。 

「オレは、あんたの仲間になった覚えはないぜ。ひとりで捜査するよりマシだと思ったから、 
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ここにいるだけだ。オレは自分の疑いさえ晴れればそれでいい」 

と腕を組んで椅子にふんぞり返り、威圧的に探偵を睨む。闇の古代魔法を究めた悪の魔導師 
ならではの突き刺すような視線だが、それにあっさりと気圧されるような探偵ではない。 

『単に利害が一致するからここにいる、というのだろう？キミがそう思うならそれでいいさ。 
私は止めやしない。キミが私の捜査に協力してくれる限りはね』 

「あんたがさつさとオレの疑いを晴らし、この クソ くだらん状態を戻してくれるなら、いくら 
でも協力してやる」 

『ならば、少しはアィデアを出して欲しいものだな』 

「あ、あの. . 」 

探偵とシヱゾの刺々しい応酬の中に、また別の声がおずおずと割って入った。見ると、この 
場に居合わせた者たちの中で最も幼い亜麻色の髪の少女が、これまた所在なげに手を小さく上 
げていた。 

「ルシ……じゃなかった探偵さん、提案があるんですヶド」 

『アルル君、だったね？どんな提案かな？』 

先 ほどの シ H ゾ との やり取りとは打って変わって、探偵は春の陽光のような暖かさで応える0 
「とりあえず、手分けして聞き込みをしたほうがいいんじゃないですか？」 

『やはり、まずは正攻法で攻めるしかないかな？では諸君、早速で悪いが手分けをして聞き 




17 どきどき コース '、トモダチって 


込みをしてきてくれたまえ』 

「探偵さんは？」 

『私は、ここでキミたちが情報を持ち帰るのを待つ。……おっと、ズルィと思わないでくれ。 
私は頭脳労働専門なのだからね。これが役割分担というものだょ』 
r ヮシはその助手ですぞ。おまけに最近、とみに足腰が弱くなって……」 

探偵の後ろに控えていた老人助手がいう。 

『それに、私が直に動いてしまったら、面白くないじゃないか』 

「どっかで聞いたょうなセリフだなぁ . 。まぁいいや、行って きま一す！」 

とアルルは元気良く席を立ち、さもメンドくさそうにシヱゾがそれに続く。 

『ひとつだけ注意してくれ。お客さんが パニックを 起こすといけないので、この"わくぶよラ 
ンド"は通常どおり営業している。くれぐれも仕事の邪魔にならないようにしてくれ。もちろ 
ん、お客さんに事件の ことを 気づかれない ようにな』 


一番最後に席を立ったルルーは、探偵の呼びかけに r こんな大事件が起きているのに、どぅ 
して営業なんかしてるの？それ以前にあたくし も お客さんなんだけど…… 」と 感じながら も、 
問いかける気が起こらないまま、"緊急対策本部"を後にした……。 









二とりあえず聞き込みに出てみ rc けれど . 

——「この先、あたくし IJt ' ぅしたらいいの……?」 

「ルル . — ^1^、 どぅします？」 

インフォメーシヨン裏手に設えた小屋の扉を後ろ手に閉めながら、牛頭人身のモンスターに 
してルルーの忠実なる下僕、ミノタウロスが問いかけた。ちなみにこのホッタテ小屋が、探偵 
たちのいる"緊急対策本部"である。 

「ルルー様？」 


しかしルルーは、ミノ タゥ ロスの〗刖でぼぉ一っと突っ立っているのみで、彼の言葉に毛ほど 
も反応する様子を見せない。 

実のところ、昨日のあの大事件が起きてからといぅもの、ルルーはずっとこんな調子だった0 
さっき探偵にッッコミを入れた姿を見て、少しは元気になったのかとミノタゥロスは安心した 
のだが……。 

「ルルー様、お気を強く持たねばなりませんぞ！」 







19 どきどき コース 、、トモダチって 


探偵助手によく似た、ルルーの執事の"じい"のような口調で、ミノタウロスは主人を元気 
付けた。 

「あたくし . 」 

ミノ タウ Q スの言葉に反応したのか、ルル ー はようやく声を漏らした。しかしそれは、ミノ 
タウ ロスの セリフに 対する返答ではない。 

「あたくし、これからどうすればいいの . ？」 

「ルルー様……」 

「サタン様が死んじゃって、あたくしには生きる望みも何もないわ……」 

一方的ではあるが、ルルーの思い人であり魔界の実力者でもあるサタンは、いまルルーたち 
が訪れ、 そして 大事件に巻き込まれた"わくわく ぶよぶよランド" の園長だった。 

「いっそのことあたくしも……。そうすれば、あの世でサタン様と一緒になれるかも……」 

「それだけはいけません M :」 

そう 叫ぶ と 同時に、いつもは彼女の後ろに控えている ミノ タウロスが 、白ら の意思でルルー 
の前に躍り出た。そして宙を彷徨うルルーの視線に、ムリャリ自分の大きな顔を重ねる。 

「ルル ー様！ それだけは絶対にいけません n そんな コトされ たら、じい もオレも 生きて る 
意味がありません！アルルやルシファー先生だってきっと哀しみます！」 
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「それに、ルルー様がそんな コトを したって、サタン—— * は喜びません よ！」 


サタンといぅキーヮ I ドに反応し、おぼろげなルルーの視点が、ミノタウロスの顔にビタリ 
と合った。 

「ルルー様の手でサタン様を殺した犯人を暴き出して、そいつにそんな大それたコトをしたの 
を後悔させてやるんです！そのほぅがルルー様らしいし、サタン様だってきっと草葉の陰で 
喜んでくれるはずですょ」 

「ミノ タウロスやつて」 

「は . ？」 

「犯人探しとお仕置きはミノタウロスに任せるわ」 

「なぜです？」 

「あたくしはこれから、サタン様のところに行くから . 」 

r …… n :」 

、、ハッシィ-ンッ”： 

あまりにネガティヴなルルーの発言に、ミノ タウ ロスは思わず手を出してしまった。いきな 











21 どきどき コース 、、トモ ダチって 


り噴き出した哀しい気持ちが、怒りとなって現れてしまったのである。 

誰でも、死んでしまったらそれで終わりだし、ましてや自らそれを断つことほど罪なものは 
ない。何故ならば、後に残った者を酷く哀しませることになるからだ。確かに事件はいつもは 
ポジティヴなルルーをこれほどまでに落ちこませるほど大きなショックを与えたのだが、生き 
てさえいれば必ず良いと感じる事も起きる。それを何故わかってくれないんだ！というミノ 
タウロスの気持ちが平手打ちとなって現れてしまったとしても無理はない。 

「ルルー様！大丈夫っスか1?こ 

ようやく 噴き出した激情から覚めた ミノタウ ロスは、自分の仕出かした コトに 気づいて慌て 
てルルーの前にひざまずいた。 

「すいません！しっかりしてください n :」 

ルルーは真っ赤に腫れた頰を押さえてその場にくずおれている。丸太のような腕から繰り出 
されるミノタウロスの平手打ちを食らえば、大抵の人間は大きく吹っ飛ぶ。しかしルルーの悩 
ましい肉体には、一流の格闘家としてのパヮーが眠っている。ダメージはゼロではないが、そ 
う簡単に吹き飛んだりはしない。 

「ルルー様！痛みませんか!?: 口の中切ってませんか!?こ 

おたおたする ミノ タウロスの 前でくずおれている ルルー は、いつになくかよわかった。 
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ゴクリ……〇 

慌てるのをビタリと止め、思わずミノタウロスは唾を呑みこんだ。正確には、喉まで出かか 
った一言葉を呑みこんだ。 

r オレではダメなのか？サタンの代わりにならないのか？」 

という、いってはならぬ言葉を……。 

ミノ タウ ロスは、好きでルル ーの 従者をしているヮヶではない。 . というか、ルル ーに多 

大なる好意を抱いているからこそ、そばにいるのだ。 

ルルーとそのような関係になって、 もう 何年 も 経つ。実のところ彼女のほう も ミノ タウロス 
の 気持ちに薄々でも気づいているはずだが、ルルーのほうから告白を促したり、ミノ タウロス 
のほうから自身の思いを伝えたことは一度もない。 ミノタウロス 自身としては、ルルーのそば 
にいる限りいまの立場で充分に満足だし、それよりもなによりも、告白をすることでその関係 
が壊れて しまう ことが怖かった。 

確かに、「いまがチャンス だ！」 と内なる心はささやいている。しかし、そのような無粋な 
真似はミノタウロスのプラィドが許さない。その内なる葛藤を、ミノタウロスは唾とともに呑 
みこんだのだった。 

「ミノ タウロス . 」 

「は、はいぃっ M :」 
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出し抜けにルルーから声をかけられて、ミノタゥロスは思わず硬直した。自分の心の動きが 
読まれたかと思ったからだ。 

しかし、それはまったくの杞憂だった。 

「ミノタウロ ス . j 

「な、なんでスか!?: ルルー様!?:一 

「ご主人様の あたくし に . ！」 

「は……？」 

「なぁんてことすんのょっっっっ n :」 

バキィッ！ 

「ぶ^-っ n :」 

いきなり顔面にパンチを食らい、ミノタゥロスは後ろに大きくのけぞった。頑強な肉体を持 
つ彼が、いかな実力者とはいえルルーの正拳で体勢を崩すことはそうそうないが、不意打ちを 
食らってし まってはどうし ょう もない。 

「あースッキリした」 

「る、ルルー様：….」 

鼻っ柱を真っ赤にして尻餅をついているミノタゥロスを尻目に、ルルーは立ち上がった。そ 
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して、 ドレスや 手についた ホコリをパンパンと 落とす。 

その顔は、昨晩までの泣き腫らしたものでもなく、さっきまでの生きる希望を無くしてしま 
った虚ろなものでもなく、いつもの格闘女王様のものだった。……左の頰がやや赤く腫れてい 
るが。 

「ありがとぅミノタゥロス、あなたのおかげで眼が覚めたわ」 

「ルルー様……」 

「だけど、今度あたくしに手を上げたら……」 

女主人は従者をギッ！と睨みつける。 

「パンチだけじゃ済まさないわょ…… n :」 

「は、はぃぃ . n :」 

「わかったらさっさと立ちなさい。サタン様を殺した犯人をぜぇ1ったいに見つけて、究極 
女王乱舞をお見舞いしてやるんだから！」 

「わ、わかりました」 

いつものルルーに戻って嬉しいといぅ気持ちと、鼻っ柱の激痛の両方を味わいながらミノ 
ゥロスは大きな身体を起こした。 

「で、あたくしたちはどこに行けばいいの？」 

「わかりません。探偵は聞き込み操作を してこいとし か……」 


夕 
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「アルルたちは？」 

「確か、アルルは々ファイヤーマゥンテン"のほうへ、シエゾは々スターライトステージ"へ 
向かったようですが」 

「じゃあ、あたくしたちは"ゥォ ーター パラダイス"に行こうかしら？，…：いや、"ぷよぷ よ 
ダンジョン"のほうにしましょう。現場百遍というヤッね」 

「ぶも」 

ふたりは、"わくわくぷよぷよランド"のメインアトラクション、"ぷよぷよダンジョン々 
に向かって歩き出した。やがて、ぶよぶよの彫像が乗っかった、それほど大きくないレンガ造 
りの建物が見えてくる。そして、そこの地下へと通じているアトラクションの入り口付近で、 
何者かが右往左往と行ったり来たりを繰り返していた。 

, r いったいドコ行きよったんや、困ったコトになったでぇ：…，」 

"わくぷよランド"入場券のモギリと、アトラクション"ファイヤ^~~マゥンテン"の中ボスを 
兼任している、さそりまんだった。 

「あ1、いったいどないしたらええんや……」 

「どうしたの？こんなところで」 

通行の邪魔とでもいいたげにさそりまんの前で仁王立ちになり、ルルーは声をかけた。 
「実はな、モギリの仕事を手伝わせとったドラゴンが、いきなりいなくなってしもうたねん」 
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誰もが知ってるドラゴンといえば、恐竜のような大型のモンスターだ。 

「その ドラ/、 コンが、何でモギリなんかしてる ヮヶ？ 」 . 

正確には、「どうやって？」である。背丈も横幅もミノタゥロスの二倍はゆうにあるドラ 
ンが、その鋭い爪を使ってモギリをしている姿をルルーは一生懸命に想像してみたが、結局 
ジュアルは浮かんでこなかった。 

「んなコトはともかくやな」 

さそりまんの言葉で、ルルーは無駄な想像力の行使を停止させる。 

「ドラゴンがおらんと、モギリの仕事がどうにもならへんねん。これから夜の部目当ての客、 
ぎょ一さん来る頃やっちゅうのに . 」 

「夜の部 . ？」 

ふと、ルルーは辺りを見まわした。確かに、陽が西に傾き始めている。午後の ティ ー タイ 
という 頃合か。 

々わくぶ よランド" 入場のときにもらった パンフレットで、ライトアップされ た アトラクショ 
ンを楽しむ"夜の部"があるのをルルーは知っていた。魔法的立体映像に映っていた星のよう 
に キラキラと 輝く" スターライト ステ I ジ"が、やたら キ レイだったのを覚えている。サタン 
と一緒に訪れることができたらさぞかし楽しいだろうと考えたのだ。 


ム 


ビゴ 





28 


しかし……〇 

「まさか . ！」 

ぐいっ！ 

くじけそうになるのを必死で堪え、それを怒りに変えてルルーはさそりまんの胸倉をひっ 
かんだ。 

「ドラゴンが サタン 様を殺した犯人なんじゃないで しょうね P :」 

「そ、それはわからんがな！せやけど、ドラゴンにはあんな手の込んだコトでけへんで」 
「それもそうね。……でも、この タイミングで 姿を消したというのが気になるわね」 

「誰かにそそのかされて共犯してるのかもしれへん。それを考えると心配で心配で……」 
「あなたが本当に心配なのは、モギリの仕事のことでしょ？」 

「キレイな顔して、あんたもキッツイこといいまんなぁ。……その通りなんやけどな」 
「わかったわ。あたくしがドラゴンをみつけて、サタン様殺しに関係あるのかどうか白状させ 
てやる わ！」 

「そ、それはカンニンや！あんたにギッタギッタにされてもうたら、モギリの仕事させられ 
へんがな。お願いやから、ドラゴン見つけたら並*に連れて来てぇな。その代わり、ええもん 
あげるさかいに」 

「いい もの？」 


つ 
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「事件の情報とかやないんやけどな、きっと捜査に役に立つはずやで」 

「わかったわ。とりあえず可能な限りそのまま連れて行くって約束するわ。……ドラゴンの出 
方次第だけどね」 

「なんか不安ないい方やが……まぁええわ。ほな、頼みましたで。ヮテはモギリの仕事に戻っ 
てますさかいに」 

というが早いか、さそりまんは安心したのかスタコラと"わくぶよランド"正門のほうに消 
えて行ってしまった。 

「ミノタゥ ロス、あたくしたちも行くわよ。まずはドラゴンを見つけて、サタン様を殺した犯 
人かどうか突き止めるのよ」 

- ふも，-」 

もう大丈夫だ、いつもの主人に戻ったと安心しつつ、ミノタゥロスはビシッ！と敬礼をし 
てルルーに応えた……。 






三ド t コン棟し ( J いいけれど…… 

—— 「'一す'ジヤヴ ：•：• 7.」 

「ルルどうします？」 

園内を、あてがあるのかないのか、ブラブラしているルルーの背中に、ミノタゥロスは声を 
かけた。 

「さっき、どこかでおんなじセリフをいわなかった？」 

スタスタと 歩きながら、振り向きもせずにルルーが応える。 

「そういえば、いったかも……」 

「で、あたくしたちはどこに行けばいいの？」 

「ルル^~~様、それさっきいいましたよ」 

「あら、そうだったかしら」 

「それに、どこに行けばいいのかなんて、オレにはわからないっス。ルル—様が何か目的があ 
るん じ やないかと思ってたんですが . 」 

「失礼ね、目的ならあるわよ。あえていうなら、"犬も歩けば棒に当たる作戦"ね。こうして 
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あてもなくブラブラしながら、手がかりがぶつかってくるのを待ってるってヮヶ、おわか 
り？」 

「しかし、誰かに聞いたほうが効率的じゃありませんか？犯人はおまえか？って聞くより 
はやりやすいでしょうし……。人ならいくらでもいるし、誰かひとりくらい手がかり持ってる 
ヤツがいるんじゃないスか？」 

「そうねぇ」 

ド派手なアトラクションが立ち並ぶ"わくぶよランド"内は、時間的な関係も手伝って、大 
盛況というほどでもなければ閑散としているわけでもなかった。アトラクション間を走り回っ 
ている修学旅行かなにからしい子供たちの群れも見えるし、広場のベンチでひと休みしている 
ヵップルや家族連れの姿もチラホラとうかがえる。 

「だんだん、あたくしもそうしたほうがいいような気がしてきたわ」 

「どうします？ ルル1«| 

「とりあえず、ィンフォメーシヨンに行ってみましょう」 

「ぶも」 

ふたりがィンフォメーションに到着するなり、案内役のキキーモラがルルーたちを手招いた。 

「ちょっとちょっと、おふたりさん . 」 

「なに？ キキーモラ」 
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「いいから、 ちよつとちよつと…… ！」 

ささやくような声で、ィンフォメーションの部屋の端っこでキキーモラが呼んでいる。 
「なんなのよ」 

ルル ー たちがそこに行くと、キキ ー モラは辺りを見まわしてィンフォ メーシ ョン内に他に誰 
も居ないことを確認してから、 ようやく 口を開いた。 

「あのね、わたし見ちゃったのよ」 

口調がなんとなく井戸端会議のオバさんである。 

「なにを？」 

「ドラゴンが"ぷよぷよダンジョン"に入っていくのを . ！」 

「なぁんですってぇ P :」 

「し一っ！大きな声出さないで！これはまだ誰にも話してない情報なんだから」 
「ごめんなさい。……ドラゴンがダンジョンに入って、それから？」 

「それから、ダンジョンの下のほうがやたら騒がしいのよ。ドラゴンの鳴き声のような、笛の 
音のようなのが聞こえてきたりして……。たぶん、地下四階以降の"どきどき コース "ね。あ 
そこが怪しいわ」 

「いわれてみれば確かにそうかもしれないわね」 
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と、ルルーは事件の様子を思い出しながらいう。そのたびに哀しい気持ち.が噴き出してくる 
が、そんな感情の奔流に身を任せている場合ではない。 

「サタン様は四階への階段のところで死んでたわけだし……」 

「でしょ？」 

「わかったわ、キキーモラ。とりあえずダンジョンに行ってみることにするわ」 

「ダンジョン内はちゃんと機能してるから気をつけてね。モン スタ ー も 今までとは違って、格 
段に強くなってるし」 

「ありがとう」 

戦って身体を動かしたほうがィヤな気持ちもスッキリするかもしれない、そのほうが自分の 

性に合うし . と思いながら、ルル^~は"ぷよぷよダンジョン"に向かうベく、ィンフォメー 

ションを後にした . 。 






四 c ひ"わくわくコ—ス，にて 

「どうやら、一筋绳 rIJ 行きそうにない わね …… 」 

メインアトラクション"ぷよぷよダンジョン"は、パンフレットによるといくつかの コース 
に分かれている。その最も基本的な コース が地下一階から三階までの" わくわくコース "で、 
初めて"わくぶよランド"を訪れた者は、まずここを クリアし なければならない。ダンジョン 
内で手に入る金貨やアイテム も 本物なら、モン スタ I やトラップも幻影ではないからである。 
まず初心者用 コース で、ダンジョンの仕掛けやモン スタ ー の強さに慣れておかないと、大ヶガ 
の危険性があるのだ。 

"わくぶよラ V /のアトラクションはすべて、一度クリアした後でも再挑戦することが可能 
になっている。つまり、次のアトラクションに備えてちょっと修行を重ねたり、古冋価なアイテ 
ムを買うためにお金を稼ぐことが容易になっているヮヶだ。"わくわくコース"はいわば、そ 
のためのアトラクションだといっても過言ではない。"ゥォーターパラダイス"に挑戦してい 
た頃、ルルーも何度となくお世話になった。 

そして、大事件の直前に訪れた" わくわくコース "は、何事もなかったかの ように ルルーを 
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迎え入れた。 

「ひととおり回ってアィテムを拾いながら下に行くわよ。ちようどいいゥォーミングアップに 
なるでしようし」 

「そうっスね」 

などと軽口をたたきながら、ルルーたちはなんとなくオモチャの家を思わせるダンジョン内 
を進んだ。いまのルルーにとって、"わくわくコース"のモンスターはもはや敵ではない。 

と . ヽ 

「ぷよぷよ〜っ」 

そこへ早速，，緑ぶよ"が出現。 

「じゃまよっ！」 

「ぶよっ」 

ルルーが正拳突きを見舞うと、緑ぶよは大きくのけぞった。そして、いつもならそのまま 
"ばたんきゅ〜"となるはずなのだが……、 

「ふよ〜っ！」 

ど 力っ！ 

「きゃぁっ！」 

あろうことか緑ぶよは体勢を立てなおし、ルルーにぶよぶよアタックを繰り出した。 
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「やった わね！」 

お返しとばかりにルルーは再び正拳突き。 

「 ATN よよよよお . | 

その一撃で、緑ぶよはよぅやく"ばたんきゅ〜"した。 

「ルルー様、大丈夫っスか？」 

「大した ことは ないわ」 

軽い打ち身を作った肩のあたりをさすりながら、ルルーは応える。 

そこへ間髪入れずに、 

「なんか文句あるんか一」 

今度は大きなトヵゲに乗った野生児——その名も"コドモドラゴン"が現れた。そしてルル 
—たちが身構えるよりも早く、トヵゲが大きな口を開き . 、 

「フ アイヤ丨じ やい や丨 n 」 

ゴオオオオオオオオオオオオツ . . 

燃え盛る火炎を吐き出した。 

「熱っ！」 

「ぶも一っ！」 
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思わぬところで奇襲を食らい、ルルーたちはしたたか火傷を負ってしまった。しかし、すぐ 
に立ち直って戦闘態勢を整える。 

「やったわね！水神掌 M :」 

「ぶ^-っ！一撃っ！」 

ド ッゴォ ンッ！ 

「なんしよんな一っ！」 

ルルーとミノタゥロスのダブル必殺技を食らい、コドモドラゴンは"ばたんきゅ〜"。 
「もしかして、敵が強くなってる……？」 

ようやく落ちついたところで、額の汗をぬぐいながらルルーはつぶやいた。 

「そうみたいっスね」 

「まぁ、そのほうがこっちとしてはやりがいがあるんだけど . 。だけど、アイテム探しをし 

ながら下に行く、というのは無理そうね」 

「やはり、どちらかに絞らないと」 

「決めた！今日は修行を兼ねてアイテム集めだけをするわ」 

「でも、"わくわくコース"にはあまりいいアイテムはありませんよ」 

.「もしかしたら、アイテムの配置も変わってるかもしれないじゃない？モン スタ ー も強くな 
ってるんだし。まぁ、どんなアイテムでも、売れば少しは足しになるでしょ？」 
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「わかりました」 

「そぅと決まればさっさと行くわよ。ドラゴン探しもしなきやならないんだし、グズグズし 
るヒ マなんかない わ！」 

「ぶも」 

そしてふたりは、再びダンジョンを進み始めた . 。 


て 
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五哀しみの現場 

——「サタン樣、見ていてください……//」 

次の日、ルルーは"脱出口の巻物"や薬品、食料を買い込んで再び"ぷょぷょダンジョン" 
に突入した。そして今回は、モンスターと可能な限り戦わず、アィテムに眼もくれずにひたす 
ら次のフロアへの階段を目指した。 

やがて、地下三階に到着。 

ここにはボスキャラ"スヶルトン T " がいたが、ルル I はすでに彼を倒して"わくわくコー 
ス "を クリアして いるため、 もぅ モン スター はいない。その代わりといってはナンだが、小部 
屋に続く三つの扉が開いていた。 

ひとつめは、ルルーが昨日も通った地上への脱出口のある小部屋。 

ふたつめは、"共通チヶット"の入っていた宝箱があり、事件の発生後に犯人扱いされたル 
ル r たちが押し込められた小部屋。 

そして三つめが、事件の現場であり、地下四階へと続く階段のある小部屋である。 

ルル I は、何故か恐る恐る三つめの扉をくぐった。 
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そこには確かに、下への階段と、人を象った落書きのょうな絵が横たわっている。頭と思し 
き部分に、角らしきものも描かれている。この絵が、"わくぶょランド"園長にして魔界の貴 
公子、そしてルルーの最愛の人サタンを示していることは明々白々だった。 

r. 」 

ルルーはそれを見下ろし、唇と拳をギュッと結んだ。 

哀しい思いをするから、できればここには来たくなかった。恐る恐る入ったのも、絵が消え 
ていて現実でないことを示してくれればいいという淡い願いと、逆に絵を見て現実を再び突き 
つけられるのが怖い、という思いがあったからだった。 

「る、ルルー様……」 

彼女の後ろで、ミノタゥロスが努めて優しく声をかける。しかし逆に、今はその優しさが、 
ルルーの感情をさらに高ぶらせた。 

だが……！ 



ルルーはこぼれそぅになる涙を必死で堪え、キッ！と顔を上げる。 

鴿 

「ミノタウロス！」 

「は、はいつ！」 
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「ダズグズしてないで さっさと 行く わょ！ こんなところで泣いてたら、お前らしくないっ 
サタン様に怒られちゃうわ……！ 一刻でも早くサタン様の仇を討たないと……丄 
最後のほうはややふるえていたが、それを隠すょうに ルルー はさっさと 階段を下りた . 


て 
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六そして"どきどきコ—ス"へ 

-「マスク•ド•サタン . ?」 

"ぶよぶよダンジョン"地下四階に入ると、それ以前とは明らかに様相が変わっていた。地下 

三階まで-つまり" わくわく コース "は、 どことなく 箱庭の牧場を思わせるような、のどか 

で牧歌的な雰囲気があった。四階から先、々どきどきコース"がどこまであるのかわからない 
が、全体的に重い雰囲気をかもし出している。床や天井は宵闇を思わせる藍色っぽい透明感の 
ある素材でできており、壁の色合いはヵラフルではあるが金属質な感じがする。それらが一体 
どのような 素材でできているのかルルーにはわからなかったが、「ああ、深いところに来たん 
だな」という実感は アリアリと あった。 

この 四階以降は" ファイヤ I マゥンテン"-"ゥォ ー タ ー パラダイス""スタ ー ライトステ ー 
ジ"を クリアした証、赤、青、黄の三つの オ ー ブがないと入ることができない。それがない と、 
先ほど 通過した、 三階に ある 階段—— * 件現—— の 小 部屋の 扉を開く ことができないのだ。 
つまり、かなりハイレベルなアトラクションだということである。 

本来ならば、三つのオーブはそのすべてをひとりで集めなければならない。しかしなぜか、 
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ルルー、アルル、シヱゾがそれぞれひとつずつ手に入れたところで、園長であるサタンから呼 
び出しを受け、そのまま事件が発生し、現在に至ってしまっている。そのため、ルルーがこの 
"どきどきコース"に挑戦するにはかなりのハンデキャップを背負っていることになるのだが、 
今からまだ行ってない" フアイヤ^ — マウンテン""スター ライト ステ^— ジ "をクリアしている 
余裕などない。 


ルルーはいつになく慎重に、地下四階を探索した。正規の手順を踏まずに来ているといぅこ 
とを、百戦錬磨の格闘家としてのヵンで察知し、警戒心を煽り立てているのだ。上の"わくわ 
くコース"のモンスターですら、一撃で倒しきれないほどにレベルアップしているということ 
が、ますますルルーを慎重にさせる。ここにいるモンス ター は、さらに強いはず。 


鉦咢口のまま、ルルーはひたすらダンジョンを進む。そのいつになく慎重な！！分囲気に圧されて、 
ミノタウロスも終始無言。下への階段目指して、ズンズンと突き進む。 

そこへ……、 

'ドオンツ！ 
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突然、何かが爆発したょぅな衝撃音がフロア中に響き渡った。 

「な、なに…… !?" 今の音……!?"」 

思わずルルーは身を強張らせ、辺りを見まわした。まるでお化け屋敷にでもいるょぅなヵン 
ジである。 

脚を止めてしばし耳を澄ませていると、 

ドォンッ！ ドォンッ！ 

再び破裂音が響き渡った。しかも、今度は連続で。 

「な、何が起きてるの……!?:」 

とルルーがつぶやくあいだにも、破裂音は何度も鳴り響いている。 

「ルルー様、近づいてませんか……？」 

耳を ヒクヒク させながら、 ミノ タウロ スがいつた。 


ド オンツ！ ド オンツ！ ド オンツ！ ド オンッ！ 

破裂音を注意深く聞いていると、確かに音は大きくなっている。 
ドオンツ！ ドオンツ！ ドオンツ！ ドオンツ！ 

どんどんどんどんその音ば近づいてきて、そして……、 
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' K ッカアンッ n : 

いきなりルルーたちのすぐそばの壁が爆発した。 

「な、何……!?:」 

崩れた壁の破片が砂煙となって爆風のょぅに舞い、ルルーとミノタゥロスの視界をしばしさ 
えぎる。 

•る M :」 

その一瞬の間に、何者かの声が風斬り音とともにルルーに襲い掛かった。 

「くっ！」 

間一髪で、ルルーは見えない謎の一撃をかわす。 

「ぅぬ、なかなかやるな？」 

古風な口調で、いきなり襲い掛かった謎の声はいった。それと同時に砂煙が晴れてきて、視 
界が戻ってくる。すると、ルルーの前に何者かが仁王立ちになっているのがわかった。もちろ 
ん ミノタゥ ロスでは ない。 

それは、和風の ヨロィカ ブトに身を包み、日本刀を携えた モグラモン スター"サム ラィモー 
ル"だった。 
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「拙者の一撃をかわすとは、お主かなりの手練れと見た！是が非でも拙者と仕合うていただ 
く ！ - 

「さっきのドカンドカンっていう音は、もしかしてあなた？」 

「いかにも。拙者は壁を破壊しつつ、敵の予期せぬ方向からの太刀を旨とする」 

「それって、タダの奇襲っていわない？」 

「しかし戦の勝利は、奇策に奇策を重ねて摑むものではないのか？お主も、ここまで来るの 
にきっとそうしてきたはず」 

「た、確かに……。正論かも……」 

「この先、拙者以上の奇策を使う者が目白押しだ。力押しの正攻法だけでは勝てぬぞ」 
「まぁよ一するに、あなたを倒せなければ、この先に進むのは到底無理ってことよね？」 

「 II り」 

「ならば、ひと太刀ご教授くださるかしら？」 

ざっ！ 

いいながら、ルルーはファイティングポーズを取った。 

「その意気やよし！参る n 」 

サムライモ ールはカタナを構え、ルルーに突進。そして振りかぶった カタ ナを大きく振り下 
ろす。 
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「斬る！」 

「その太刀筋はもう見切らせてもらったわ！」 

とルルーはなんなく回避。 

「今度はこっちの 番ょ！ 」 

サム ライモ ールの突進した勢いが死なないうちに、ルルーはヵゥンター気味に正拳突きをく 
りだした。 

どふっ！ 

とニブイ音がしてサムライモールのみぞおち 辺りに ヒット。 

しかし、 

「お主の突きはこの程度か？痛くもかゆくもないぞ」 

サム ライモー ルの表情は、 ちっとも 変わっていない。 もともとあまり 表情はないが。 

「そんな拳では、拙者のョロイはビクともせぬぞ」 

「くっ . ！」 

「ョロイを貫くほどの突きとは、こうするのだ！」 

いうが早いかサムライモールは飛び退り、再びルルー目掛けて突進。 

「突く”：」 
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カタナの切っ先が、矢のように直線を描いてルル I に襲い掛かる。 

「ルルー様！」 

カ キイ- ンッ！ 

既のところで、サム ライモー ルの突きはミノ タウロ スが繰り出した斧によって弾かれた。 
「うぬ、ふたりがかりか」 

「悪いけど、あなたひとりにずっとかまってるヮヶにはいかないのよね。ふたりがかりでも何 
でもして、 さっさと 終わらせていただくわ」 

「まぁ、それも兵法のひとつよ」 

サムライモ ールは再び飛び退り、体勢を整えてカタナを構え直す。 

「参るがよい！」 

「ミノタウロス！」 

5%-っ丄 

ルルーの口！ H - P に応じてミノタウロスが斧を大きく振りかぶり、渾身の力を込めて振り下ろす。 

「一撃っ n 」 

「うぬぅっ！」 

ガッキイ-ンッ” ： 
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サムライモールはカタナでその重い一撃を受け止めた。が……、 

「ぐぅっ . ！」 

あまりに強烈なパヮーを無理して受け止めたため、衝撃に負けてひざをがっくりとついてし 
まう0 

「ルルー様、今です！」 

「ただの拳で ダメ なら、これなら どう？」 

いいながら、ルルーは右の拳に気ムロいを込める。 

「はぁっ！」 

ボォッ！ 

ルルーの拳に、気の力にょる炎が灯った。その拳を開き、サムライモール目掛けて渾身の掌 
底突きを繰り出す。 

えんじんしよう 

「炎神掌 n:J 

ズドォ ンッ！ 

「ぐはっ！」 

掌底がサムライモールの腹部にめり込み、炎が身体を舐め尽くす。 

「み、見事……」 
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黒コゲになったサムライモールは、パッタリと"ばたんきゅ〜"。それと同時に、彼の懐か 
らひと束の草がこぼれおちた。 

「これは . ？」 

ルルーは拾い上げる。それは、これまでに見たことのない草だった。"おいしい草"のよう 
な タイプと も、々ごうてん草"のような タイプと も違う。 

「なんでしょう？この草は」 

「ちょっと識別してみるわ」 

草を両手のひらに載せ、意識を集中させた。 

すると、，，気"や，，魔力"に似た不思議な力が草から手のひらを通じてルルーに流れ込み、 
あるビジュアルを頭の中に浮かび上がらせる。 

それは、地中を掘り進むモグラの姿だった。そこでピンときたのは、ダンジョンの壁を壊し 

て進むサムライモール . . 

「わかった わ！」 

意識集中を切り、ルルーはいった。 

「これは"もぐら草" ね！」 

「といいますと？」 

「これを食べると、サム ライモー ルみたい に 壁が壊せる ようになる はずよ」 
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「ずっとですか？」 

「たぶん、一定の時間だけね。，，ふゆう草"みたいに」 

「なるほど」 

「ちょっと、試してみようかしら」 

ルルーは"もぐら草"をひと口かじった。すると、えもいわれぬシブさニガさがじんわりと 
口の中いっぱいに広がって行く。 

正直にいって、マズィ。こんなものをミノタゥロスはよく食べれるなと、草を食べるたびに 
ルルーは思う。 

「むしゃむしゃむしゃ…… ゴックン」 

それでも ムリ ヤ リロの 中に押しこみ、 ルルー は" もぐら 草"を飲みこんだ。といっても、身 
体に何か変化が起きたというヵンジはしない。 

「ホントにこれで壁が壊せるのかしら……？」 

「ぶも」 

ルルーは手近な壁の前に立ち、 

「は あっ n 」 

思いっきりパンチ。 
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ゴォ ンッ！ 


-on :」 


「痛ぁ- 

ニブィ音が響くと同時に、ルルーは右手を抑えて飛び上がった。しかし、壁は壊れるどこ 
か ビクともして いない。 

「ルルー様 n : だ、大丈夫ですかり：」 

「何ょこれぇ!?:壊れないじゃないの？これじゃあたくしの手が壊れちゃう……！」 

『.otttttttttitttttttttttttttttttttti it. .= 

c >v Av )^v /wv >v >v vfnv )v »v Av IV VAV IV >^v )v >v )wv )wv >v n • 

ルルーの悪態に重なるょうに、いきなり高らかな笑い声が フロア 中を満たした。 

『大丈夫かね？そこなるお嬢さん』 

「そ、その声は……!?:」 

非常に聞きなれた声に、ルルーは手の痛みも忘れて表情を パッと 明るく咲かせた。 

「サタン様!?:生きていらっしゃったのね P こ. 

しかしその喜びはもろくも崩れ去った。 

『ブッブー、残念でした。私は困った ときの あなたの味方、人呼んで" マスク •ド•サタン 
で一す』 

「そう……、そうょね……。サタン様はもう死んでしまったんだものね……」 


ろ 
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がっくりと肩を落とし、ルル ー はその場に座り込んでしまう。 

『す、すまん！キミを落ち込ませるつもりはなかったのだ。許してくれ！』 

ルルーのあまりの落ち込みように、マスク•ド•サタンと名乗る謎の声はちょっち狼狽。 
『キミが困っていたようだから、ちょっとお手伝いして差し上げようかなぁ一と……』 

「で……？サタン様の変態コスプレ仮面がいったい何の用なの？」 

声を聞くのもィャというトゲトゲしい雰囲気で、ルルーはいった。 

この マスク•ド•サタンとは 一度ならず面識が あり、 ルルーはいつも酷い目に遭っているの 
だった。……実際には酷いめではなく、いつも手助けしてもらっているのだが、姿形や声質が 
彼女の思い人とあまりに似ているために、つい ヌヵ 喜びして しまう のだ。それが、ルルーのい 
う 酷いめである、その理由からルルーは マスク•ド •サタンが好きではなかった。 

『うむ。実はな、"わくぶよランド"のダンジョンには二種類の壁があるのだ。例えばこのフ 
ロアを見まわしてみたまえ』 

「……ホントだ」 

声の示す通り落ち着いて見まわしてみると、確かに質の違う二種類の壁でフロアが構成され 
ていた。一方は錡びたような色の金属質の壁。もうひとつはヵラフルなブロック状の壁。いま 
しがたルルーがブッ叩いたのは、前者のほうだった。 

『この壁の違いは何かというと……』 
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「壊せるか、壊せないか、ってことね」 

『その通り！さすがはルル……いやお嬢さんだ。それを忠告しておこうと思ったのだ』 
「だったら、叩く前にいってくれればよかったじゃない！おかげで危うく右手を壊しちゃう 
ところだったわ……1」 

『ム!?:また誰かが私を呼んでいる！ではまたどこかで会おう！サラバ-ィ！』 

高笑いの余韻を残して、マスク•ド•サタンの声は消えていった。 

「そう やって、すぐ都合が 悪くなると 逃げ るんじゃない わよ！」 

と叫んでみても、もはや返答はない。その代わりに、ミノタゥロスが悪態をつく。 

「まったく、油断もスキもならんヤツっスね。こんなところにまで顔^-というか声をだす 

なんて . 。入-7 度 会っ たらと っちめて やりましよう！」 

「それより、本当に壁が壊せるのかしら……？」 

いいながらルルーは立ちあがり、赤と黄色のヵラフル ブロック 壁に近づいた。そして、 よう 
やく痛みの引いてきた右手でそっと触れてみる。 
j ると . ヽ 

、ドオンツ！ 

大きな爆発音とともに、ルルーが触れた壁は崩れ去った I いや、消滅した。 
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「へぇ 〜…… J 

ルルーは感心しつつ前進し、別のカラフルブロックに触れてみる。するとやはり、同じょぅ 
に消滅。 

「結構おもしろいわね」 

興を覚え、ルルーは壁を壊しながらズンズンと進んでいった。 

しかし突然、その脚を止める。 

「どぅしたんスか？効果が切れましたか？」 

「いやちょっと気になることがあって . J 

「といいますと？」 

「この壁壊しって、いったい何のメリットがある0-……？」 
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七階段が^ぃっ一 

- 「も、っ、 ど I V つてるのよ . /」 

「ムキ-ッ M :」 

突然、ルル I が奇声を発した。 

「いったいど一なってんのよっ P :」 

「る、ルルー様、落ち着いてください」 

「落ち着けるわけないでしょ!?:こんだけグルグル歩いてるのに階段がないんだから n :」 
ここは地下五階。 

ルルーたちは、このフロアをもう一時間以上も歩きっぱなしだった。もうこのフロアで探索 
していない場所などゼロである。敵もほとんど倒したし、アィテムももう落ちていない。 
しかし、下への階段だけが一向に見つからなかった。 

いっくら探しても見つからないので、ついにルルーがキレたのである。 

「ルルー様、腹が減りました。ベていいっスか？」 
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「うるさい わね！ ちょっとは我慢なさい！」 

「し、しかし、 もう . 」 

「あたくしだってお腹ペコペコなのを我慢してるのよ！お腹が空きました食べましたじゃ、 
あっという間に食べ物がなくなっちゃうでしょ P : 階段だって見つかってないのに……！」 

「ぶも . 」 

「どうしても我慢できないなら、あなただけ地上に戻りなさい！」 

「そ、そんなぁ……」 

「あたくしはまだ帰らないからね！事件の手がかりどころか、 ドラゴン だってまだ見つかっ 
てないんだから……！」 


ミノタウロスは しぶしぶ、とりあえず ポケットから 取り出した"ただの草"を再び ポケット 
にし まおぅと する。 

「…… P :」 

そこで、 ピン！ と閃いた。 

「ルルー様！」 

「なにょ!?:」 
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「ふと思ったんスが、もしかして壁を壊せば階段が見つかるんじゃないっスか？」 

「そ—いえば……」 

ルルーは興奮をビタリと止め、その可能性について考え込む。 

しかし、すぐに首を振って否定した。 

「それはやっぱりダメね」 

「なぜです？」 

「いいアイデアではあるんだけど、"もぐら草"の数が足りないわ。このフロア中の壁を壊す 
には、一個や二個じゃとても間に合わないわよ。運良くすぐに階段が見つかればいいけど、そ 
れに賭けるにしてはちょっとリスキーね …… J 
ヒユ ンッ！ 

ルルーの言葉が終わるか終わらないかの瞬間に、矢がいきなり彼女の鼻先をかすめた。 

「な、何ど 

慌てて矢の飛んできたほうを見ると、通路の角を曲がって壁の向こうに隠れようとしている 
人影が見える。弓矢を得意とするモンスター、 " アーちゃん"である。 

「また来たわね……1?: ど一してこう人がイライラしてるときに限って……！」 

アーちゃんの姿を認めた途端、ルルーの頭に再び湯気が立ち上り始めた。 

魔法などの遠距離攻撃の術があまりないルルーにとって、アーちゃんは極めてイライラする 
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敵だった。なにしろア ー ちゃんは、イヤラシイことに射程ギリギリの距離を常に取って攻撃し 
てくるからである。今朝"どきどきコース"に入る前に遠距離攻撃が可能な技"破岩掌の奥義 
書"を買って修得しておいたが、 この 技は気力をけっこう使うので、できれば多用したくない 
ところ。 

たとえ破岩掌があったとしても、アーちゃんはすでに壁の向こうに隠れてしまっている。こ 
れでは手の 出しよう がない。近づいたとしても、相手は常にこちらの様子を窺っているだろう 
から、アッ サリと 逃げられて しまう のがオチだろう。 

「ミノタウロス、 あなたの一撃でなんとかならないの!?:」 

「さ、さすがに無理っス。壁の向こうの相手に攻撃できないっス」 

ついに、ルルーのイライラは頂点に達した。 

とにかく、 ミノ タウ ロスでもモン スタ ーでも壁でもいいから、ブン殴らないと気が済まない。 
というか、そうしないと イライラで 頭がどうかしてしまいそうになる。しかし ミノ タウロスを 
怒りに任せて殴るにはちょっち可哀想だし(いつもやっているコトだが)、壁の向こうのモン 
スタ ー を 殴れないとなれば、 ヤッアタリの 対象は壁しかない。幸い、眼の前にあるのは壊せる 
カラフルブロック。 

「はああああああつ . . | 
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どきどき コース ''トモダチって 


ルルーはィキナリ気合いを溜め、 

「破岩掌 M :」 

モンス ターに 届けと一縷の願いと ヤツアタリの 念を込めて、壁に向かって思いっきりの掌底 
突き。 

すると . ヽ 

ズ、ド、ド、ド、ド、ド、ド、ドォンツ n : 

「きゃぁぁつ！」 

ルルーの願いが天に届いたのか、破岩掌の衝撃波は壁を次々と破壊し、やがて、向こぅ側の 
アー ちゃんに ヒット！ ァ ー ちゃんはあえなく"ばたんき ゆ〜" した。 


「ぶも……」 

しかし当のルルーは、自分が引き起こした予想外の出来事に眼をパチクリ。 
「は、破岩掌つて……」 

先に口を開いたのはミノタゥロス。 

「壁も壊せたんスね……」 

「そ、そぅみたいね……」 
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「ルル ー 様、これなら々もぐら草"がなくても階段が探せますよ！」 

「そぅね ！ミノタゥ ロス、さっそく片っ端から壊すわよ ！ 」 

「ぶも！」 

このときの ふたりは、思わぬ発見に喜ぶあまり、肝心な コトを 忘れていた。 
破岩掌を使ぅ と、 かなりの気力を消耗す ることに……。 
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八泥棒) i 意報 

—「魔導通の々ラミ U 怖いわよ . 丨.」 

ようやくの ことで、ルル ー たちは地下九階に到着。 

しかし、ルルーは疲労困憊。五階などで破岩掌を調子に乗って使いすぎてしまったため、気 
力が回復しきっていないのだ。 

「 t あ、 t あ、まあ . 一 

今や体力を削って気力を保たせているという状態のため、ルルーは肩で息をしている。 

「ルルー様、ふと思ったんスが……」 

「なに？」 

「壁壊すの、"もぐら草"も使えばよかったんじゃないスか？破岩掌だけでなく。そうすれ 

ばこんなに疲れることも . 」 

「なにいってんの P こ 

ミノタゥロスのセリフに、 ルル ーはいきなり 吼えた。 

「あなたが草という草を片っ端から食べちゃったんじゃないの！」 
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「す、すいません。空腹にどうしても弱くて……」 

「あなたの胃袋どうかしちやってるんじやないの!?:ことあるごとに腹減った I 、腹減った I 

って……」 

「そんなコトないっスよ。オレは草がひと束あれば、かなり腹いっぱいになるっス」 

「だったら、ど一してそんなにお腹が減るの!?:ちょっとでお腹いっぱいになっても、スグに 
空腹になっちゃ意味ないでしょ M :」 
r ぶも……」 

「まったく、大飯食らいなんだから……！これで役立たずだったら、もうとっくに見捨てて 
る わよ！」 

「あ、あの〜 . 、ルル ー 様 . ？」 

「なによ！」 

「お、お腹が空いたんですが……」 

「あなたねぇ、人の話聞いてたの？ちょっとは我慢しなさいよ！」 

「で、でも……」 

「もう草なんかないわよ。あなたが全部食べちやったんだから。どうしてもっていうんなら、 
これを食べなさい」 
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ずいっ！ 

とルル ー が ミノタゥロスの 鼻先に突き出した のは、 ひと抱えもある巨大な カレーライス。 
「この" 超特大盛 カレーライス" なら、しばらく何も食べられなくなるくらいお腹いっぱいに 
なるわよ。あなたに丁度いいわ」 

「めめめめめめめめめめ、滅相もないっス！」 

カレーライスを眼の前にして、ミノタゥロスは脂汗を浮かべながらぶんぶんと首を振った。 
「こんなの食うくらいなら我慢するっス！」 

「ならそうなさい . 」 

いいながら、ルルーはついにその場にへたり込んだ。 

「ルルー様、大丈夫っスか!?:」 

「はぁ、あなたと話してたらよけい疲れちゃったわ……」 

「そろそろ〃魔導酒"を飲んだほうがよくないっスか？」 

魔導酒は、ショップで買える気力や魔力を回復する薬である。"仙人酒〃より効果が高いの 
で、いざというときのために一本だけ買っておいたのだ。 

「ホントはもっと先で使いたかったんだけど……、背に腹は代えられないわ」 

ルルーは魔導酒のビンを取り出し、飲もうとした。 
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しかし、次の瞬間、 

ひょぃっ。 

と何かが眼の前を通過した、と思ったら、 

「あら？」 

確かに手にしたはずのビンがなくなっていた。そして、聞きなれない声が飛び込んでくる。 
「魔導酒かぁ、なかなかイイモノ持ってるじゃない」 

見ると、ルルーたちの前にかわいらしい女の子が立っていた。ただ、普通の女の子とひとつ 
だけ違うのは、下半身がイヌの胴体になっているということ。半人馬のようなモンスター " ス 
キュラ"だ。 

「へへへ……」 

スキュラはイタズラっこのような笑みを浮かべ、 

「これ、もらって くよ お」 

というが早いか、脱兎のごとく駆け出した。 

「ちょ、ちょっ と！ 待ちなさい よ！」 

ルルーが立ちあがって追いかけよう としたと きには もう 遅く、スキュラの姿は もう どこかに 
消え去ってしまっていた。さすがに四本脚だけあって、走るのがやたら早いのだ。 

「ミノタゥロス、追いかけるわよ！」 
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「ぶ も！」 

残った気力を振り絞って、ルルーは走り出した。ミノタゥロスもそれに続く。 

しばらく後を追ったが、さすがに相手のほうが脚が早く、まったく姿が見えない。その代わ 
り、上半身が美女、下半身がへビのモンスター、"ラミア"を発見。 

「ねぇねぇ、このへんで魔導酒持ったスキュラ見なかった？」 

ルルーは声をかけた。しかし、ラミアは壁に向き合ったままビクともしない。 

「ちょっと、人の話聞いてるの P :」 

「だ一るまさんが . 」 

ルルーが詰め寄ると同時に、ラミアは口を開き……、 

「転んだ っ！」 

と振り返つた。 

「うっ!?:」 

ヒキキツ .. 

その瞬間、突然ルルーの身体が硬直。どうもがいても動かなくなってしまった。 

「おほほほ . ！どう？動けないでしょう？」 

ラミアは古问笑い。 
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「くっ……」 

幼少の頃の記憶と、それに基づく条件反射を見事に突いた攻撃である。 

「さぁ〜て . 」 

にゆるにゆると、ラミアはからみつくよぅにルルーに肉薄した。 

「今度はお注射の時間よぉ。わたしの毒をたっぷり注入してあげる……★」 

「じょ、冗談じゃないわ……！あなたの毒なんか、誰が食らぅもんですか……！」 

「おほほほ ……！ せいぜい強がりをいってなさい」 

シャ^- ンッ！ 

ラミアの右手が大きく振り上げられる。その爪は、まさに毒々しい紅色だった。 

しかし、その手がルルー目掛けて振り下ろされることはなかった。 

「一撃っ"：」 

ズドォ ンッ！ 

「きゃああっ！」 

ラミアの 手が振り下ろされ るよりも 早く、 ミノタゥロスの 斧が ラミアに 襲いかかった の だ。 
そしてラミアはあえなく" ばたんき ゆ〜"0 
「ルルー様、大丈夫 っス か？」 
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「な、なんとかね……」 

ラミアがばたんきゅ〜すると同時に、ルルーの戒めは解けた。 

「それよりも ミノ タゥロス、あのスキュラを探すわよ！」 

「は、はい！」 

そしてふたりは、再び追跡を開始した。その努力が報われたのか、ほどなくしてスキュラを 
発見。 

「ついに見つけたわよ！あたくしの魔導酒を返しなさい！」 

「へ？なんの コト？」 

ルルーの威圧にも屈することなく、スキュラは素っ頓狂な顔をする。 

「とぼけないでよ！盗人猛々しいとはまさにこのことだわ！」 

「とぼけてなんかいないわよ！」 

「あたくしが怒らないうちに、さっさと魔導酒を返しなさい！さもないと……！」 

「だからぁ、あたしは知らないって！それに、キミはもう怒ってるじやないか」 

「ああそう、どうしてもシラを 切 るってヮヶね . ！」 

いいながらルルーは拳に気合いを込める。 

「それならこれもあげるわよ！破岩掌 n :」 
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ズドォ ンッ！ 

「ゃい-んっ！」 

掌底突きをまともに食らい、スキュラはしたたかダメージを受けた。 
「ょくも やった なぁ！ かむ わょ ぉ n 」 

ガブッ！ 

「痛いっ！」 

お返しとばかりにスキュラはルルーの腕を嚙む。 

「ルル-—様に何をする^」 

と今度はミノタゥロスが、スキュラ目掛けて斧を振り下ろす。 
「一撃っ！」 

ブォォンッ！ 

「きゃいぃ-んっ” ：」 

さすがに二対一では、スキュラのほぅが圧倒的に不利だった。 

しかし……ヽ 

「すけだちいたす—— っ！」 
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「くぅんくぅん . | 

「だからいったのよ！盗んだ魔導酒をさっさと返せばこんなにならずにすんだのに 
「だからぁ！知らないっていってるじゃないか！」 

「この期に及んで、まだシラを切るつもり!?:」 

「う^-^っ . .そんなにお望みなら、盗んでやるよ！」 

スキュラは傷ついた身体をなんとか起こして、ルルーに突進しようと身構える。 
しかしそれよりも早く、 

「あなた、あたくしから魔導酒盗んだだけじゃまだ飽き足らないの……!?:」 

ブ チッ！ 

とルルーが切れた。 

「魔導酒なんか、あたしは知らないってば！」 

「うるさいうるさいうる^1/-いつ n :」 

そしてルルーは気合いを込める。 

「る、ルルー様、そんなに技を使っては気力が . ！」 

「ミノ タゥロスは黙ってなさい！卷きこまれたいの!?:」 

「ぶ、ぶ も一 っ！」 
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「まぁぁぁぁぁぁぁっ . . 風 W 脚 n :」 

と気合いとともに回し蹴り。 

ブォォンッ！ 

「きやいんきやい-んっ！」 

渾身の回し® りを 食らって、 さしものスキュラも" ばたん きゅ〜" 0 
「まったく、素直に返せばこぅならなかったのに……！」 

いいながら、ルルーはスキュラの持ち物をあさる。しかし出てきたのは"ただのひとつ。 
「あれ？魔導酒がないわ……？」 

「すると、このスキュラは本当に魔導酒のことは知らなかったみたいっスね」 

「つてことは、知らないっていうのは本当のコトだった……？」 

「そ一いうコトになるっス」 


ルルーはしばし考え込んだ後、 

「ミノタゥロス、さっさと 次の フロアに行くわよ」 

と、立ちあがりながらいった。 

「魔導酒はどぅするっスか？」 

「もぅ諦めるわ。でないと、このフロアにいるスキュラ全部を倒さなきやならないかもしれな 
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いし……。気力は次のフロアに行けば少しは回復するでしょう」 

"わくぶ よ ランド" の アトラクションは すべて、 フロア 間の移動の際に魔力 や 気力が回復した 
り傷が治ったりするような仕掛けがなされているのだ。 

「そうと 決まったら善は急げ、よ。 ミノタゥ ロス、 さっさと 逃げる . 」 

思わず本音が出た。 

「じゃなかった、さっさと行くわよ」 

「は、はい」 

と ミノタゥロスが 返事をする頃には、ルル ー は階段目指して スタ コラと去ってしまった 後だ 
った……0 
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九ドラ''コン発見 

-「トモダノナつて . 」 

地下十階に下りると、大きなフロアの真ん中で何か大きな生き物が丸くなっていた。 

「あれが、さそりまんの探してるドラゴンね . ？」 

「どうやらそのようっスね」 

確かに黄色い身体に青い翼を持ち、トヵゲや恐竜よりも美しく洗練されたフォルムを持つモ 
ンスターは、ドラゴン以外にありえない。 

そのドラゴンはルルーたちの姿を認めると、 
r グルルルルルルルルルルル . ！」 

と身を強張らせ、眉間と鼻筋にシヮをよせて唸った。 

「何よ、やる気なの!?:」 

「ルルー様、怒ってはいけないっス。たぶんコィッは怯えてるんだと思います」 

「どうしてあたくしに怯えるの!?: あたくしってそんなに怖い？」 

「え……、いや、その……」 
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「なんでそんなに口籠もるのよ!?:」 

「いや、ルルー様が怖いとかではなくて……、かなりのストレスですべてが怖いものに映って 
いるんス」 

「誰がそんなストレスを……？」 

「さあ、そこまではオレもわからないっス」 

ルルーは、精一杯ニッコリと笑ってドラゴンに近づいた。 

「ドラゴンちやん、もう怖くないわ。だから帰りましょう？」 

「ルルー様、いけません！不用意に近づいちゃ…… n :」 

とミノタウロスが制止したときにはもう 遅く、 

「キ シャ-ッ”：」 

ドラゴンは「もう我慢できない」とばかりに啦哮をあげた。そして、ルルーたちに向かって 
猛烈な炎を吐く。 

ゴオオオオオオオオオオオオオオオオツ . !!: 

「きやああつ！」 

「ぶも一っ！」 

範囲の広いファィヤーブレスの奇襲を受けたルルーたちは、それを避けきれずにしたたか火 
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傷を負ってしまった。 

「なぁんて こと すん のょ n こっちは迎えに来ただけな のに！」 

「ルルー様！怯えてるヤツに、見知らぬ人間がそんなコトいっても無駄っス」 
「じゃあ、さそりまんを連れてくればいいの？」 

「いや、 もうこう なつたらそれ も、タメつ ス」 


「ガオ¬ 


- n 」 


ふたりが話している間に、パックリと開いたドラゴンの口が迫ってくるが、それはふたり 
もなんなく回避。 

「じゃあ、どぅ すれば いいのよ！」 

「まず、どっちが強いかを実力をもってわからせるしかないっス。そぅすれば少しはおとな 
くなるはずっス」 

「よお一 し、 行くわよ！ ミノ タゥロス！」 

「ふも一！」 

「ガォ-ッ！」 

再びの嚙み付き攻撃をかわすと同時に、ルルーとミノタゥロスは左右に散った。 

「はぁぁぁぁぁっ . n 破岩掌 n :」 


と 
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ズドォ ンッ！ 

「キシャァ—— ッ！」 

「一撃っ！」 

ブォォォンッ！ 

「ギャォォォォォ ォンッ!!:」 

主従の連続攻撃にドラゴンはかなりのダメージを受けたが、彼も負けてはいない。大きく息 
を吸い、ルルー目掛けてドラゴンブレス。 

「キシャ-ッ"：」 

ゴオオオゴオオオオオツ . . 

「熱っ！」 

「ルルー様！」 

ブレスを モロに 食らったルルーの姿に ミノタウロスは 悲痛な声をあげるが、ルルー とて そん 
な簡単にやられるヮヶがない。 

「ょくも やってくれた わね！ あなたが熱いので来るなら、こっちは冷たいので行く わょ！」 
と、右手に気合いを集中させる。すると、大気中の冷気がそこに収束していく。 

「水神掌 n 」 
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。ハキィ-ンッ……！ 

冷気をまとった掌底突きがヒットすると同時に、ドラゴンの身体を薄い氷の膜が取り囲み、 
そして弾けた。 

- ギヤ オオオオオオオオオオン . ！」 

冷気に弱いドラゴンはこれが致命ダメージとなり、その場にくずおれた。"ばたんきゅ〜" 
ではないが、完全に戦意を喪失している。 

「どう？ 人を 甘く見るとこういう 目に 遭う のよ！」 

「くぅん……」 

ルルーの言葉に、ドラゴンは仔犬のように鼻を鳴らして応えた。 

「さぁ、さそりまんのところに®りましょ？」 

とルルーがドラゴンの鼻を優しくなでようとしたところへ . 、 

「待て待て待てぇ！っ n こ 

突然、ヵン高い声が割りこんだ。見ると、笛を持った小人の" パノッ ティ"が、こちらに パ 
タパタと 走つてきていた。 

「そのドラゴンはボクのトモダチだぞ！勝手に連れてくなよ！」 
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「あなたがドラゴンをここまで連れて来たの!?:」 

「だからどうだっていうんだ！さっさとボタのドラゴンから離れろ！これからボタとここ 
で遊ぶんだ！」 

「、ハヵいわないの。ドラゴンはさそりまんとのお仕事が待ってるのよ」 

「そんなの知るもんか！ポクはドラゴンと遊びたいんだ！」 

「どうして？」 

「そんなのヒマだからに決まってんじゃん！」 

「あきれた . 」 

「おいドラゴン、そいつらに ファイヤ ー ブレスをお見舞いして やれ！」 

「くう.^ん . 」 

ドラゴンは、「もうイヤだ」とばかりに首を振る。 

「これでもイヤっていうのか？」 

パノッティは笛を構え、吹いた。すると、心地よいリズミヵルな音色がフロア中に満たされ 

て行く。 

「くう〜ん .- 

しかしそれでも、ドラゴンは戦おうとしなかった。 

「どうして ボク のい うこと 聞かな いんだよ！トモダ チ だろ、 いう コト 聞けよぉ！」 
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どきどき コース 、'トモダチって 


「くう^-'人 . 」 

「どうしても 聞かないっていうんなら、 こうしてやる！」 

パノッティは手にした笛を大きく振りかぶった。それでドラゴンを打ち据えようというのだ。 
しかしそれが打ち下ろされるより早く、 

。ハッシイ- ンッ！ 

乾いた破裂音が鳴り響いた。 

「いったいなぁ！何すんだよぉ！」 

左の頰を真っ赤に腫らした パノッ ティが、ルルーに食って掛かる。 

「ホントにドラゴンけしかけるぞ！」 

「今すぐその口を閉じなさい！」 

ズゥゥゥン . . 

という格闘女王様の大迫力で、ルルーは パノッ ティを見下ろした。 

「でないと、今度はグーで殴るわよ！」 

「う……」 

「あなたとドラゴンの関係は、トモダチなんかじゃないわ。単に、あなたのヮガママにドラゴ 
ンがしかたなくつきあってあげてるだけよ」 
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「だってトモダチって、笛を使ったり、暴力で自分のいうことを聞かせる関係じゃないもの」 
「そんなコトいって、あんただってミノタゥロスを暴力使っていうこと聞かせたりしてるじゃ 
ないか！」 

「あれは下僕だからいいの」 

「ぶも . 」 

ルルーのセリフに、ミノタゥロスがやや悲しげに肩を落とす。 

「とにかく、ドラゴンに謝りなさい」 

「え->-.-^っ|?: どうしてさ|?:| 

「どうしてか分からないんだったら、ゲン コッ 使ってでも分からせる わよ！」 

ルルーは、パノッティをキッと睨む。 

「あたくしはあなたとトモダチじゃないんだから」 

「わ、わかったよぉ……」 

そして パノッ ティは ドラゴンに 向いた。 

「ドラゴン、ゴメン……。もう 叩いたり笛で操ったりしないから、本当の トモ ダチになってく 
れる . ？」 

「どうする？ドラゴン。あなたはコ イッを 黒焦げにする権利があるの よ？」 
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ドラゴンはしばし考え込んでいたが、やがて、 

ペロン0 

答えの代わりにパノッティの頰を優しく舐めた。 

「よかったわね、許してくれるってさ」 

「ありがとう、ドラゴン！」 

パノッティは、喜びのあまりドラゴンの首に巻きついた。 

「ルル丄 

とパノツテイ。 

「コイツはボタが責任を持ってさそりまんのところに連れていくよ。キミたちは後からゆっく 
り戻ってくればいいよ」 

「じゃあ、そうさせて もら うわ。正直いって疲れたし . 」 

「そんじゃぁ、また後で」 

「キシャ- ッ！」 

真の友情に目覚めたパノッティとドラゴンは、フロアの奥のほうへと消えて行った。 

「さて、あたしたちも帰るわよ」 

「ぶも」 
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パノッ ティたちの姿が消えてしばらくしてから、ルルーも地上出口に向かって歩きはじめた。 

「ルルー様、あれ……」 

ふと、 ミノタゥ ロスが前方を指差す。そこには、地上への出口と、その傍らに宝箱がひとつ 
ぁった。 

「何かしら . ？」 

ルルーは、ややドキドキしながらも宝箱を開ける。 

それには、，/天舞脚，と書かれた書物が入っていた……。 






十 V / p4-v ット / 

-「ごめんね、 ミノ タウロス . 」 

「いやぁ、助かりましたわぁ！」 

ルルーたちが地上に戻ると、さそりまんが諸手をあげて歓迎してくれた。 

「ドラゴンも 戻ってきたし、 パノッティもモ ギリの仕事手伝うて くれる ようになって、 まさに 
一石二鳥ですわ。……いや、そのおかげでワテが楽になって、一 E 三鳥ですな」 

さそりまん はいつ も 朗らかだが、今回は さらに 拍車がかかっている。 

「んで、これはほんの礼ですわ」 

といってさそりまんが差し出したのは、一枚の紙切れ。 

「これは？」 

ルルーは問う。 

「これは" VIP チケット"いいます ねん。簡単に いうと ウチの残りの アトラクション、" ホ 
ラー ハウス"とクワンダージャングル"に入れるようになりますのや」 

「なるほど。捜査の範囲も広げられるってワケね」 
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「そういうことですねん」 

「ありがたくもらっておくわ」 

「いえいえ、礼をいいたいのはこっちのほうやから」 

「じゃあ、あたしたちは探偵さんに報告しに行くから」 

と、ルルーはくるりと背を向け、インフォメーション裏の"緊急対策本部"へとツカツカ歩 
き始めた。ミノタゥロスは無言でそれに続く。 

「ミノ タウロス . 」 

「は、はいぃ！」 

道中、ルルーにイキナリ声をかけられ、ミノ タゥ ロスはビックリ。といっても、ルルーはミ 
ノタゥ ロスに背中を向けたまま。 

「な、なんですか？ルルー様」 

「正直にいっていいのょ、あのドラゴンみたいに……」 

「なんのコトっス？」 

「あたくしの コトがイヤ だったら、正直にそういいなさいっていってるの」 

「滅相もないっス！ルルー様がイヤなヮヶないっス！いやマジで」 

これは、確かにミノタゥロスの本心だった。並日段は高飛車でヮガママなお嬢様のルルーだが、 
下僕のミノタゥロスに友達以上に気を使っていることはもはやわかりきっているからだ。逆に 
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そぅでなければ、いまのよぅなセリフは出てこない。 

「ルルー様……」 

「なぁに……？」 

「オレは、ルルー様に一生お仕えするっスよ . .」 

そのセリフは、ミノタゥロスの本心とはちょっとだけ違っていた . 。 







ホ" □ _ 

“せして蠹 C 魔女^)影…… " 
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一再び対策本部にて 

—「備えあれば憂い^し、というヤツだ」 

「……以上で、あたくしの報告は終わりですわ」 

と、ルルーは締めくくった。 

探偵の待つ"緊急対策本部"へと戻り、"どきどきコース"での一部始終を報告したのであ 
る。">1?チケット"もひとまず探偵に手渡した。 

『なるほど……、ご苦労様』 

探偵はパィプをくゆらせながらいう。 

『では次に、アルルくん。キミの報告を聞こう』 

呼ばれたアルルは、まるで宿題を忘れた生徒のょうにビクッと身体を強張らせた。 

「ご、ごめんなさい、ルシファー先生……」 

『私はルシファー先生などではないょ、何度もいうが』 

「すいません」 

『いや、別にあやまることじゃない。……で、成果は？』 
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「ごめんなさい、なんにもないです」 

『なるほど』 

と探偵はシヱゾに水を向ける。 

『シ H ゾ くんの ほうは？』 

「オレのほうも特に有益な情報はなかった」 

アルルと違ってすまなそうな様子も見せず、無表情でシヱゾは答えた。 

『そうか……』 

探偵は、しばし考え込むようにパイプをくゆらせ、 

『ではひとまず、状況を整理してみよう』 

と後ろで控えている助手の老人に目配せした。 
r これまでの情報を整理してみますと……」 

助手は手帳に眼を落としながらいう。 

「"ファイヤーマゥンテン"々スターライトステー ジ"では特に手がかりはなし。 ワシも"ゥ 
ォ ーターパラダイス" に行ってみましたが、手がかりはつかめませんでしたぞ」 

『私も一応、"わくぶよランド"の外を当たってみたが、何もなかったな』 

「となると、ひとまずは"ホラーハゥス"か"ワンダージャングル"に行って調べるしかあり 
ませんぞ」 
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『うむ、ルル ー くんが" VIP チケット"を手に入れたことだしな』 

そして探偵は、彼をじっと注目しているルルーたちに眼を移す。 

『ではまず"ホラーハウス"から調べてもらおう。誰か希望者はいるかね？』 

「オレが行こう」 

と立ちあがったのは、"闇の魔導師"シヱゾ•ウィダィィ。 

『キミがか . ？』 

意外な候補者に、探偵を始めその場にいた全員がやや眼を丸くした。 

「シエゾ、"ホラーハウス"がどんなアトラクションか知ってていってるの？」 

眼を覚ませとばかりにアルルがいう。 

「パンフレットに 書いてあったじやない。闇系の モンスタ ー がいっぱいいる アトラクションな 
んだょ？ あそこは」 

「だから、あなたの闇の魔法なんかちっとも効かないわょ」 

とルルー。 

「そんなに苦労したいっていうなら、あたくしは止めないけど」 

「ふん」 

次々と繰り出されるアルルたちのセリフに、シヱゾは鼻をならして応えた。 

「それく らい、ギャーギャーい われなくてもわかって いる。 闇の魔物が多いからこそ、 オ レは 
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行くのだ」 

「どうして？」 

とアルル。 

「オレは、お前たちのような甘ちゃんではない。あえて、相手が耐性を持つ方法で倒す——圧 
倒的な力で捩じ伏せるのだ。それが本当の修行ではないのか？」 

シヱゾはにらむようにルルーを見て、 

「こういう話は、お前のほうがすんなり理解できるだろう。たとえば闇のモン スタ ーを闇の魔 

法で-お前の場合は岩のように頑丈な魔物をその挙でラクラク倒せるようになったときこそ、 

真に強くなったといえるのではないか？」 

「う . 」 

シヱゾの高説に、ルルーは憎まれ口も出ない。 

「それに、オレにとって"ホラーハゥス"のような闇のダンジョンは有利に働くこともある」 
「な、なんで？」 

「闇系の魔導書が手に入りやすいからだ。それを使って、オレはさらに 強くなる……！」 

『ご高説はもっともだが……』 

諭すように、探偵が口を開いた。 

『当面の目的を忘れないでくれ。ダンジョン内ですることは、キミ自身の強化ではなく、園長 
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殺害事件の手がかりを集めることだ』 

「ふん、わかっている。……だが、これだけはいっておく。オレは、選択を迫られれば、迷わ 
ずオレが強くなるほうを選ぶ。オレはサタンを殺した犯人が見つからなくとも、"すっごい魔 
法のアィテム"さえ手に入ればいい」 

「ね一ね一、ところでさぁ……」 

シェゾの威圧的なセリフを聞いていたのかいないのか、呑気な口調でアルルがいう。 

「"ホラーハゥス"だと闇系の魔導書が手に入りやすいって、ど一いう コト？」 

「そこにいるモン スタ I が持つている、 ということ だ」 

とシ H ゾ。 

「手に入れたければ、そいつを倒せばいい」 

「つてことは、他のダンジョンも同じカンジ？」 

「ああ。たとえば"ファィヤーマゥンテン"なら炎、"ゥォータ I パラダィス"なら冷気系の 
魔導書が手に入りやすい」 

「へぇ^'、よく知ってるねぇ、そ一いうの。さすがさすが」 

「オレはお前とは違う。……しかし、お前も魔導師の端くれなら、それくらいは知っておけ」 

ベサアッ！ 

いいながら、シニゾはマントをひるがえして背を向けた。その拍子に……、 
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ばさっ。 

シヱゾの懐から、何か本のようなものが落ちる。 

「あら、シ H ゾ、何か落としたわよ」 

とルルーが親切かつおせっかいにも拾い上げたものは、たしかに一冊の本だった。しかし、 
件の魔導書ではない。 

「ナニ コレ？ 『初心者でもらくらく クリア -"わくわくぷよぷよランド"編』 . ？」 

「あ、それ知ってる。"わくぶよランド"の外の売店で売ってたヤッだ。最初、ポクも買おう 
と思ったんだ。だけど、シヱゾやルルーにまたバカにされちやうと思って••…こ 
アルルがいう。 

「でも、シヱゾも買ったんなら、ボクも買えばよかったなぁ」 

アルルには、ィヤミな気持ちはまったくない。しかし、余計に残酷な言葉ではある。 

「へぇ〜、いろいろ載ってるのね」 

その攻略本をパラパラと見ながら、ルルーはいった。こちらの言葉には、ィヤミがたっぷり 
と含まれている。 

「アルル、見てごらんなさい。どのアトラクションにはどんなモンスターが出て、倒せばどん 
なアィテムが手に入るかとか、細かく書いてあるわ」 
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「あ、ホントだ。やっぱり買えばよかったなあ」 


このよぅな気まずい状況の中で、シヱゾが己のプラィドを守るには、終始無言でいるしかな 
かった……。 
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二〃木ラ—ハウス" rA 苦戦 

—「くそっ、マ X 'っ rc ぜ . 」 

"ホラーハウス"は、まさに"恐怖の館"だった。 

ィカニモな感じの洋館に、巨大な悪鬼の顔がくっついている。悪鬼はあんぐりと口を開けて 
いて、その中に入り口が設えてあるため、アトラクションに入るところから、悪魔に呑まれる 
ような恐怖を味わうことができるのだった。しかも入り口の前には、いくつかのかがり火が、 
まるで人魂のようにちろちろと青白く燃えている。 

そして、その前にたたずむ人影がひとつ……。 

「ここは"¥1卩チケット"がないと入れんぞ」 

切れ長の眼でシヱゾをキッと睨み、人影はいう。黒いメィド服に身を包み、モップにもたれ 
るように立っている人影の正体は、"ブラックキキーモラ"だった。 

「さっさと立ち去るがいい」 

「チケットなら持っている」 

シ H ゾは、先ほど探偵から受け取った" VIP チケット"を差し出す。 
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「ふん、なら通りな」 

ブラックキキーモラはチケットに一瞥をくれると、シヱゾに道を開けた。 

「キサマ、たしか このアトラクションの モン スター だな？」 

とシヱゾは尋ねた。昨晩に読んでおいた攻略本に、そう書いてあったのだ。 

「ああ。お前が途中でギブアップしなければ、七階あたりで再会できるだろう」 

ブラック キキーモラは応える。 

「だが、なぜそんなことを訊く？」 

「キサマを斬れるのかどうか確認したかっただけだ。……そのスヵした態度ごとな」 

それだけいい残し、シヱゾはいよいよ"ホラーハゥス"へと足を踏み入れた。 

内部は、その外観にふさわしく、 イヵ ニモ幽霊か何かが出そうな造りをしていた。床、天井、 
壁や柱などが、年季の入った木材でできており、シヱゾが歩くたびに ギィギィと 音がする。す 
ぐにでも壊れそうではあるが、実際には魔法などによってそう簡単には^^強力呪文を連発 

されても -3朋れないようになっているのだろう。 

そして、壁には一定の間隔でランプがかけられており、いまにも消えてしまいそうな頼りな 
い光でダンジョンを照らしている。そのため、遠くを見渡すことはできるものの、薄暗い。 

実際のところ、"わくぶよランド"のアトラクションは、ランプで照らされているところは 
他にない。魔法によって昼間のような明るさを充分に保たれているからだ。それが可能なのに 
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あえて薄暗いランプの灯のみでダンジョンを照らしているのは、もちろん"ホラーハゥス"な 
らではの演出に他ならない。 

「ぶよ……」 

シェゾが通路を歩いていると、ランプの淡い光に照らされた、毒々しい紫色のぶよぶよと出 
くわした。 

「出たな . ？ くらえっ！」 

シュバッ！ 

闇の剣をスラリと抜き、シヱゾはそのまま"紫ぶよ"に斬りつけた。 

「ふよっ……」 

紫ぶよはいくらかのダメ ージを受けたが、まだまだピンピンしている。闇の剣の、刃の部分 
ではダメージを与えられたが、やはり剣から発する闇の波動はあまり効果がないよぅだ。 
「ぶよぶよっ……」 

ドゴン！ 

「やったな ぁ！」 

お返しにシヱゾは紫ぶよの体当たりを食らい、こちらもダメージを受けた。 

「くらえっ！一 
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シュバッ！ 

シヱゾは闇の剣でさらに攻撃。 

「ふよっ……」 

しかしやはり、ダメージはあまり与えられない。 

「ちっ…… ！」 

思わず シヱ ゾは舌打ちした。 

ダンジョン序盤のザコモン スタ ーなら、一撃とまではいかなくとも、二回程度の攻撃で"ば 
たんき ゅ〜" させられ ると シ H ゾは思っていた。実際、" スターライトステー ジ"あたりはも 
う何度となく訪れたが、ザコは一撃で倒せるようになった。 

しかし眼の前の紫ぶよは、二回の攻撃でかなりのダメージを与えることはできたものの、ま 
だ倒れない。つまり、闇の力のみで捩じ伏せるにはもう少し早いということ。自分の力をやや 
過信していたことに、シ H ゾは舌打ちしたのだった。 

もっとも、 フレイムな どの闇ではない魔法を使えば、もっと楽に戦える。だがこんな序盤で 
魔力をあまり使いたくはない。一応、"魔導酒"などの回復 アイテムは それなりに買いこんで 
おいたが。 

「しかし、背に腹は代えられんか……」 

シヱゾはひとりごちた。意外に手ごわい紫ぷよに、魔法でとどめを刺そうというわけである。 
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だがそうなると、例の攻略本を置いてきたのは痛い。あれがあればモンスターの弱点を調べて、 
より効率的に倒せたのだが……0 

| くそつ . .」 

いまさらながら、シヱゾは対策本部でうっかり攻略本を落としてしまったことを悔やんだ。 
あそこで、笑ってごまかしたり、「どうだいいだろう」と開き直ったり、「実は買ってたんだ 
よ〜ん女」と道化になりきることができればよかったのだが、プラィドが空よりも高いシ H ゾ 
に、それはできなかった。まぁ、たとえシヱゾでなくとも、あのような場面では、気まずくて 
「返してくれ」と素直になかなかいえないものではあるが……。 

などと 考え込んで いると、 

「しゃああっ P :」 

と壁をすり抜けて亡霊モンスター"シャドー"が現れた。眼の前の紫ぶよもまだ片付けてい 
ないのに、弱り目に祟り目である。 

「ノ ロッテヤルゥゥ . n :」 

いきなりシャドーはシ H ゾに肉薄し、闇のオーラで彼を包み込む。 

「ふふん、それがどうした」 

しかしシ H ゾに何の変化もない。何故ならば、指輪やお守りなどの アィテムを 装備していな 
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かったからである。シャドーにアィテムが呪われると、呪いを解くまで外せなくなってし まう 
のだ。……そのあたりは、昨晩のうちに攻略本を読んで予習していた。 

ちなみにシャドーは、闇の剣を呪うなどという愚かな真似はしない。闇の剣のエネルギーに 
逆に取り こまれてしまう のがオチだからである。 

「くらえっ！」 

「しわああつ P :」 

小手調べとばかりにシヱゾはシャドー目掛けて剣を振り下ろすが、予想通りシャドーはほと 
んどダメージ を受けない。実体の薄い モンスター だけに、剣に よる 物理的な打撃 も かなり緩和 
してしまうの だ。 


シヱゾは、せめて"光の指輪"だけでも装備しておけばょかったと思った。そぅすれば剣の 
攻撃に光の属性が付加され、戦いが楽になるからだ。それに外せなくてもさほど困らないので、 
別に呪われてもかまわない。 

だがシヱゾは、修行のためと攻撃力をアップさせる指輪のたぐいはいっさい持ってこなかっ 
た。いくつかのお守りは持っているのだが……。 

|ふょぷょ . 」 

「しやああっ!?:」 
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シエゾが攻めあぐねているスキに、紫ぶよとシャドーが同時に迫ってくる。とりあえず、い 
ろいろと悔やんだり考え込んだりしている場合ではない。 


チャキッ！ 

シエゾは、闇の剣を水平に構えた。そして、 

「くらえ！空間斬 n :」 

シュバァツ n : 

気合い一閃、剣を横になぎ払ぅ。すると、剣の軌跡が空間ごと紫ぶょとシャドーを同時に真 

っ二つにする。 

「ぷょぷょっ . ！」 

「しわああっ P :」 

そして二匹は"ばたんきゅ 〜 7/ o 

「ふぅ . 」 ♦ 

大きくため息をつき、ショップで"空間斬の奥義書"を買っておいてょかったと安堵した。 
だが、とりあえず当面の危機が去ったに過ぎない。ここは、まだ"ホラーハウス"の一階な 
のだ……。 
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三"ホラーハウス，の理由 

——「くそつ、"時空の水晶"め……，，」 

「フレイム n :」 

ドッゴォンツ！ 

「だわさ——っ n :」 

四階に上がっていきなり出くわしたマミーを、シヱゾは火炎呪文であっさりと片付けた。マ 
ミーが炎に弱いことは攻略本の予習で知っていたのだ。もっとも、それに頼らなくても、乾燥 
しきった身体 や 包帯はよく燃えそうだと想像が つくところ だが。 


だが、はっきりいってシヱゾの気分はょろしくない。結局、いつものょうに相手の弱点をつ 
いた効率的戦法を使わざるを得なくなってしまったからだ。これでは、何のために強気な啖呵 
をきって" ホラーハゥス" に来たのかがわからない。 

とはいうものの、自分の力を試す、向上させるということ以外に、この"ホラーハゥス"に 
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やってきた理由はいくつかある。 

ひとつは、モンス ターの 攻撃もほとんどが闇に属するものである、ということ。 

闇の剣を携え、闇の魔法を得意とする"神を汚す華やかなる者"は当然、闇 H ネルギーによ 
る攻撃に耐性がある。つまり闇系モンスターと同じだ。 

ここ四階に来るまでモンスターと幾度となく遭遇し、かなり苦労して倒してきたが。実はシ 
ヱゾ自身も闇に耐性があるおかげでたいしてダメージを受けていない。薬や魔法を使って回復 
するほどではない。 

このことは、攻略本を Hg むまでもなく、"ホラーハゥス"が闇系のダンジョンだと知った時 
点で予測できていた。それを考慮したからこそ、シヱゾは名乗りをあげたのだ。……もし、闇 
に耐性を持ち、なおかつシヱゾの苦手な光属性の攻撃をしてくるモンスターばかりだとしたら、 
さすがに二の足を踏んだだろう。普通、そんな矛盾したモンスターはいないが。 

しかし誤算だったのは、敵が思った以上に強い耐性を持っているということ。おかげで思う 
ようにダメージが与えられず、苦戦を強いられている。 

「やはり、まだ{兀全ではなかったか……」 

歩きながら、シヱゾはひとりごちた。 

"わくわくぶよぶよランド"に挑戦し始めてからこっち、シヱゾは、魔法の力、戦いのヵンを 
かなり取り戻したと思っていた。しかし、まだ本来のパヮーまで回復していないようだ。 
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——"時空の水晶"… い：！ 

シヱ ゾは、心の中で歯嚙みした。たかが物質 ごときに してやられた ことが、シ H ゾの プラィ 
ドを大きく傷つけていた。 

かつて訪れたダンジョンの最深部で、シヱゾは我が物にしようとした，，時空の水晶"に、あ 
やうく すべての魔力を吸い取られそうになった。不幸中の幸いで、吸い取られたのは少しです 
んだものの、おかげでパヮーが格段に落ちてしまった。 

相手を甘く見ていた自分のミスとはいえ、やはり頭に来る。 

いま、シ H ゾが"わくぶよランド"にいるのは、"時空の水晶"への復謦のためだった。正 
確には、アトラクションで修行をしなおし、さらに"すっごい魔法のアィテム"を手に入れて 
己の力をこれまで以上に引き上げ、そして"時空の水晶"の魔力を逆に吸収してさらにパヮー 
アップしようというわけである。 

それもこれも、ひいては闇の大魔導師として大輪の"悪の華"を咲かせるためだ。 

このクソ忌々しい状況も、それのための精神修養と考えれば、大して腹も立たない。「何故 
ォレが遊園地などで遊ばねばならんのだ？」「余計な事件に巻き込まれて、くだらない回り道 
をするハメになっちまった」とか . 。 
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ふと、シ H ゾは苦い顔をした。腹に据えかねていることがひとつだけあるのだ。 

それは、かつてはアルルやルルーの師匠であり、さらに"魔界の貴公子"サタンの双子の弟 
であるルシファーが、探偵なんぞに変装していることであつた。 

相手は何度も否定しているが、探偵はルシファーに違いないとシエゾは断定している。 

「またぞろ何をやらかそうというのだ . ？」 

思わず シヱゾはひとりご ちた。 

いろいろとケレン味の強いことを企み、あちこちで暗躍するのは結構だが、たまには人の迷 
惑にならないところでやつて欲しいと思う。サタンだのルシファーだのが暗躍していると、シ 
ヱゾはいつもロタなめに遭わない。 

1しかし、それもこれも，，時空の水晶"を手に入れれば状況は変わる。 

シエゾはそう考えている。ダンジョンの奥底で力を溜め込んでいる"時空の水晶"のパヮー 
を自分のものにすることができれば、魔界の実力者であるふたりを凌駕することが可能になる 
はず。 

時空の水晶，か……」 

シ H ゾは再びつぶやきながら、辺りを見まわした。まるで、"時空の水晶"がそ こら 辺にな 
いかと探すょうに。 

彼が"ホラーハウス"を訪れたもうひとつの理由は、 この ことであつた。正確には、 この 遊 
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園地が"時空の水晶"と何か関わりがないかどうかを確認するため。 

入るたびに形が変わる という 奇妙なダンジョンは、そうは見ない。シヱゾ^-そうはまだ 

永くはない-これまでの人生で、ふたつしか見たことがない。 

ひとつはこの"わくぷよランド"のアトラクションで、もうひとつは"時空の水晶"の眠る 
ダンジョンだった。だからこそシヱゾは、"わくぶよランド"の存在を知ると同時に、"時空 
の水晶"との関連を考えたのだった。場合によっては、"すっごい魔法のアィテム"ィコール 
"時空の水晶"かもしれない……と。 

シヱゾが"ホラーハゥス"を訪れたのは、それに関する手がかりをつかめないかと考えたか 
らだった。 

なぜならば、〃時空の水晶"もパヮーの属性は闇だったし、もし"時空の水晶"が何らかの 
形で関わっていれば、同じ闇属性のダンジョンがもっとも影響を受けているかもしれないから 
である。 

と、そんなことを考えながらダンジョンを探索していると、 

「でろでろば ぁ！」 

突然、女のコ幽霊モンスター"ゴースト"が、壁からにじみ出るように現れた。 

「"ホラーハゥス"ならでは、だな……」 
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つぶやきながら、シ H ゾは身構える。この ゴーストと いい、シャド ー といい、 ウィル. 
1•ウィ スプといい、壁をすり抜けるモン スター が多いということである。 

「おろろ〜ん . .」 

ゴーストの 呪いの言葉が、突き刺す ょうな 冷気となって シ H ゾに 襲いかかる。 

「悪いな、キサマなぞと遊んでいるヒマはない」 

と、シ H ゾはなんなく回避。 

「キサマの弱点はこれだ！ ライトニング n :」 

ピシャァ- ンッ！ 

シヱゾの手のひらから発したプラズマが容赦なくゴーストに降り注ぐ。 

「うらめしや^"' . !」 

ウィークポイントを突かれて、ゴーストはあっさり"ばたんきゅ〜% 

そしてシヱゾは、特に感慨もなく歩を進める。 

いまのところ、ダンジョンと"時空の水晶"とのつながりを示すものは何もない……。 


才 
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四〃ホラ—ハ々ス"休憩所 

—「7ぜヤツがここに……/?」 


五階に到着したシヱゾは、その雰囲気の異様さに思わず首をかしげた。 

いつもならィヤといぅほど感じるモンスターの気配が、微塵もないのだ。 

"わくぶよ ランド" の アトラクションでは、 ある フロアを 境に登場するモン スタ ーがガ ラリと 
変わることがある。序盤から中盤、中盤から終盤へ というカンジで、 境目の フロアが だいたい 
の目安になっているのだ。 

始めはシヱゾもそれかと思ったが、どうやら違うらしい。なにしろモンスターの気配がまつ 
たくないのだ。これまでのアトラクションで、そのようなことはなかった。 


シ H ゾは、何が起きても何が現れてもいいょぅに身構えながら、慎重にフロアを進んだ。気 
配を完全に消すことができる、新しいモンスターがいるかもしれないのだ。あの攻略本があれ 
ばダンジョンの構成を知ることができ、いらぬ緊張を強いられなくてもすんだのだが、いまさ 
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らそれを悔やんでもしょうがない。 


し-ん……0 

辺りは完全に静まり返っている。聞こえてくるのは、自分の衣服が起こす衣擦れと、ブーツ 
の コッコ ツいう音、そしてランプの灯がパチパチと小さく爆ぜる音だけ。「し一ん J という静 
寂の音がむしろうるさいくらいである。 


こういう ほうが、むしろ"ホラ ーハゥス" っぽくて怖いじやないか……。 

とシ H ゾは思った。いつもなら誰もいないのに口に出して しまうところ だが、今はなぜか声 
を出すのははばかられた。それをきっかけに，，何か〃が出てきそうな気がしたからだ。何もな 
いほうが、何かが出てきそうでドキドキするものである。幽霊屋敷のようなダンジョンの造り 
も、余計にそれを煽ってくれる。 


不意にシヱゾは背後に何かを感じた気がして、思わず振り返った……が、何もない。 
「気のせいか …… J 

安心して、シヱゾは向き直ろうとする。しかしそれは、お化け屋®-出てくるお化けが本 

物であろうがなかろうが-ではやってはならないことだった。 
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大抵の場合、背後に何かを感じてもそれは気のせい——か演出——である。そして何もない 
と安堵して向き直った瞬間に……！ 

「ょう- -• 」 

ィキナリ現れるシャレコウベー 

「うわぁっ n :」 

思わずシ H ゾは叫んだ。 

「何を驚いている？オレの顔など見慣れているだろ I に」 

シャレコウベはいった。ょく見ると、それは骨モンスタ I " スケルトン T " だった。 

「キサマ P :」 

チャキッ！ 

怒りのあまり、シ H ゾは剣を抜いた。 

「ょくもオレを脅かしたな|?こ 

「脅かすつもりなどないぞ。……まぁ、剣を収めて、これに座れ」 

スケルトン T は、傍らの座布団をシエゾに渡し、自分も別の座布団に座る。 

「そして、まずこれを飲め。気分が落ちつくぞ」 

と、湯のみになみなみと注がれた熱いお茶をシヱゾに勧めた。どうやら、本当に脅かすつも 
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りと か、戦うつもりはないらしい。 

「：： . 」 

シエゾはまだ憮然としながらも、剣を収めて座布団にあぐらをかき、お茶をすすった。する 
と、お茶の温かみがジンヮリと身体中に広がり、気力体力を充実させていく。 

「ふぅ……」 

「どうだ？落ちついただろう？」 

シ H ゾが大きく息をつくと、スケルトン T はいった。 

「まぁな、うまい茶ではある」 

「それは重畳」 

「ところで、ひとつ訊きたいのだが……」 

ことりと 湯のみを床に置き、シヱゾはいう。 

「お前は気配を完全に消すことができるのか？」 

シヱゾにすら感知できないほど気配の消せるヤッはそうそういない。スケルトン T にもしそ 
のような能力があるとすれば、賞賛に値するし、その術をご教授願いたいところだ。 

「いいや、オレにはそんなことはできん」 

スケルトン T は、シヱゾの問いをあっさり否定。 

「オレは、お茶を淹れて、ここにたった <1-7 来たところだ。お：|刖さんがオレの気配を感じなかっ 
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たとすれば、それが原因だろう。なにしろここには他に誰もいないからな」 

「それは何故だ？」 

「ここは、ょうするに休憩所なのだ。"ホラーハウス"と"ヮンダージャングル"にしかない。 
なにしろこのふたつは十五階もあるからな。少しは緊張を緩和させんと、客が遊ぶどころでは 
ないほど疲弊してしまうからな」 

「緩和どころか、オレは余計に驚かせてもらったがな」 

「そういうな、タイミングが悪かったのはあやまる。なにしろ今日は忙しくて、 ゆっくりと 茶 
を淹れてる時間がなくてな。例の事件は解決していないし、客も多いし……」 

「どういうことだ？ここにはオレ以外に客が入っているのか？」 

「ああ。ついさっき、金髪の女が上に行ったょ」 

「金髪の女？」 

「青い服を着て、ホウキを持ってたな」 

.「ウィッチか！」 

金髪に青い服、そしてホウキといういでたちに、シヱゾは見覚えがあった。シヱゾやアルル 
とはまた違った魔法のエリート、"ウィッチ"である。 

「ウィッチというのか？そいつは . 」 

とスケルトン T 。 
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「不思議なのだが、オレは彼女を"わくわくコース々で見たことがないのだ」 

「どういうことだ？」 

「わからん。単に忘れているだけかもしれん」 

「だが、本当に見たことがないのだとしたら、かなり怪しいぞ」 

シエゾはいう。 

"わくぶよランド"では、 まず最初に" ぶよぶよダンジョン"一〜 三階の初心者 コース を タリ 
アしなければならない決まりになっている。そして、その コース の ボスがスケルトン T なので 
ある。 

「事によったら、犯人かもしれん」 

「確かに、ありえないことではない……」 

スケルトン T の言葉に、シヱゾはうなずいた。 

ゥィッチは、どこでどう暗躍しているかわからないところがあるからだ。その神出鬼没さは、 
実はサタンやルシファー以上である。 

「あそこで もゥロチョロして いたしな . 」 

とシヱゾは"時空の水晶"のダンジョンを振り返る。しかし、当時のシ H ゾでさえ"時空の 
水晶"にはかなわなかったのだ。ゥィッチごときが"時空の水晶"の力をコントロールしてい 
るとはシヱゾにはとうてい思えない。それに、 
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「ゥィッチごときにサタンが殺せるとは思えんが」 

シヱゾはいった。 

「確かに。だが、怪しいのは事実だ」 

スケルトン T は応える。 

「よし、調べてみよう。馳走になったな」 

とシヱゾはマントをひるがえして立ちあがった。 

「ところでスケルトン T よ」 

「なにかな？」 

「ゥィッチが怪しいとわかってて、何故そう落ちついている？」 
「オレが単に忘れているだけなのかもしれんしな。それに……」 
「それに？」 

「お茶は慌てて味わうものではない」 

いいながら、スケルトン T はずずぅ一っとお茶をすすった . 
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五ヮナ注意報•再び 

—「 L ょんてフ'ザけたヤツだ……//」 

ヵチッ！ 

七階の床に右脚をつけた途端、何か乾いた音がした。 

——ャバィ n : 

と思ったときにはもぅ遅く、 

、ンユオオォオオオオオオオツ . . 

床から噴き出した魔力のォーラが、シ H ゾを包み込む。 

「ぅぉっ"：」 

その瞬間、シヱゾは魔力が急速に奪われていくのを感じた。 

「ちっ丄 

ヮナの作動が終わってから、シヱゾは舌打ちしながらそれを解除。そして、魔力回復のため 
に〃仙人酒"を飲む。 
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r ……！」 

軽いアルコールを嚥下している最中に、シヱゾはあることに気がついた。 

ヮナに魔力を奪われたときの感覚が、"時空の水晶"のときに似ているのだ。 

「やはり、ここは"時空の水晶"と少なからず関係がありそうだな」 

シヱゾはひとりごちた。ヮナのひとつやふたつでそうと決めつけるのは危険だが、いずれ答 
えは見えてくるだろう。 

と、シヱゾは再び脚を踏み出した。その瞬間、 

カ チッ！ 

またスィッチの音。 

「ちぃっ！」 

しかしあまりに突然であったため、シ H ゾは回避しきれない。 

シユオオオオオオオオオオツ . . 

また床から魔力のオーラが噴き出し、シ X .ゾの魔力を吸引した。 

「くそっ"：」 

悪態をつきながら、シヱゾはまた"魔力吸引のヮナ"を解除する。しかし、今度は"仙人 
酒"を飲まない。またヮナに引っかかったら飲むだけムダだからだ。 

そしてシ H ゾはまた歩を進める。その途端、 
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「莆ぇっ”：」 

脚に激痛が走った。見ると、床にとがった小石のよぅなものがばら撒かれている。"まきび 
しのヮナ"だ。 

「くそっ！ こんな初歩的なヮナに……！」 

シ H ゾはヮナを解除し、脚の傷みをなんとか堪えながら前に進む。すると今度は、 

ドッカアンツ！ 

「ぅおおおっ n:」 

いきなり床が爆発した。爆風の熱と衝撃で、シヱゾはしたたかダメージを受ける。 

それを解除してまた一歩進むと、 

カチッ！ 

またまたスィッチの音がした。それと同時に、床から猛烈な火柱が上がる。 

「くっ！」 

間一髪ではあったが、今度は避けることができた。しかし、避けた先の床がまた、 

カチッ！ 

と音がする。すると今度は、けたたましいアラームの音がフロア中に鳴り響いた。 
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「なんだこれは？ヮナだらけ r やないか n :」 

それを解除して進むと、今度は"虹色光線のヮナ"、 

さらに"まっくらのヮナ"、 

そして"かなしばりのワナ"ヽ 

ついには"浮遊のワナ"と、ワナというワナに引つかかり、ときにはうまく回避し、そして 
解除しまくった。以前にショップのもももからもらった"ワナ能力"のスキルアップにつなが 
りはするものの、これではうっとうしくてしょうがない。 


さしものシ H ゾ もこれ には イライラし、 声 も 出ない。一歩進むごとにワナが現れるのだ。こ 
の場にいるのがルルーであれば、今ごろはフロアごとブチ壊すと大騒ぎしているところだろう。 

そんなワナ地獄を、発見(引つかかったか回避できたかは問わず)と解除を繰り返しながら 
なんとかフロアを進むと、やがて人影を発見。 

それは、この"ホラーハウス"の入り口で出会ったブラックキキーモラだ。 


見ると、ブラックキキーモラはモップで床をごしごしやっている。掃除でもしているのだろ 
うう . ？ 

シヱゾがその掃除の跡とおぼしき床を踏んだ瞬間、 
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ンユオオオオオオオオゴオツ . . 

またまた"魔力吸引のヮナ"にひっかかり、シヱゾは魔力を失ってしまう。 

「うぬぅっ：：：：| 

これには、さすがのシヱゾもブチ切れた。 

「おい！ ブラックキキーモラ n :」 

とシエゾが怒鳴ると、ブラックキキーモラはシエゾのィラィラを煽るようにゆっくりと振り 

返った。 

「なんだ、お1刖か……」 

「お前かではない！このヮナ地獄はキサマがやったのか!?:」 

「だったらどうした？それがオレの仕事だ」 

「少しは程度を考えろ！フロアがヮナだらけだ！」 

「サービスだ。ありがたく受け取れ」 

「ありがた迷惑だ！」 

「その物言い、気にいらねぇな」 

いうが早いか、ブラックキキーモラはシヱゾに肉薄。そしてモップを振りかぶる。 
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「モップでいちげき っ！」 

ガキィ ンッ！ 

その一撃を、シヱゾは闇の剣で受け止めた。 

「そっちがその気なら相手になって やる！フレィム！」 

ゴオツ！ 

シヱゾの指先から発した火の玉が、一直線にブラックキキーモラに襲いかかる。 

「ふふん、かゆいぞ」 

しかし ブラック キキ ー モラはたいして ダメ ー ジを受けていない。 

「今度はこっちの 番だ！ 」 

ブォンッ！ 

とブラックキキーモラはモップでなぎ払ぅ。 

ど ふっ！ 

「ぐっ！」 

モップがシエゾのわき腹にヒット。しかし、思ったほどのダ メージ はない。ブラックキキ I 
モラも闇のモンスターだからだ。 

「フレィムでダメなら . ブリザード!!:」 
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ビ 


オオオッ！ 


氷の嵐がブラックキキーモラを包み込むが、これも有効打を与えることはできない。 
「お前の力はそんなものか？」 

とブラックキキーモラがあざ笑う。 

「しかし、こっちの攻撃もあまり効かないのではラチがあかんな。……ならこうしてやる」 
ごしごしごしごし . 。 

突然、ブラックキキーモラはシヱゾの周りをモップで拭き 始めた。つまり、 シヱゾの周り 
ヮナで 埋め 尽くしたのだ。 

「ここを通れるもんなら、通ってみな」 

「くそっ . ！」 i t 

遠巻きに見ながらあざ笑うブラックキキーモラに、シヱゾは歯嚙みした。そのとき、 

「……丄 

ふと、昨夜に見た攻略本の中身を思い出した。それには確か、ブラックキキーモラは闇系 
ンスターには珍しく、光の魔法に強いと書いてあった。 

つまりそれは . 、 

「これならどうだ n: アレイアード n:」 


モ 


を 
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、ド'ド オンツ！ 

「きゃぁぁっ！ I 

シ H ゾの周りの空間が、闇のエネルギーで大爆発を起こした。それに巻き こまれ、ブラック 
キキーモラはあえなく"ばたんきゅ〜"。 

「やはりな . 」 

光の魔法に強いなら、闇の魔法には弱いのではといぅシ H ゾの予想は見事に的中した。 
「まったく、よけいな手間取らせやがって……！」 

しかし当のシ H ゾも、とっておきの必殺技を使ってしまったため、かなり疲弊している。そ 
の疲れた身体をひきずるよぅにしてブラックキキーモラのヮナ地獄を抜け、先を急いだ . 。 
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A 合成のススメ 

ijr 7 ょるほど、こうすればいいのか……」 

「いまさら見つかってもなぁ . 」 

手に入れた アイテムを ながめながら、シ H ゾは ひとりご ちた。 

八階に来て、シヱゾは早速アイテムを入手。識別してみると、それはしかし"呪い避けのお 
守り"だった。 

決して役立たずのアイテムではないが、このフロアでは必要ない。呪い攻撃を得意とするシ 
ャドーは、"ホラーハウス"1刖半のフロアにしか出てこないからだ。 

「こういうのは早めに見つかって欲しいものだ……」 

ひとりで愚痴をこぼしながら、シ H ゾはお守りをバッグに しまおうとする。 これから先で役 
に立つかもしれないし、そうでなければショップで売ればいい。 

が、バッグがいっぱいでもうこれ以上アイテムを入れることができない。 

「マズったな、詰めこみすぎたか。しかたない、少し整理するか……」 

シエゾはその場に座り、バッグの中のアイテムを床にブチまけた。そして、アイテムの種頃 
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ごとにより分けていく。 

おおよその内訳は、"回復の薬""仙人酒"などの回復系、"大盛カレーライス"などの食事 
系、"脱出口の巻物"、そしてさまざまなお守りの類。 

「まず、これは絶対に捨てるわけにはいかん」 

と、シヱゾは"脱出口の巻物"をバッグに入れた。ここはまだ八階。スケルトン T の話によ 
るとようやく 半分といったと ころ だ。これから先、何が起こるかわからない。緊急時の脱出の 
ために"脱出口の巻物"は必要不可欠である。 

「これもだな」 

今度はいくつかの"仙人酒""魔導酒"をバッグにしまう。魔導師であるシヱゾに、このよ 
うな魔力回復アイテムは命綱に等しいといえる。しかし、"仙人酒"を一本だけ外に残してお 
ぃた。 

「あと、これも . 」 

"回復の薬""カレーライス"をひとつずつ残して、シ H ゾは残りの回復アイテムと食事をバ 
ッグにしまった。"仙人酒""回復の薬""カレ I ライス"を残しておいたのは、いまこの場で 
飲食して、魔力体力胃袋ともにすべて満タンにしておこうと考えたのだ。少しぐらい効率が悪 
くとも、ただ捨ててしまうよりははるかにマシだ。 

「問題は、こいつらか……」 
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最後に残ったお守りの類を見渡して、シ H ゾはため息をついた。これらお守り群がバッグの 
ほとんどの容量を占めているからである。回復系アイテムなどと違って、ひとつ持って(装備 
して)いれば事足りるが、やたらと種類の多いのが悩みのタネ。 

"炎のお守り"や"冷気のお守り"のような属性攻撃から身を守るものもあれば、"耳のお守 
り"のように例えば パノッ ティの笛やハーピーの歌声のような攻撃を防御するお守りも存在す 
る0 

シエゾは、それらのお守りのほとんどを持っていた。バッグがいっぱいになるわけである。 

「しかし、ここで中途半端に捨てるのもなぁ……」 

確かにこれから先、どんな攻撃を仕掛けられるのか分からないのに、せっかくどんな状況に 
でも対応できるように揃えてあるお守りを、へ夕に捨てるわけにはいかない。だが、こんなに 
たくさんあっては、肝心なときに目的のお守りがすぐに見つからないかもしれない。 

「どうしたものか . 、ん？」 

ふと、シ H ゾはあることを思い出した。 

「そういえばこないだ、もももに"合成能力"をつけてもらったな」 

ショップのもももは、店で購入した金額に応じて、いろいろとサービスしてくれる。ひとつ 
めがアイテムを識別する"識別能力"で、ふたつめがヮナを発見•解除する"ヮナ能力/そ 
してみっつめが指輪やお守りを合成する"合成能力"である。 
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「ひとつやってみるか . 」 

シ H ゾは、"耳のお守り"を右手に、"眼のお守り"を左手に持ってみた。しかし、 
「どぅやって合成すればいいんだ……？」 

ふとした疑問が頭に浮かぶ。 

もももには能力が使えるょぅにしてもらっただけで、使い方を聞いていないのだ。 

その理由は、「まぁ攻略本を見ればいいや」とその場では思ったから。しかし、その攻略本 
はない……。 

そこへ突然、 

『 bttittttttttttttttt 丈 tttitttttiiititt . != 

= -Car 

奇妙な笑い声がフロア中に響き渡った。 

「誰だ!?:」 

シエゾは立ちあがって周りを見渡すが、誰もいない。 

「誰だ！出て来い！」 

『残念ながら、姿をお見せする ことはでき ませ一ん』 

「何者だ P :」 

『人呼んで"仮面の貴公子"マスク•ド•サタン！困ったときのあなたの味方で一す！』 
「マスク•ド•サタン . ？聞いたことがあるぞ」 
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『ほう、私も有名になったものだ』 
r どこだったか……」 

声もどこかで聞いたようなと思いながら、シ H ゾはどこでその名：！刖を聞いたのかを思い出そ 
うとする。 

「ああ、ルルーのいっていた変態コスプレ仮面か」 

『くぅっ！私は哀しいぞ、ルルーくん。何度も助けてあげたのに……！』 

「知ったことか。それに、オレはルルーではない」 

『た、確かに』 

「で、その変態コスプレ仮面がオレになんの用だ？」 

『変態ヘンタィいわないでくれ、キミだって変態じゃないか』 

「なんだとぉ!?: キサマ、オレにヶンヵを売りに来たのか？」 

『違うチガゥ、そうじゃない。私はキミにいいことを教えに来たのだ』 

「いいこと？」 

『そう、合成のことだ。キミは合成のしかたを聞かずに来たろう』 

「何故それを知っている？」 

『それはまぁ置いといて……なに、合成の方法は簡単だ。手のひらに合成したい指輪かお守り 
を乗せて、魔力を集中させればいい』 
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「それだけでいいのか？」 

『手順としてはな。肝心なのは、魔力を集中させると同時に、合成した後のアィテムの姿をし 
っかりと頭に思い浮かべることだ』 

「 . ？」 

『例えば、"炎のお守り"と"冷気のお守り"を合成すると、"魔法のお守り"になる。つま 
り、相反する属性が融合することにょり、魔法全般に効果が得られるょうになるわけだ』 
「なかなか難しいな」 

『いや、そうでもない。要は、「これとこれを組み合わせたら、こんな効果になるんじゃない 
かな」と念じていればいいだけだ』 

「なるほど」 

『とりあえず、試しにやってみるといい』 

「あ、ああ . 」 

いわれる ままにシヱゾはバッグから" 炎のお守り" と" 冷気のお守り"を取りだし、右手の 
ひらに乗せた。そして、指輪に意識を集中させる。 

「むぅっ……」 

するとやがて、お守りは小さな魔法の光となり、合体し、光が薄れて行く。そしてそこに現 
れたのは、先のふたつとはまったく異なるお守り。 
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識別すると、それはマスク•ド•サタンのいったとおり"魔法の指輪"であった。 

『なかなかやるじゃないか。初めてでこんなにあっさり合成できるとは』 

「ふぅ …… J 

『しかし、この合成も万能ではない。いくつかの約束事がある』 

「というと？ I 

『ひとつは、指輪は指輪同士、お守りはお守り同士でしか合成できない。指輪とお守りを合成 
することなどもってのほか、といぅわけだ』 

「ふむ」 

『次に、同じアイテム同士を A 口成すると、効果がアップする』 

「なるほど」 

『最後に、合成することができない指輪やお守りが存在する、といぅこと』 

「それはどぅいぅことだ？」 

『つまり、合成してもそれ以上の効果が得られない といぅこと だ』 

「どぅやったらそれは わかる？」 

『合成してどんな効果になるかが想像つかなければ、潮時だな』 

「ふむ……」 

『といぅわけで私の講義は終わりだ。では アディオス •アミ ーゴ！』 
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そして マスク •ド•サタンの声は、高らかな笑いと ともに 消えていった。 

「合成か……」 

つぶやきながら、シヱゾは"耳のお守り"と"眼のお守り"を再び手に取った。 

「こいつを<5口成したら、つまり耳と眼のお守りができるといぅことか……？」 

と、ふたつのお守りを手に乗せて、魔力を集中させてみる。すると、再びお守り同士がまば 
ゆい光に包まれ、そしてひとつになった。 

識別してみると、それは確かに"眼と耳のお守り y/ o 
「ほぅ、これは面白い」 

次にシヱゾは、この"眼と耳のお守り"と"鼻のお守り"を合成してみることにした。「見 
ざるいわざる^"わざる」だ。 

魔力を集中させると、"無覚のお守り"が完成。 

「なるほどなるほど……」 

能力に満足しながら、シヱゾはたったいまできたばかりの"無覚のお守り"を装備した。 
そのとき、 

——1 lw /s(l(l/\(l/\y 0 .T _」 

ィキナリ毒々しい色の霧がシヱゾを取り囲んだ。 
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「……つ”：」 

鼻が曲がりそうな異臭だ。しかし、それ以上のものではない。 


にやり。 

シエゾは合成の効果に満足した。すぐに"無覚のお守り，を装備したのは、 この 異臭を放つ 
モン スター が現れることを知っていたからだ。 この 異臭は、なにも対策を講じていなければ、 
食べ物を腐らせて しまぅィャな 効果を持っている。 

しかし、"無覚のお守り"のおかげで影響はない。 ひとつ 問題が あると すれば、モン スター 
の姿が見えないこと。だがそれも、シヱゾに取っては大したことではない。 

「ファィア.ースト，—ム n こ 

ド、ド、ドオンッ n : 

シヱゾの呪文と同時に、彼の周りが大爆発。 

Iぅげぇ n | 

その爆発にまきこまれた透明モンスターが姿を現し、そして"ばたんきゅ〜"した。そいつ 
は、腐った死体モンスターの"ゾンビ"だった。 

昨晩に読んだ攻略本で、シヱゾはゾンビのことを知っていたのだった。 
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「ふぅ……」 

しかし、なんだか妙に疲れた。ため息をつき、シヱゾは思わず壁にょりかかる。 

「なんだ？この脱力感は . ？ゾンビの腐臭にこんな効果があったか . ？」 

『っまはははははははははははははははははははははははははははははははははは…… n”』 
そこへ、再びマスク•ド•サタンの声。 

「また何の用だ？」 

『すまん、キミにいい忘れたことがあった』 

「なんだ？」 

『合成は非常に魔力を消費する。気をつけたまえ』 

つまり、シヱゾの脱力感は魔力が残り少ないからだった。 

「ふざけんな！ そういうことは先にいえ M こ 

『わ丈 t ははははははははははははははははははははははははははははははははは…… n』 
フロア中に、マスク•ド•サタンの高笑いがこだまする . 。 









七魔女の暗躍 

—「またぞろ何を企ん r やがる .?. 

そんなこんなで、シヱゾはようやく十五階に到着。すると、 

「お-っす！」 

聞きなれた黄色い声がシ H ゾを出迎えた。 

見るとフロアの真ん中に、金髪で青い衣服に身を包み、ホゥキを持った女性が立っている。 
「何故キサマがここにいるんだ？ゥイッチ」 

シ H ゾはゥイッチを睨みつけていい放った。 

「そんないいかたしなくたっていいじゃありません？」 

妖鮑な美女がまとわりつくように、ゥイッチはいう。といっても、本人はそのような容姿で 
はなく、むしろアルルのような幼顔。 
r アタシはお客ですわ」 

「だったら、なおさらだ。オレはキサマなんかと戦いにきたんじゃない。ボスは どこ だ？」 
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「残念ながら、ボスはいませんわ」 

「なんだと 1 ? :」 

「ちょっと休憩を取ってもらってるの。結構よろこんでました わ」 

「何故そんなことをする!?こ 
「きまつてるじやありませんこと？」 

と、ゥィッチの 明るい表情が毅然となる。 

「アナタと戦うためですわ！」 

「ほう . 」 

シヱゾは感心した。同時に、いつにないゥィッチの真剣さに驚きもした。いつもなら、笑顔 
をはりつかせて、ここにいる理由をごまかしたりするのだが。 

「いつも陰で コソコソ していたキサマが、堂々と宣戦布告するとはな」 

「エリ ート 魔女としてのプライドですわね」 

「ほう？」 

「他の有象無象ならともかく、アナタやアルルやルルーに"すっごい魔法のアイテム"を渡す 
わけにはいきませんわ」 

「何故、オレたちだとダメなのだ？」 

「それだけアナタ方を高く評価しているというコトですわ。 . それではご不満？」 
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「まぁいいだろう」 

シエゾはやや気のない返事。ゴソゴソとアイテムバッグをあさり始める。 

「で？オレと戦うのか？」 

「それがアタシの目的ですわ。 . このチャンスを fflt っていたんですもの」 

「と aTN I うことだ〇- • 」 

「あなたの力が落ちている、このときをですわ」 

「やはりな……」 

「それはどういうことですの？」 

気のないシ H ゾの返答に、ゥィッチが逆に訊いた。 

「キサマ、以前に"時空の水晶"のダンジョンを ゥロチョロして たろう。ならば、オレがあの 
クソ水晶にパヮーを奪われたことを知っていてもおかしくはない」 

シエゾは、バッグをごそごそやりながら話し続ける。 

「で、 いまのう ちにオレを倒して、魔力を根 こそぎ奪おうというのだろう？」 

「う . 」 

「まぁ、それ自体はたいした ことじ ゃない。 オレだつてそうするしな一 

「 . J 

「で、オレのパヮーを自分のものにしたあとで、ゆっくりアルルや ルルー を料理するとい う 魂 
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胆なわけだ」 

「さすがですわね。やっぱりアナタを最初のターゲットにして正解でしたわ」 

「それは懸命な判断ではある」 

「……ひとつ訊いてよろしいかしら？」 

「なんだ？」 

「アナタ、戦う気があるの？」 

「キサマにオレと戦う気があるのなら、いつでもどうぞ」 

「……！」 

カチン！ 

シヱゾのセリフに、ゥィッ チは額に"怒りマ ーク "を浮かび上がらせた。 

「なら、遠慮なくやらせていただきますわ！」 

と、ゥィッチはホゥキを握った両手を高々と上げる。 

「食らいなさい！ メテオ "こ 
「なに!?:」 

イキナリの超強力呪文に、さしものシヱゾも驚愕。しかし、もう遅い。 

ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ—— n : 

天井に異次元の扉が開き、その向こうの宇宙空間から無数の隕石がシヱゾ目掛けて降り注ぐ。 
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「ぅおおおおおっ . "こ 

ガドドォンッ n : 

隕石群はシ H ゾを巻き込み大爆発。 

「やりました わ！」 

ゥイッチは思わずガッツポ I ズ。 

「あれだけ大口を叩いておいて……、情けないですわね」 

「果たしてそぅかな…… ？」 

ゥイッチの言葉に、爆風の中からの声が応えた。 

「ま、まさか . 1?:」 

今度はゥイッチが驚愕。なんと、あれだけの隕石の雨を浴びながら、ほとんど ダメ I ジも受 
けずにシヱゾが立っているのだ。 

「これが禁呪と謳われたメテオの呪文か . ？思ったほど大したことはないな。 . それと 

も、使い手が単に未熟なだけなのか？」 

「くっ . 丄 

「こいつで充分防げたぜ」 

いいながら、シ H ゾは首に下げたお守りをつまんだ。そのお守りは、青白い光を放っていた。 
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「そ、それは"魔法のお守り"……!?: いつのまに……1?こ 
「キサマがしゃべくってる最中につけさせてもらった」 

シエゾがバッグをごそごそやっていたのは、この"魔法のお守り"を探していたのである。 
見つけるのにやはり苦労したが、相手がしゃべっている間だったので助かった。 

「ひ、卑怯ですわ……！」 

「用意周到といってくれ。キサマはオレと戦ぅことが分かっているのに、メテオ以外に何も準 
備していなかったのか？魔導師同士なら魔法合戦になることは眼に見えているだろう」 


「オレを ナメ すぎだな。それとも、実戦経験が単に浅いだけなのか……。どちらにしても、お 
前の負けだ。戦いは呪文の強さだけで決まるものではない」 

いいながら、シヱゾは闇の剣をス ラリと 抜く。そして、そのままウィッチに突進。 

「ゆっくり反省し な！ くらえっ n 」 

シュバッ！ 

とシヱゾは闇の剣で斬りかかる。しかし、 

ガッキィ ンッ！ 

「ナニィ P :」 
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予期せぬ手応えに、シ H ゾは度肝を抜かれた。なんと、ウイッチが剣士さながらの動きで、 
闇の剣をホウキで受け止めたのだ。 

「ぐっ……！」 

しかし体力の差はいかんともしがたく、あまりの衝撃にウイッチはひざをつきそうになる。 
だがすぐに持ちなおし、 

「アタシも魔法だけじゃありませんわ . ！旋風陣 n 」 

ゴオオオオオオツ . n : 

ウイッチはホウキをぐるぐると回し、竜巻を作り出す。 

「ぬぉっ！」 

驚愕のあまりシ H ゾは反応が遅れ、旋風陣にょる竜巻をモロに食らってしまう。 

「な、なかなかやるな . 。キサマがそんな技を使うとはな . 。甘く見ていたのはオレだっ 

たか……ん？」 

不意にシ H ゾは違和感を感じ、自分の胸元を見やる。なんとそこにあった"魔法のお守り" 

が、砕けて半分ほどになってしまっていたのだ。これでは魔法を防ぐ効果は得られない。 
「くそっ！ [_ 

カシャ- ンツ！ 

怒りのあまりシ H ゾはお守りのかけらを叩きつけるょうに投げつけ、そして扨を横に構える0 
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「キサマの体さばきで、これがかわせるか!?:食らえ！空間斬 n 」 

シュバァツ n 

剣の軌跡が空間の断層を生み、ゥィッチに襲いかかる。 

「きゃぁっ！」 

、、ハツシイ- ンツ！ 

空間斬はしかし、ゥィッチが反射的に出したホゥキを粉々にしたのみだった。 

「よくもアタシのホウキを……！こぅなつたら、お守りもないことですし、アナタの弱占仙 
突かせていただきますわ！」 

いいながらゥィッチは、両手に魔力を凝縮し始める。 

「ヘブンレイ n:」 

ゴオツ！ 

両手から発した聖なる光が、シヱゾに当たって大爆発。 

「ぐはっ！」 

光の魔法に弱いシヱゾは、さすがに大ダメ I ジを食らった。もはや瀕死といってもいい状： 
である。 

「まだまだぁっ . ！」 


を 
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しかしシヱゾは力を振り絞り、両手に黒い魔力のエネルギーを凝縮する。 

「そっちが光ならこっちは闇だ n アレイ アード n :」 

ド ッゴォ ンッ！ 

気合い一閃、闇のエネルギーがシヱゾの周りで大爆発。 

「きやああああつ . 丄 

ゥィッチはそれに巻き込まれ、その場にくずおれた。 

チャキッ ！ 

すかさずシヱゾはゥィッチに近づき、その喉元に剣の切っ先を近づける。 

「だからいったろぅ、キサマの負けだと」 

「くっ……」 

「キサマには、質問にみっつほど答えてもらう。サタンを殺した犯人は、キサマか？それと、 
なぜあのときキサマは"時空の水晶"のダンジョンにいた？最後にこの遊園地は水晶と関わ 
りがあるか知っているかどうかだ」 


「答えろ！さもなくばこのまま首を落とすぞ」 


ゥィッチは、ゆっくりと顔を上げた。そして、 
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-っ”：あんなところに"メテオの魔導書" n :」 

「え!?: どこどこ!?:」 

かねてからメテオを欲しいと思っていたシ H ゾは、図らずもゥイッチの指差した方向を見て 
しまった。そして「あっ！」と気づいたときにはもぅ遅く、ゥイッチの姿は忽然と消え去って 
いた。どぅやら"脱出口の巻物"を使ったらしい。 

「し、しまった . . ん？ これは . ？」 

ゥイッチが先ほどまでいた場所に、真っ黒な宝珠が転がっていた……。 
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八そして地上へ 

-「犯人が見えてきた r . 」 

「くそっ”：」 

地上に帰った シ H ゾは、それでも怒りが収まらず、手近にあったゴミ箱を蹴飛ばした。 
とにもかくにも、メテオの誘惑にちょっとでも心を動かされた自分に腹が立つのだ。 

「ゥィッチのヤツ、 ムフ度ム 3 X ったら タ ダではおかん . ！」 

彼女が何らかの形で暗躍しているのは、もはや火を見るより明らか。となると、また遭遇す 
ることもあるだろぅ。 彼女 も" すっごい魔法の アイテム" を狙っている ことも わかった。 
「まさか、サタン殺しはヤツの陽動 . ？」 

と 考えてもみるが、どうしても無理がある。なぜなら、ウ イッチ ごときにサタンが倒せる と 
は思えないからである。本気でやるなら、予期せぬところから奇襲をかけるしかない。 


そこまで考えて、シ H ゾはあることに思い至った0 
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アトラクションには、 恐らく スタッフ 専用の通用口がある。でなければ、 スケルトン T もブ 
ラックキキーモラ も先回りで きる はずがない。 

「まさか犯人は、それを使ってサタンを ……？となると 容疑者が絞れて くるな……」 

シヱゾは自身の成果に満足感を得つつ、対策本部へと向かった……。 





"犯人は…… !?" 
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一またまた討衆本部にて 

-「さぁ'今度 (; ボクの番だ/」 

r ……以上で、ォレの報告は終わりだ」 

と、シヱゾは締めくくった。 

探偵の待つ"緊急対策本部"へと戻り、"ホラーハゥス"での一部始終を報告したのである。 

しかし シ H ゾは、"時空の水晶" のことは 話さず。十五階で拾った"黒の ォー ブ" も 探偵に 
は渡さなかった。 

"時空の水晶"のことは、結果として自分の恥まで話さなければならなくなるかもしれないか 
らだ。そんなことは、シヱゾの"悪の華"としてのプラィドが許さない。もともとシヱゾ個人 
の問題でもあるし。 

"黒のォーブ"は、"すっごい魔法のアィテム"を手に入れるために絶対必要になると直感し 
たからだ。もっとも、探偵か誰かが"黒のォーブ"のことを知っており、「出せ」といわれた 
ら終わりだが。それでもそぅいわれるまでは秘密にして おく ことにした。後で隠していること 
がバレても「忘れていた」といえば終わりだ。 
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『なるほど……、ご苦労様』 

探偵はパイプをくゆらせながらいう。 
『他に何かあるかね？』 



シヱゾはドキッとした。探偵に隠していることを見ぬかれたと思ったからだ。このような訊 
き方をして自白させるところが、ますます〔探偵"ルシファ I 〕だとシヱゾに確信させる。 
しばしシヱゾは、正直に話すべきか迷った。だが結局、 

「特に何もない」 

と知らぬふりを決めこむ。すぐさま探偵のッッコミが来るかと思ったが、 

『わかった』 

探偵はあっさりとシ H ゾの言葉を信じた。 

「いや……！ひとつだけある」 

急に思い出したようにシヱゾはいう。しかし"黒のオーブ"のことを正直に話そうというヮ 
ヶではない。本当に報告し忘れていたことを思い出したのだ。 

「これは、報告ではなくオレの推理なんだが……」 

『何かな？』 
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「アトラクションには、スタッフ専用の通用口があるはずだ」 

『確かに、そういったものはどこにでもあるな。ここも例外ではないだろう』 

「犯人はそこからサタンの背後に回りこんで奇襲したのではないか？表側の扉はオーブを使 
わなければ開かんが、それは客であればの話でしかない」 

『ふむ、いちいちもっともだ』 

「そこでオレは考えた。スタッフの誰かが犯人なのではないか……？とな」 

『なるほど。それはいい推理だ……助手ょ』 

「なんですぞ？」 

探偵が呼びかけると、後ろに控えていた助手が答える。 

『職員名簿を見せてもらえないか？』 

「これですぞ」 

すでに用意して待ち構えていた助手は、紙の束をはさんだクリップボードを探偵に渡した。 
『ふ〜む . 』 

探偵は、パイプをくわえたままクリップボードの書類をパラパラとめくる。 

『スケルトン T 、 さそりまん、ドラコケンタウロス、すけとうだら、うろこさかなびと、パノ 

ッティ、ハ I ピー、ももも、キキーモラにブラックキキ I モラ . 。これを見る限りでは、い 

かな奇襲とはいえサタンを倒せるスタッフがいるとは思えんな。ドラゴンやアウルベアあたり 
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なら、かなりの実力者ではあるが……』 

「もちろん、外部の者が犯人である可能性はォレもゼロだとは思っていない。小ざかしいゥィ 
ッチあたりなら簡単にやってのけるだろぅ」 

『もっと突っ込んでみる必要があるな』 

「ああ」 

「じゃぁさ、今度はボタがその辺を重点的に調べてくるょ」 

と立ちあがったのは、元気少女のアルル。 

「"ヮンダージャングル"に行ってさ」 

『アルルくん、"ヮンダージャングル"に行きたいのか？』 

いたずらっぽい笑みを浮かべて、探偵はアルルに尋ねる。 

『それは何故かね？キミひとりが危険を冒してまで調べに行くことはないんだ。必要なら皆 
で当たればいい』 

「そ、それは . 」 

アルルはしばし言葉に詰まるが、やがて観念したょぅに肩をすくめる。 

「ボクは今回も手がかりは見つからなかったから、今度こそせめて何か情報を持って帰りたい 

なぁ、と思って . 。それに . 」 

『それに？』 
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「ルル ー もシヱゾも、々どきどきコ ー ス"とか"ホラ ー ハゥス"とか新しいアトラクションに 

行けていいなぁ、と思って . 。ボクも行きたいなぁ、って . 」 

「あたくしは悪いけど遊びにいったヮヶじゃないわよ」 

とルルー。 

「そ、それはわかってるけど . 」 

「まぁ、悪の変態魔導師シヱゾさんは、修行だとかいって何か企んでることがあったみたいだ 
けど？」 

「ふん……」 

ルルーの揶揄に、シヱゾは鼻をならした。 

『新しいアトラクションで遊びたい と 思うのはかまわんさ。そのほうがアルルくんらしいし』 
「どういう こと？ ボタらしいつて」 

『いや、その……』 

うっかりはいてしまったセリフに、探偵はちょっち狼狽。 

『キミは非常に正直者だと思っただけだ。……それはともかく、犯人探しの件だけは忘れない 
でくれ。それなら行っていいよ』 

と探偵はアルルに " VI P チヶット"を差し出す。 

「ホント1? :ありがとう ル シフア ー 先生……じゃなかった探偵さん」 
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アルルはチケットを受け取ろうとした。しかし、 

|ぐ一!」 

長い舌が横からイキナリ伸びてきて、アルルょり先に探偵の手からチケットを奪ってしまう。 

S -っ"こ 

犯人はウサギのょうな耳を持った黄色い生き物、力 I バンクルだった。カーバンクルは舌で 
つかまえたチケットを、そのまま口に持っていく。 

「カ ーくん！それ 食べち やダ メ -っ"：」 

パシッ！ 

すんでのところで、アルルはなんとかチケットを力^~バンクルカら奪し返した . 。 





二〃ヮンダージャングル.入り〇 

—「どこ r もそん^もん^の . ?」 

そこは、まさに"不思議の密林"というカンジ。 

「ほぇ〜……」 

その壮大な景観に、アルルはオマヌヶなため息とともにしばし見入っていた。 

"ヮンダ—ジャングル"の区画は问い壁で囲まれており、門をくぐって中に入れば、そこはも 
ううっそうと した密林だった。 

だがその白い壁は、その役目をほとんど果たしていない。なぜならば、ジャングルの真ん中 
に塔のように大きな樹がそびえたっていて、その巨木の根っこが壁の外にはみ出しているから 
だ。まるで巨木が意思を持っていて、「よっこらしょ」と壁をまたいで自由になろうとしてい 
るかのよう。 

その巨木に はまる で窓の ような ゥロ がいくつかあって、 どうやらこの 樹が アトラクションの 
建物自体になっているらしい。はるか上のほうで、何羽かの鳥たちが巨木のまわりに飛び交っ 
ているのが見える。 
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「はぁ〜……」 

「ぐ一 . 」 

アルルとカーバンクルが"ヮンダージャングル"の景観に眼を奪われていると、 

「ここに入るんでっか？」 

突然、何者かに声をかけられた。 

見ると、さそりまんがいつものニコニコ顔で眼の前に立っている。 

「う、うん。そのつ もり だけど . 。もしかして、さそりまんって"ヮンダ ー ジャングル" 

ボスもやってるの？」 

「ちゃいますがな。ちっと休憩しとっただけですねん。ここの自然は、昼寝にも結構ええとこ 
ろですからな」 

「モギリの仕事は？」 

「ああ、 ルルーはんのおかげでラクさせてもろてますわ。ドラゴンだけやのうて、パノッティ 
も手伝うてくれるようになったさかいな」 

「それはルルーから聞いたよ。よかったね」 

「ホンマはちっと忙しいくらいがヮテは好きなんですねんけどな。まぁ、たまには息抜きも必 
要や思いましてな」 

「そうだね。ボスもやってモギリもやってじゃ大変でしょ？」 


の 
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「いやぁ、そんな優しい# 口葉をかけてくれるのはあんただけですわ」 

「あ、そうだ！ところでさ一 . 」 

ふとアルルは思い出し、さそりまんに尋ねる。 

「アトラクションには 通用口 -っていうの？ そんなようなモノってあるの？」 

「そらありまっせ。でないと ボス 役の スタッフが 配置につけまへんしな。ナンか事故があった 
ときにも 困りまっしゃろ」 

「そうだね」 

「なんでそんなコト聞きますん？」 

「ほら、サタンって、オーブがないと開かない扉の向こうで殺されてたじゃない？だとする 
と、犯人はその通用口を使って回りこんだんじゃないかって。そのセンで調べてみようって、 
探偵さん との 話し合いで そういう 結論になったんだ」 

「そうやったんでっか。確かにその可能性はあるかもわかりまへんな」 

「その辺で、何か知らない？」 

「いや〜、 ヮテはよう わかり ま へんな。 ちょうど モ ギリの 仕事で忙しかった頃やし……」 
「そっかぁ……」 

「すまへんなぁ、役に立てんで」 

「ううん、そんなことないよ。じゃあ、何かわかったら教えてよ」 
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「そうさせてもら^>ますわ」 

「じゃあ、ボクはちよっと"ヮンダ I ジャングル"に行ってくるね」 

「あ、ちよっとちよっと待ちなはれや」 

@5 y 返して アトラクションに 向かうアルルを、さそりまんは慌てて引きとめた。 

「なに？」 

アルルは振り返る。 

「あんた、これから"ヮンダージャングル"に行かれますんやろ？」 

「そうだけど」 

「ほしたら、ええ こと 教えたげますわ」 

「どんな？」 

「ここのボスはな、滅法強いですねん。気をつけたほうがよろしで」 

「そんなに強いの？もしかして、サタンを殺せるくらい？」 

「それはどうかわからんが、とにかく強いですねん。これが、驚いたことに相手の心を読むん 
ですわ。なんでも相手の攻撃を先読みしてまいますねん」 

「それ、強いっていうよりズルィよ。それじゃ勝てないじゃない」 

「いやでもな、実は先みも百パーセントやないらしいでっせ」 

「でも、かなりズルィよね」 
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「そうですな。 まぁ、 あんたが気ぃつけなあかんのは、攻撃を避けられたときのスキですな。 
先読みできるいうことは、相手のスキも突きやすいいうことですからな」 

「まぁこっちもボスが先； IJg みできることを知ってれば、なんとかなるかも . 。ありがとう、 

さそりまん」 

「いやいや、どういたしまして。……おっと、そろそろモギリに戻らなあきまへんな。ほした 
らヮテは行きますで」 

「うん、じゃあね」 

「がんばりぃや」 

さそりまん は スタコラと 去って行った。アルルはその後姿をしばし見送っていたが、 

「そ1いえば . 」 

ふと、とある 疑問が頭に浮かんで くる。 

「園長のサタンが死んだっていうのに、どうしてここは何事もなかったみたいに営業してる 
んだ ろう . ？」 
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三腐ったものを食べて U いけません 

-「7るほど、 こ、っいう 使い方もあるんだ . 」 

ヒチチチチチチ . . 

ガオオオオオオオン . . 

ギョアギョアギ m アギ m ア . . 

ダンジョンの内部も、外の様子に反することなく、まさにジャングルだった。 

壁も床も天井も鬱蒼とした緑に覆われていて、注意して歩いていないとすぐに自分の位置を 
見失ってしまいそうになる。そして BGM は、鳥のさえずりや猛獣の咆哮、そして判別不能な 
動物の鳴き声。 

「う〜ん . I 

アルルはその密林ダンジョンを、何やら考え込みながら歩いていた。 

「ここって、やっぱり属性がないのかなぁ……」 

"ぶょぶょ ダンジョン" を除いて、他のこれまでの アトラクションには 何らかの核となる属性 
があった。 "ファ イヤ ーマウンテン" は炎だし、クウォ ーターパラダイス" は冷気で、" スター 
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ライトステージ"なら雷と光、そして"ホラーハウス"は闇というカンジ。 

しかし この"ヮンダージャングル" には、 アトラクションを 象徴す るよう な属性がなかった、 
というより 判断しかねた。 

なにしろ、ダンジョンに入ってからここまでに戦ったモン スタ ーといえば、"緑ぶよ"々亀 
ぶよ"それに"むてっぽううお 7 y o どれも前のアトラクションにいたやつばかりだ。しかも、 
弱点や得意技もバラバラ。 

「う〜ん、困ったなぁ……」 

ダンジョンに属性があるということは、それと同じ属性のモン スタ I が多く出てくるという 
こと。一部の例外は確かにあるが。 

つまり それは、攻略法 も 見つけ やすいということでも ある。多くの モンスターは 自分の属性 
の反対には弱いので、 そこを 突けばいいのだ。 

しかしここ"ヮンダージャングル"にはそれの判断材料がないので、アルルは悩んでいるの 
であった。一応、どんな状況でも対処できるようにさまざまな種類の魔法を修得してはあるが、 
r ここが ポイント！」という 攻略法があるとやはり ウレシイ 。それに ラク だ。 

「でもまぁ……」 

アルルはひとりごちた。 

「モンスターのほとんどは前の アトラクションに もいた ヤツ ばかりみたいだし、なんとかなる 
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かな。ね、カーくん」 

「ぐ-」 

とカーバンクルが答えると同時に、 

「なんじゃぁ、やるんか^^ !」 

眼の前に巨大トカゲにまたがった少年が現れた。少年の姿形はともかく、彼の乗っている卜 
カゲがこれまでに見たことのない色をしている。少なくとも" コドモドラゴン" や" コドモサ 
ラマンダ"ではない。もちろん、他のアトラクションで見たことはない。 

r. 」 

なんとかなりそぅだと思った途端にコレである。アルルは神様を心の中でちょっち呪った。 
「サンダ I じゃい や！.」 

バチ、、ハチバ チッ！ 

「イタイっ！やったなぁ！」 

モンス ターの 吐いた稲妻をよけそこない、アルルはしたたか ダメージ を受ける。しかし、 
「そぅか！ キミは" コドモ サゥルス"だね!?:」 

アルルはモンスターの正体を看破。 

「なんじゃぁ、それがど一したんじゃ一!| 
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とコドモ サウルス。 

「それならこれだ！ファィヤ — n 」 

ドッゴォンッ H : 

「かんべんしてくれや-」 

コドモサウ ルスはアルルの放つた炎を まともに 食らい、 あえなく" ばたん き ゅ〜"。 

「ふぅ、アブナィところだつた . 」 

危機が去つて、思わずアルルは額の汗をぬぐぅ。 

アルルがコドモサウルスを看破できたのは、シヱゾの落とした"わくぶよランド"の攻略本 
のおかげだつた。たまたま開いたぺージに、コドモドラゴンの仲間で稲妻を吐くモンスターの 
ことが載つていたからである。 

「ちょつと、油断してたね。気をつけないと……」 

と気を引き締めて、アルルは歩き出す。その途端、 

ドンッ！ 

何かがアルルにぶつかつた。 

一？？？」 

しかし、前方にはなにもない。鬱蒼としたジャングルなダンジョンが広がつているのみだ。 
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「 ArN^ -^ ん、 >p/v) /X . !」 

アルルは懸命に前進しようとするが、まるでそこに壁でもあるかのように進めない。 
「ちょっと、カーくんも手伝ってよ」 

「ぐ-」 

「ら、 . n "」 

カーバンク ルにも協力させてアルルはさらにがんばるが、やっぱり ビク ともしない。 . 

れ以前に、カーバンクルがいたところでどうなるものでもない。 

「やっぱりダメかぁ…… 。どうして 進めな いんだろう……？」 

「 AA ... ^ ゆつ • ： • • • n " 」 

アルルが諦めると同時に、見えない壁からいきなり異臭が噴き出した。あまりにも毒々し 
紫色の臭気だ。 

「うわっ！ くっさ-いっ！」 

う I 

あまりの 臭さに、さすがの 力 I バンクルもィヤな顔をする。 

しかし、鼻が壊れるほど臭いことを除けば、他になんのダメージも影響もない。 

「このクサさはゾンビだなぁ . |? こ 

鼻をつまみながら、アルルは匂いの正体を看破。 


そ 
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「姿を見せなさい！ファィヤ In :」 

ドゴォンッ！ 

「ないぞうがないぞう！」 

至近距離で放った火炎呪文を食らい、爆発の煙と同時にゾンビが姿を現した。 
「うげえ！」 

しかしゾンビもまだ負けておらず、腐りかけてボロボロの腕でパンチを繰り出す。 
「そんなの当たらないよ〜だ。……うぐっ！」 

のろのろと文字通りハエの止まりそうなパンチを、アルルはなんなく回避。だが Z - 
ら立ち上る腐臭に、思わず顔をゆがめる。 

「おゥチに帰ってお風呂に入りなよ、すっ ごく クサい よ！ファィヤ In :」 

的外れな コトを いいながら、アルルは再び ゾンビの 苦手な火炎呪文。 

ドゴォンッ！ 

「身体がとろけちまう . ！」 

ゾンビはようやく"ばたんきゅ〜"した。 

「ううつ、まだクサいよぉ . 」 

いまだ腐臭が残る現場を、アルルはさっさと立ち去る。 

「でも、これが役に立ったね」 


か 
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といいながら、首に下げたお守りをつまんだ。 

それは、シヱゾの合成した〃無覚のお守り"だった。 

「おかげで食べ物が腐らずにすんだょ」 

「ぐ^- J 

カーバンクルも、「安心アンシン」とばかりに声をあげる。 

「一応、食べ物は全部ビン詰めにしておいたから、大丈夫だったんだけどね」 

アルルはアイテムバッグから、ビンでしっかり密封されたカレーライスを取り出した。ジャ 
ングルなら湿気が高かろうと思い、あらかじめ施しておいたのだ。 

「でもお守りをヮザヮザ貸してくれるなんて、シヱゾもけっこうイイやつだね」 

「ぐ-」 

アルルは、"無覚のお守り"を貸してくれとシヱゾに頼んだわけではない。対策本部を出る 
ときに、彼のほうから「これを持っていけ」と渡してくれたのだった。 

その理由は、 

「キサマをもらうのはオレだ。その前に死んでもらってはこまるからな」 

だった。それでもアルルはシ H ゾに感謝している。 

「まぁとにかく、備えあれば憂いなしってね★」 

「ぐ-」 
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アルルはステップを踏むょうに先に進んだ。そこがアルルの悪いところである。すぐに調子 
に乗ってしまう。それに神の鉄槌が下されるのはそれほど後ではなかった。 

I ^ A ^ ^ >C^(1/7SW. !」 

鼻歌交じりに歩いていたアルルは、 

カチッ！ 

思わず床のスィッチを踏んでしまった。 

「あっ！」 

と思ったときにはもう遅く、 

バタン！ 

アルルの足元の床がィキナリ大きく開いた。 

「わああああつ！」 

そのままアルルは ニメー トルほどの落とし穴にまっさかさま！ 

と^^ん一 • 

パリンパリンパリ-ンッ…… 

尻餅の音に続いて、何かの砕ける乾いた音が落とし穴にこだました。 

「ま、まさか . .一 
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ィャ——な予感がして、アルルはお尻の痛みも忘れてバッグを覗きこむ。 

-っ n : やっぱり！」 

予感は大当たり。食べ物を密封していたビンがすべて割れてしまっていたのだ。しかし食べ 
物がバッグの中でグチャグチャになっていなかったのは、不幸中の幸いといったところ。 
「せっかく苦労してビン ブメ したのにぃ…… ！」 

アルルは落とし穴から這い出し、バッグの中からビンのかけらをすべて取ヶ出した。 

そのときに、 

「これもとりあえずしまつとこ。大きくてけつこうジャマなんだよね」 

と" 無覚のお守り"もバッグに入れてしまったのは、アルルの ミスと いえよう。 

そしてそのミスを ィヤという ほど味わう機会はすぐにやってきた。 

「ああっ"：」 

ヵチッ！ 

できるだけ慎重に進んでいたにもかかわらず、アルルはまたしても床のスィッチを踏んでし 
まった。しかし今度は、落とし穴は開かなかった。 

「よかった、作動しなかった……」 

と安堵するのは早かった。 

0 . . 
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突然、ゾンビの腐臭攻撃と同じよぅな毒々しい臭気が、床から噴き出した。 

「うわつ！ くっさあ-いつ！」 

しかも今度は，，無覚のお守り"をしていないだけに、臭さ倍増。アルルは慌てて臭気から逃 
げ出した。 


そして、恐る恐るバッグを覗いてみる。 

-つ 。t りい f •」 

案の定、バッグの中の食べ物は完全に腐ってしまっていた。 カレ ー ライス もりんごもすベて 
イヤな色になって異臭を放っている。 

「うぇ v -^-^ -ん、どうしよう . 」 

「ぐぐ〜し 

しやがみこんで嘆くアルルの北目中を、カーバンクルがポンポンと叩く。 

「なぁにカーくん、慰めてくれるの？」 

「ぐっぐ-」 

「え？お腹空いた？こんなときにナニいってんの！カレーライスがみんな、こんなにな 
っちやったんだょ|?こ 

とアルルはくされカレーライスをカーバンクルの前に差し出す。そのカレーは茶色ではなく 
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紫色になっており、いかにもマズそうだった。マジで H 母入ってますというカンジ。 

|ぐ . —!」 

「ああっ！カー くん！」 

しかしカーバンクルは、見た目などものともせずにくされカレーをべロリ。その途端、 
「え^-つ . ！」 

力 I バンクルは、青い顔でいま食べたくされカレ ー を吐き出してしまう。 

「だからいったのに」 

「ぐう〜 . 」 

完全に腹痛を起こし、カーバンクルはゲッソリ。 

「困ったなぁ……。食べ物がないと先に進めないよ」 

それは、カーバンクルがあまりにも食いしん坊だからである。 

「どうしよう。 出なおすしかないかなぁ……」 

"ヮンダージャングル"序盤のこの状態で、それはあまりにも哀しい。 

そのと き！ 

『わははははははははははははははははははははははははははははははははははは 
突然、奇妙な高笑いがフロア中を満たした。 
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『少女よ、諦めるのはまだはやいぞ！』 

「隹？一 

|§<口！」 

アルルは周りを見渡すが、声の主らしき者の姿は見当たらない。どうやら、どこかからフロ 
ア全体に響くように話しているらしかった。 

『私の名前はマスク•ド•サタン！困ったときに即参上 n 』 

「あ一知ってる！」 

『ナー 1 P : 本当か？』 

「うん、ルルーがいってた。サタンの格好した変態野郎だって」 

『うぬぅっ n つくづくあの娘は……！何度も助けた恩を忘れおってからに……！』 

「ルルーのことはいいからさ、ボタになんの用？」 

『おっと、忘れるところだった。キミは"風化のステッキ"を持っているか？』 

「うん、持ってるよ。ほら」 

とアルルは、バッグの中から奇妙にねじくれた棒を取り出した。 

「これがどうしたの？」 

「ぐ 一？」 

『うぉう ！ か、 力丨 くん . ★』 
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「カーくん？」 

『いやその……。とにかく！そのステッキがどんな効果を発揮するか知っているかね？』 
「知ってる。アイテムを文字通り風化させちゃうんでしょ？水ものは"ただの水"になっち 
ゃうし、草は"ただの草"になっちゃうし、指輪やお守りだって"ただ"になっちゃうんだ」 
『その通り』 

「あんまり役に立たないよね。早くももものショップで売っちゃおうと思ってるんだ」 

『ちっちっち、あま一い。ところがけっこう役に立つんだな』 

「そうなの？」 

『まずはダマされたと思って、くされ カレ ーに使ってみたまえ』 

「う、うん .- 

半信半疑のまま、アルルはくされカレーライスの上でステッキを振った。 

シャラ-ン . . 

ステッキの軌跡が、光のつぶとなって紫色のカレーに降り注ぐ。すると、あれだけ毒々しか 
ったカレーライスがみるみる生気を取り戻した。ほどなくして、普通の美味しそうな カレ ーラ 
イスになる。 

『み一ろ、いったとおりだろ？』 

「ほ、ホン トだ！ でも どうして？」 
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『そこの カラク リは私にもわからん。あえて理由を探すとすれば、これ以上悪くなりようのな 
いものに、さらに風化させたことによって時空——というか効果が逆転してしまったと考える 

こと もできる。 . まぁと にかく、くされ カレ ー が もとのカレ ー になる ということは 確かだ』 

「そうだね。ありがとう、変態コスプレ仮面さん」 

『だ 一 か一ら！ •私は変態ではない と ゆ一に！ シヱゾ•ゥィダィィと やらじゃないんだか 
ら。まぁいい、少女よまた会おう！ ではアディオス •アミーゴ！』 

高笑いとともに、やがてマスク•ド•サタンの声は消えていった。 

「へへへ、いいこと教えてもらっちゃった★」 

さっそく、アルルは腐った食べ物を元に戻していく。楽あれば苦あり、苦あれば楽あり。と 
いうか、アルルの冒険はいつも大騒ぎである……。 






四〃ヮンダージャングル"休憩所 

—「へへ、魔導書タダ r もらっちゃった★」 

「ふぅ、ちょっち疲れたなぁ……」 

ため息とともに、アルルは五階に到着した。 

「あれ……？」 

ふと見ると、大きな部屋の真ん中に座っている人影を発見。 

「スケルトン T じゃない。ど一したの？こんなところで」 

「うむ、来たな」 

座布団の上でひざを折っていたスケルトン T はいった。 

「しかし残念なことに、今日はお前にお茶を飲ませてやれん」 

「え-っ卩ちょっち楽しみにしてたのに……。疲れが取れるから」 

「すまん。今日はなんだか忙しくて、ウッカリお茶をきらしてしまったのだ」 
「そっかぁ……」 

諦めたようにアルルはガッタリと肩を落とした。しかしすぐに立ち直り、 
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「疲れてるけど、お茶がないんじゃしょうがないよね。じゃあ、やろうか」 

と身構える。 

「何をだ？」 

素っ頓狂な声でスヶルトン T はいった。 

「何、って……。戦うんでしょ？」 

「お前とオレが、どうして戦わねばならんのだ？」 

「だって、キミはここの中ボスなんでしよ？」 

r オレはそんなことを話した覚えはないぞ。オレは"わくわくコース"のボスであって、ここ 
のボスではない」 

「え？じゃ、じゃあ、ど一してここにいるの？」 

「お前、以前に"ぷよぷよダンジョン"の三階を休憩所だとヵン違いしたことがあったろう」 
「う、うん」 

「ここは、本当に休憩所なのだ」 

「そ一なの？」 

「うむ。"ヮンダージャングル"は合計で十五階もあるからな。途中で休憩させないと客がへ 
パって しまう のだ。お前 も 疲れているだろう？」 

「うん、ちよっと」 




180 


「ちなみに"ホラーハゥス"も同じだ」 

「へぇ〜、そうなんだ」 

「あの黒い魔導師に聞かなかったのか？」 

「黒い魔導師って…… シヱゾのこと？ 休憩所があるなんていってなかったよ」 

「まぁいい、ここが休憩所であることに変わりはないからな。 ロタな もてなしはできんが、 
布団にでも腰を降ろして身体を休めるがいい」 

そういって、スヶルトン T はアルルたちに座布団を勧める。 

「ありがとう」 

「ぐ-」 

用意のいいことに、カーバンクル用のちっちゃな座布団もバッチリある。 

ふたりはさっそくそれに座った。 


しかし座ったはいいが、特に話すこともなく、アルルとスケルトン T は無言。 


お茶でもあれば少しは口がなめらかになったかもしれないが、残念ながらお茶はない。 


座 
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やがて、 

「ぐ一……」 

座布団の上にひっくり返って、ヵーバンクルが寝入ってしまった。 

「ふ〜む . 」 

ついに、しびれをきらしたかのょうにスヶルトン T が口を開いた。 

「お茶がないと、こうも話しづらいとはな」 

「そうだねぇ」 

「何か、面白い話題はないのか？」 

「っていわれても . 、あ、そ 一だ！」 

ボン！とアルルは手を打つ。 

「探偵さんたちと推理したんだけど、聞いて くれる？」 

「ほう、それは面白そうだ」 

「今のところ、犯人は通用口を使ってサタンに奇襲をかけたんじゃないか、っていうのが有力 
になっているんだょね」 

「ふむふむ」 
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「んで、そういうのって、普通はスタッフしか使えないじゃない？だから、キミを前にして 
こういうのはナンだけど……」 

「まぁ、スタッフが容疑者として有力というわけだな？」 

「う、うん」 

「オレがいうのもどうかとは思うが、その可能性は低いと思うぞ」 

「どうして？」 

「園長を殺して、 メリットの あるヤツがいないからだ。給料ももらえなくなってしまうしな」 
「サタンが死んじゃったのに、どうやってお給料をもらえるの？」 

「え？ いや、その . 、とにかく、スタッフには^ざ^さ H 長を殺してそういう状況に自ら 

するような愚か者はいないって こと だ」 

「ふ〜ん . 。でもさ、"すっごい魔法の アィテム" を狙って、ってい うことは？」 

「ああ、それはなおさらありえない」 

「どうして？」 

「園長は、スタッフを雇うときに"すっごい魔法の アィテム" に興味のないヤツらを集めたか 
らだ。もちろんオレも あまり 興味がない」 

「そうなんだ」 

「逆にいえば、お前さんやあの黒い魔導師、牛を連れた女格闘家、それにホゥキ持った魔女に 
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は声がかからなかったのだといえるだろう」 

「そうだねぇ。ボクやルルーならともかく、シ H ゾやゥィッチならなんとかズルイことしてア 
イテムを手に入れようとするかもしれないね」 

「まぁ、そういうこと だ」 

「うん、わかった。 これ だけ聞ければいいや。 スタッフに 犯人がいないということで、容疑者 
がかなり絞れてくるだろうしね」 

「あまり役に立てなくてすまんな。お茶もお前に飲ませてやれなくて、非常に残念だ」 
「いいよいいよ、気にしないで。今度飲ませてね。じゃあ、ボタいくから」 

アルルは立ち上がった。 

「ちょっと待て、お前にこれをやろう」 

と、スヶルトン T は一冊の魔導書をアルルに差し出す。 

「これは"ばよえ〜んの魔導書"だ。何かの役に立つだろう」 

「ありがとう nj 
「がんばれよ」 

「うん！」 

アルルは元気にお礼をいい、まだ眠りこけているヵーバンクルと魔導書をかかえて休憩所を 
後にした……。 
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五モンスタ—増殖地獄 

—— 「 C — くん、ごめんね」 

「ふふふ、来たのね」 

「わぁ！」 

九階に到着した途端に声をかけられ、アルルはビックリ。見ると背後に、金庫のような箱に 
乗っかった大きな金魚がいた。 

「ふふふ、どうして驚くのね？」 

大きな眼でアルルを上目づかいに見ながら、そいつはいう。 

「そりや ビックリするよ！」 

とアルル。 

「後ろからィキナリ声をかけられたら誰だって」 

「ふふふ、それは アタシ だからなのね？」 

「そんなコトないよ。声をかけたのが"ふふふ"さんじやなくて、たとえばヵーくんだってボ 
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クはビックリしたと思うよ」 

とはいうものの、声をかけたのが本当に金魚商人"ふふふ"ではなくヵーバ 
それほどビックリはしなかったかも、とアルルは思う。 

「ふふふ、わかったのね」 

だが、そんなアルルの思いとは裏腹に、ふふふは納得したようだ。 

「ふふふ、脅かしたお誇びにいいこと教えるのね」 

「いいこと？」 

アルルが聞き返すと、ふふふは右——正確にはヒレ——で前方を指した。 
「ふふふ、このまままっすぐ行くと階段なのね」 

「ホントに？」 

「ふふふ、ゥソはいわないのね」 

「わかった、ありがとう」 

「ふふふ、あともうひとつあるのね」 

「どんな？」 

「ふふふ、アタシを倒すとお金がたくさん手に入るのね」 

「それはできないよ」 

「ふふふ、どうしてなのね？」 
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「だってキミのほうから攻撃してきたヮヶじゃないし。ポクのほうが勝手にビックリしただけ 
だもん」 

「ふふふ、わかったのね」 

「じゃあ、ボタはもう行くね。ビックリしたけど、いろいろありがとう」 

「ふふふ、行くのね」 

金魚商人の言葉に送られて、アルルは先に進んだ。狭い通路をしばらく進むと、小部屋らし 
きものが見えてくる。 どうやら あそこに階段が あるら しい。 

しかし、事態はそう簡単にクリアさせてくれなかった。 

アルルが小部屋に一歩脚を踏み入れた瞬間！ 

ボン！ 

ボン！ 

ボン！ 

と、煙とともに女王バチのモンスター"クィーンビ ー" が現れ、アルルの三方を取り囲んだ0 
「え . .なになになに . !?こ 

いったい何が起こったのかわからず、アルルがおたおたしている間に、 クィ ーンビ ー たちは 
どんどん迫って くる。 

「お主、何者じゃ！」 





187 ワンダージャングル ''犯人は…… ！？" 


「奇妙なヤッめ！」 

「出会えい、クセ者じ ゃ！」 

クィーンビーの ひとりが呼びかけると、兵隊バチの モンスター"ソル ジ ャービ I" が三匹ほ 
どどこからともなく現れた。 

「出会えい、クセ者じ ゃ！」 

「出会えい、クセ者じ ゃ！」 

とほかのクィーンビーもソルジャービ I を三匹ずつ召喚。九匹のソルジャービーと三匹のク 
ィーンビーで、合計十二匹がアルルのまわりに群がり始める。 

「あわわわわわわ……！」 

アルルは 突然の出来事に どうしていいのかわからず、 ただ オロオロするの み。 さらに、まさ 
に〃泣きっ面に蜂，な状況が アルルを 襲う。 

「わんわんわん！」 

「なになに？」 

「ど一したの？」 

と、上半身が女のコで下半身が四足の獣であるスキュラの親分、"キャプテンスキュラ"が 
小部屋の奥のほうからやってきた。しかも、これまた三匹ほど。 

「あ一、侵入者だね|?:」 
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キャプテンスキュラのひとりが、アルルを見とめていった。 

「ここは通さないよ」 

「みんな、いくわん！」 

キャプテンスキュラのひとりが、なんと三匹のスキュラを召喚。残りのふたりがそれに倣う0 
「けげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ…… n :」 

結局、九匹のソルジャービーと 三 匹のクィーンビーと、九匹のスキュラと 三 匹のキャプテン 
スキュラが階段のある小部屋にひしめくことになった。 

「戦じゃ戦じゃ！」 

「かむわよぉ！」 

「いざいざいざ！」 

「がおがお〜！」 

「苦しゅうない、近う寄れ」 

と、うじゃうじゃとあふれるモン スター たちが、口々にアルルを威嚇する。 

「ぁわわわわ……！」 

さしものアルルもこれ には うっかり手を出せず、どうしようかとうろたえるしかない。こん 
な 状態では"多勢に無勢" という 言葉 さえ 可愛く 聞こえる。 

しかし、この状況をなんとかしなければ、先に進むことはできない。 
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「 . そうだ！」 

不意に、アルルは妙案が浮かんだ。まさに"窮すれば通ず，である。 


アルルは、大きな鼻ちょうちんをふくらませて眠りこけているヵーバンクルを、そっと床に 
置ぃた。 

ダダッ！ 

そして、何を思ったかもと来た方向に突然ダッシュ！ 

「おのれ、逃げるか P :」 

「仲間を置いてったぞ！」 

「うぬ、なんと卑怯な！」 

モンスターたちはアルルの行動に、口々に非難を浴びせた。それでようやく思いなおしたか、 
アルルは少し離れた地点でストップ。 

そしてクルリと振り返り、 

「ボタは逃げも隠れもしないよ。ましてやヵー くんを見捨てたりするもんか」 

シユォォォォォォォォォォォ . !!: 

いいながら、アルルは構えた両手に魔力を集中し始める。 

「一応、相談があるんだけど」 
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「なんじゃ？いうてみい」 

アルルの言葉に、クィーンビーのひとりが応える。 

「ポクは自分から手荒なマネをするのはィヤだけど、先の階に進みたい。だから、 もしキミ 
ちに戦う意志がないんなら、ここからどいて欲しいんだ」 

「えちごや〜、そちもヮルよのぅ」 

とクイーンビー。 

「じゃが、それはできぬ相談じゃな」 

「あたしたちは、キミを先に進ませないためにいるんだもんね」 

キャプテンスキュラもいう。 

「どうしてもっていうんなら、やっぱりあたしたちを倒すしかない よ」 

「しかし、我らを相手に勝てるかな . ？」 

モンスターたちは総勢二十四人、それに対してアルルはひとり。 

しかし、アルルはいい放った。 

「勝てるよ」 

「なんと!?:」 

「そのためにボタは準備をしたんだ。いま、それを見せてあげるよ」 

「その意気やよし！みごと我らを倒してみせい n 」 


た 
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モンスターたちが、まだ眠っているカーバンクルを超えて、アルルに肉薄する。 

しかしそれょり早く、アルルは凝縮した魔力を解き放った。 

「ヘブンレィ”：」 

シユォォォォォォォッ . n . 

アルルの発した光の球は、モン スタ ー たちには命中せず、次々 とすり 抜けていく。そして、 
あろぅ ことか カーバンクルに大命中！ 

「どこを狙って いる！」 

「仲間に当たっちゃったょ！」 

キャプテンスキュラたちはあざ笑ぅ。 

しかしその瞬間、 

ズ、ド、ド、ドド、ド、ド、ド'ド、ド、ドォンッ n : 

カーバンクルに命中したヘブンレィの聖なるエネルギーが大爆発！ 

「りふじんなぁ〜りぃ〜っ . n:J 

「きゃいんきゃいんきゃい^^-^んっ n :」 

総勢二十四匹のモンスターは爆発に巻き込まれ、一気に"ばたんきゅ〜 7/ o 
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「ふぅ……」 

ビックリ大ピンチが去り、アルルは大きく息をついた。 

それをきっかけに、 

| — . ?」 

とカー バンクルが ようやく起き あがる。 

「おはよ、カーくん」 

「ぐ-」 

なんにも知らずに、カーバンクルは元気に飛び上がってアルルの肩に乗る。 

「カーくん、だいじょぶだった？」 

「ぐ一？」 

なんのこと？とばかりに カーバンク ルは首をかしげた。その拍子に、彼 (カーバンク ルの 
本当の性別は不確かではあるが)の額の宝石がキラリと光る。 

アルルの作戦は、その額の宝石"ルベル •クラク" と、光 系 攻撃呪文 ヘブンレイの 特徴を組 
み合わせたものだった。ルベル •クラクが 額に埋め こまれている限り、カーバンク ルは魔法に 
よる ダメージを絶対に受けない。そして、 ヘブンレイは 光球が命中した地点を中心に大爆発を 
起こす。 

つまり、ヘブンレイをカーバンクルに命中させれば、彼の周りに集まった敵を一気に"ばた 
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んき ゅ〜"させる ことが 可能 だといぅヮヶ である。アルルはヘブンレィを覚えた ときに その コ 
ンボを考えつき、それを実行したのであった。 

「行こぅか、力—くん」 

「ぐ- J 

そしてふたりは、階段を上った……。 
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A ァ 、ヮル ベァ、 怒りの鉄拳！ 

——「つて、ヤツアタリ？れましても . 」 

「オラァッ M :」 

ズズウンッ！ 

「オラオラァッ n :」 

ズシィ ンッ！ 

「オラオラオラァッ!1こ 
ドゴォンッ！ 

いょいょ最終の十五階にて繰り広げられている光景を目の当たりにし、ァルルは呆然。 
「オラァッ!!:」 

ズシィ ンッ！ 

巨大クマの身体をもったフクロウ頭の目つきの悪いモンスター、 " ァウルベァ"がひとり 


で 
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大暴れしているのである。 

「オラオラアッ n :」 

ドッゴォン ッ！ 

どうやら 彼が" ヮンダージャングル" のボスの よう だが、 アルルより 先. に 来た姿の見えない 
挑戦者と戦っているのだろうか……？ 

「オラオラオラアッ n :」 

ズズウンッ！ 

しばし観察すると、どうやらそうでないらしいことがわかった。アウルベアはさっきから、 
壁を蹴ったり叩いたり、さらには体当たりをしてみたり、床を踏みつけたりしていた。その姿 
はまるで、「牢屋から出せ」と萎れる囚人のようだ。 


アゥルベアの凶相が、怒りにねじくれてさらに怖くなっている。アルルは、そんなアゥルべ 
アに声をかけるのが非常にためらわれた。怒りの矛先が即座にこっちへ向けられるょぅな気が 
したからだ。 

しかし、 このままじっと しているだけでは、事態は好転しない。これは、父や師匠からずっ 
と 教えられてきた こと だ。 
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ゴクリ . . 

アルルはつばを大きく飲みこみ、そして意を決した。 

「あ、あの〜 . 」 

-—-1 -/u .. て；」 

アゥルベアは、恐ろしげな表情で、ゆっくりとアルルを睨んだ。そのゆっくりとした加減が、 
さらに恐怖をあおる。 

「なんだぁ!?: オレ様のジャマをするな！」 

「お取り込み中だったらゴメンなさい。でもポク、一応はお客なんですヶド……」 

「客ぅ？園長が死んだってぇのに客 もクソも ある もんか！」 

「で、でもでも、遊園地はちゃんと営業してるし、他の アトラクション だって……。それに、 
ボタは探偵さんたちといっしょにサタンを殺した犯人をつかまえないと……！」 

「おう、そうだったな」 

ようやくアゥルベアは少しばかり落ちつきを取り戻した。 

「で、オレ様とやろうってヮヶだな？」 

「いやまぁ、戦わないですむんならそれでもいいんだヶド、でも戦って勝たないとアトラクシ 
ョンはクリアできないんでしょ？」 
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「そりゃそぅだな、それがル ー ルだ」 

「でもその前に、いろいろ聞きたいことがあるんだ」 

「オレ様の頼みを聞いてくれたら、なん.でも答えてやるぜ」 

「どんな コト？」 

「それは . 」 

アゥルベアの鋭い眼がギラリと光る。 

「オレ様のサンドバッグになることだ n :」 

「サンドバッグって、あの拳闘の……？」 

「他にどんなサンドバッグがある？」 

「そ、それはつまり、キミが攻撃してもボタは反撃しちゃいけない、ってコトだよね？」 

「ああ」 

「それじゃあ、ボタはどぅなるの……？」 

「まぁ"ばたんきゅ〜"するのは間違いないわな。オレ様はいま気が立ってるから、よくても 
入院、悪くて墓の中っつ一ところか」 

「ええっ f ?: そ、それはちょっと . 」 

「なんでだよ、いいじゃねぇか。それとも情報が欲しくねぇのか？」 

「で、でも……」 
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「ニエきらねぇ娘っこだなぁ、オレ様をこれ以上ィラィラさせんじゃねぇよ。ただでさえムヵ 
ついてんのによ」 

「どうして？」 

r こっから出られねぇからだよ！」 

つまり、囚人のようなアゥルベアの暴れようは、かなりマジだったということである。 
「どうして出られないの？」 

•「ンなことわかってたら暴れてねぇよ」 

「っていうか、どうして出たいの？」 

「ンなもん決まってるじゃねぇか。オレ様の家に帰るんだよ。園長が死んだってぇのに、いつ 
までも働いてられるわけねぇだろ！いったい、誰がオレ様の給料を払うってんだ？」 

「それもそうだよね。でも、みんなちゃんと働いて るよ？」 

「ヒトはヒト 、オレ様はオレ様だ。オレ様は雇い主が死んだってぇのに働けるほどお人よ しじ 
ゃねぇ」 

「でもさ、だったらどうして出られないの？」 

「知るかよ！前は普通に出入りできてたんだが、園長が死んだ後に、荷物を取りに来たらこ 
のザマだ」 

「魔法かなにかかなぁ……」 
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「わからん。ォマヶに、頭ん中で『働け働け』って誰かがしきりにいいやがる。それが余計に 
ムヵつくんだ よ！」 

「誰かって、誰が？」 

「園長の声に似てたような気もするが、そうでないような気もする。なにしろ園長は死んじま 
ったしな」 

「そうだね……」 

「と、いうわけで . n :」 

ギラリ！ 

再びアゥルベアの眼が妖しく光った。 

「オレ様のィラィラがわかったか!?:」 

「う、うん . I 

「だったら、 おとなしく サンドバッグに なりな n 」 

グオッ！ 

アゥルベアは丸太のような右手を大きく持ち上げ、ヵミソリのような爪でアルルを切り裂か 
んと振り下ろす。 

「わぁっ！」 
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すんでのところで、アルルは爪の一撃をかわした。耳のすぐわきで、空気の切り裂かれるィ 
ヤな音がする。 

「ちょ、ちょっと待って よ！ ボタやっぱりサンドバッグになるのィヤ だよ！ まだ死にたく 
ないし……1」 

「だったら反撃でもなんでも勝手にしろ！オレ様に勝てたら、質問にでもなんでも答えてや 
らあ！」 

シュバッ！ 

いいながら、アゥルベアは再び攻撃。 

「ィタィっ ！」 

今度はアルルもよけそこね、細い二の腕から紅いすじが滴り落ちる。 

「やったなあ ！ ファィヤ In :」 

ゴオオオツ！ 

お返しとばかりにアルルは火の玉を撃ち出すが、 

「あ、あれ？」 

気がついたときにはすでに、アゥルベアはアルルの眼の前から消え去っていた。行き場を失 
った ファィヤー は、壁に当たって霧散する。 

「甘いアマィ、そんなのはすでに計算済みだぜ」 
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突然、背後から声がした。見ると、すぐ後ろにアウルベアが立っている。 

「オレ様が、心を読めるのを知らないのか？」 

「そ、そぅだった……！」 

アウルベアの言葉で、アルルはさそりまんからの忠告を思い出した。 

「ひとつだけ、いいことを教えてやる。オレ様は親切だなぁ」 

「いいこ とって？」 

「オレ様は、自慢じゃないがすべての攻撃が弱点だ。弱いファィヤーの呪文でも、当たればか 
なりイタイ」 

「当たれば、ね」 

アルルは、たいして喜びもなくいった。いくらさそりまんに助言をもらったり、アウルベア 
に弱点を教えてもらっても、攻撃を命中させる方法がわからなければ、なんの意味もない。 
「見事オレ様に攻撃を当ててみな！」 

グオツ！ 

アウルベアは自慢の爪でまた攻撃を仕掛けるが、アルルは間一髪でそれを回避。 

「オラオラオラッ！逃げてるだけでは勝てんぞ！」 

いいながら、矢継ぎ早にアウルベアは攻撃を続ける。アルルは必死で回避しつづけるが、ひ 
とつ、またひとつと、腕や太 ももと いった肌があらわな部分に紅い筋が増えて行く。肩のアー 




203 ワンダージャングル '、犯人は…… !？" 


マーや、マントも少しずつ切り裂かれていった。 


しかしアルルは攻撃しない。それは、アゥルベアへの対処方法をひたすら考え続けているか 
らだ。 

「オラオラ ツ！」 

シュバッ！ 

r ……ッ n :」 

アルルの腕に、またひとつキズができた。今度のは結構深く、激痛にアルルは顔をゆがめる。 
だがそれでも、考えるのを止めなかった。 

いまのところ、アルルが覚えている呪文は、攻撃系の他は"ヒ I リング" などの回復系、 
"シ I ルド"などの防御系、"スピードアップ"などの補助系、そして五階で覚えた"ばょえ 
〜ん"しかない。 

この状態で考えぅる基本的な作戦といえば、シールドをかけまくって防御力をとにかくアッ 
プさせ、 ヒ I リングで回復しまくりながら当たるまで攻撃しまくるしかない。ある程度 スピー 
ドもアップさせておくと、少しは楽になるかもしれない。しかしこの作戦では魔力を大量に消 
費することになるので、"魔導酒"での魔力回復も随時やっていかなければならない。 

「 . ょし"：」 
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爪攻撃の嵐の中で意を決し、 

「ばよえ〜ん n 」 

アルルは呪文を唱えた。 

シユ、、ハアアアアアアアアアアアアツ . n : 

呪文と同時に、淡い光で形作られた色とりどりの花が、アルルとアウルベアを取り巻く空間 
に 次々 と咲いていく。この、人工の花火では決して創ることの出来ない光の ショ ーによって、 
見るものを感動につつみこむのが、"ばよえ〜ん"の効果だった。アウルベアにも確実に効果 
があるか確証はなかったが、チマチマ長期戦を演じるよりも、そちらにアルルは賭けたのだ。 
「おおっ……！」 

アウルベアは"ばよえ〜ん"の創り出した光のショーに眼を奪われ、攻撃の手を止めた。ア 
ルルが賭けに勝った瞬間である。 

「いまだ！ ヘブンレイ!!:」 

ド ッゴォ ンツ！ 

「ぅげぇっ！一 

アルルの攻撃呪文を、感動中のアウルベアはまともに食らってしまった。 





「み、見事……！感動的な戦いだったぜ……」 

アゥルベアは"ばたんきゅ〜 y / o そして彼の懐から、きれいな碧色の宝珠が転げ落ちた 










七そして討 i 衆本部 

——「あ——っ/やっぱり/」 

「……以上で、ポクの報告は終わりです」 

と、アルルは締めくくった。 . 

探偵の待つ"緊急対策本部" へと 戻り、"ヮンダ I ジャングル"での一部始終を報告したの 
である。スケルトン T の話、アゥルベアの苛立ちなどすべてを告げ、そして"緑のオーブ"も 
探偵に渡した。そのとき、シヱゾが苦々しい顔をしたことにアルルは気づかない。探偵も、シ 
H ゾを追及することはなかった。 

『ふ〜む . 』 

探偵はいつものとおり、パィプをくゆらせながらぅめくょぅにつぶやいた。 

『結局、犯人の手がかりに直接つながるものは見つからなかったか……』 
r ご、ごめんなさい……」 

『いや、アルルくんのせいではない。私も助手も、ルルーくんもシヱゾくんも、あちこち調べ 
ていたのだが、有力な手がかりは見つけられなかったのだからな』 
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「ここの職員に犯人がいないということがわかっただけでも、かなりの収穫ですぞ」 

助け舟を出すように、老人助手がいう。 

『そうだな。少なくとも容疑者を絞る条件にはなる。しかし問題は、スタッフでなくて、かつ 
通用口を使える者が見つからないということだ』 

「そのテの通用口は、厳重に戸締りがしてあるのが普通ですぞ」 

「でも ゥィ ッチなら、なんとかしちゃいそうだよね」 

「あんな小娘ごときに、サタン様がやられるはずがないわ！」 

アルルの言葉に、ルルーが食って掛かった。 

『そこが、もうひとつの問題でもある』 

と探偵。 

『確かにこれまでの情報から、"遊園地のスタッフではなく""通用口を使うことのできる、 
あるいはできた""奇襲とはいえサタンを殺すほどの実力の持ち主"という犯人像が浮かび上 

がった。しかし、そのような者がそうそういるのだろうか . ？』 

「はなはだ疑問ですぞ」 

「案外、アゥルベアが犯人なんじゃないの？だって、 サタン 様が死んだ直後に逃げよう とし 
たんで しょ？アトラクションから 出られな くな ったのは、 きっとサタン 様の怨<^心 よ」 

「でも、 スタッフに 犯人はいないっていう スヶルトン T の言葉は信じていいと思う」 
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今度はルルーの推理に、アルルが反論する。 

「アゥルベアも"すつごい魔法のアィテム"には興味なさそうだつたし、ずつとお給料のコト 
を心配してたし」 

『動機がない、ということだな』 

「そうそう。それにルルー、ボタに も 倒せたアゥルベアに、サタンがやられる と 思う？」 

「う . 、それはそうだけど . 」 

『まぁ、ここでいい争つてもしようがない』 

探偵は、仲裁するようにいつた。 

『とにかく、大きな壁にぶつかつてしまつたのには変わりない……』 

「いや、そうでもないぞ」 

それまで考え込むように押し黙つていたシヱゾが、探偵のセリフに割りこんだ。 

『とういうことかね？ シヱゾくん』 

「ひとつだけ可能性がある。このクソ忌々しい事件を解決に導く可能性が、な」 

『その、可能性とは？』 

「それは、サタンが生きている、という可能性だ」 

「え-つ n: I 
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シヱゾの大胆な推理に、アルルもルルーもいっせいに驚いた。 

「あなた現場を見てなかったの P :」 

「サタンは、ボタらが着いたときにはもう死んじゃってたんだよ??こ 
「そう見せかけるやり方など、いくらでもあるだろう」 

アルルとルルーの反論を、シヱゾは一蹴。 

「よくよく 思い出して見れば、気になることがひとつあった。オレたちが" わくわくコース" 
をクリアしたときに、サタンの放送があっただろう」 

「そ一いわれて見れば……。あのときはサタンだって気がつかなかったけど……」 

とアルル。 

「あの時点で、サタンはオレたちがここに来たのを知っていたのではないか？そして、ヶレ 
ン味の強いサタンのこと、こんな茶番を仕掛けた、と」 

「どうして、サタン様はそんなことをするの？それこそ動機がないわ！」 

嚙みつくようにルルーはいった。 

r 動機ならサタンに聞くんだな。……とにかく、そう考えるといろいろ迁棲があう」 

「遊園地がいつもどおりに営業してるとか？」 

「その通り」 

アルルの言葉に、シヱゾはうなずいた。 
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「アトラクションの 魔法的な仕掛け もキッチリ 作動していた ことも 含めてな。 アウルベアが 出 
られなかったのも、おそらくそのせいだろう」 

「なるほど」 

「あと気にかかるのは、例のコスプレ野郎のことだ。お前たちも聞いたと思うが、あの声はあ 
まりにもサタンに似すぎていないか？姿をまったく見せないのも気に入らん」 

「あんな変態とサタン様をいっしょにしないで！」 

ルルーが% 1 えた。 

「以前に会ったことがあるけど、マスク•ド•サタンはサタン様とはまったくの別人よ！」 
「そうか、キサマがそういうなら別人かもしれん。ならその問題はひとまず置いておくとして、 
この事件がサタンの狂言だと仮定したとき、もうひとつ辻棲のあうことがある」 

「どんな？」 

「それは、誰かによく似た探偵の、登場のタイミングのよさだ！」 

ビシィッ！ 

シエゾはいいながら、パイプをくゆらせながらこれまでの やりとりを 聞いていた探偵を指差 
した。 

『さすがだね、シ H ゾ くん…… 』 
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探偵は、ゆっくりと安楽椅子から立ちあがる。 

『やはりキミが一番最初に気がついたか』 

「ど、ど一 いうコト!? :」 

『こういうことだよ、アルルくん』 

バサアツ" 

探偵は、黒のコートを、鳥が羽ばたくように脱いだ。 

「あ-っ”：」 

その下から現れた姿に、アルルもルルーもビックリ。 

「る、ルシファー先生！」 

「やっぱり、そうだったんですわね」 

サタンにうりふたつの温和な美男に、アルルとルルーは口々にいった。 

『まあ、そういうことだ』 

ルシファーはニッコリ。氷のように鋭いサタンとは異なり、その笑顔は 優しく 暖かい。 
もその頭部には、双子の兄であるサタンのような立派な角はなかった。 

「すると、助手っていうのは……？」 

「申し訳ありませんぞ、ルルー様。お察しのとおりじいですぞ」 


か 
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ルル- —に近、つき、じいがうやうやしく頭を下ける。 

「どういうことなのだ？ ルシフアー。すべてを話してもらおう」 

とシエゾ。 

『まず結論からいおう』 

ルシファーは、椅子に座りなおして語り始めた。 

『シヱゾくんの推察どおり、これはすべてサタンが仕組んだことだ。私やじいはその端役に過 
ぎない』 

「サタンはいったいなにを企んでるのだ？」 

『そう怖い顔をするな、シヱゾくん。別にキミたちをどうこうしようというわけではなし。ち 
ょっとしたテストなのだ。今度この"わくぶよランド"で開く予定のイベントのな』 
「イベント？」 

アルルが声を上げた。 

『そう。"ぶよぶよミステリ I ッアー"というイベントを、サタンは考えたのだ。これは、普 
通はできないチームでのアトラクション挑戦を可能にするものだ。キミたちはそのテストヶー 
スにうってつけだったというわけだな』 

「どうしてサタン様がそんなことを . ？」 

『それは簡単だよ、ルルーくん。"わくぶよランド"の売上を伸ばすためさ』 
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「は、はぁ . 」 

「ねぇねぇ、ルシファー先生——やっぱ、こっちのほうが落ちつくね」 

『なにかな？アルルくん』 

「で、ボタたちはテストに合格したの？」 

『一応、サタンが生きている可能性にチ ームの 誰かが気づいた時点でミステリ ーの 部分はクリ 
アということになっている。つまりキミたちは、第一段階はひとまず 口 格したことになる』 
「じゃあ、第二段階ってどういうことをする の？」 

『もちろん、 サタンと 戦うのさ。 ミステリ ー 部分を クリアしたら、チ ー ム 全員で サタンと 戦っ 
てもい いこと になっている。もちろん tn 通はいけないんだがね。：：：まぁつ まり、" すっ ごい 
魔法の アィテム" が手に入れられる確率がグッと上がるわけだ』 

「もしサタンに勝ってしまったら、アィテムは どうなる？」 

とシヱゾ。 

『もちろん、参加チームに贈呈されることになる。もっともキミたちの場合、誰が受け取るか 
で大モメするんだろうな』 

「ちょ、ちょっと待ってルシファー先生」 

不意に、ルルーが割って入った。 

「つまりサタン様は生きていらっしやる、ということですよね!?:」 
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『ぅむ。"ぶよぶよダンジョン"の十階で、キミたちを待っているはずだ』 
「ミノタウロス、行くわよ！」 

「ぶ、ぶ も- •」 

いぅが早いか、ルルーは一目散に駆け出した。 

「ま、待って よ！ ルルーったら！」 

アルル(とヵーバンクル)、そしてシヱゾも後に続いた……。 
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八サタンと討決/ 

-「、又 i つ/?、っつそお/?」 

探偵——ルシファーの言葉どおり、"ぶよぶよダンジョン"十階に彼は立っていた。 

氷のよぅな冷たい鋭さを感じさせる端整な顔立ちに、腰まである美しいエメラルド色の長髪、 
そして両の側頭部あたりから伸びて魔界の貴族であることを示す二本の立派な角。 

ルシファーの双子の兄、，，魔界の貴公子"、ルルーの想い人、そして"わくわくぶよぶよラ 
ンド"園長-サタンである。 

「サタン様ぁ n :」 

その姿を見とめた途端、ルルーはサタンに駆け寄ろぅとした。しかし、 

『待て！』 

サタンは右手でそれを制止。 

『ここから先は、見事オレを倒してからにしろ』 

「さ、サタン様 . 」 
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「このような茶番、これで終わりにさせてもらうぞ！」 

チャキッ！ 

しりごみするルルーをよそに、シ H ゾが闇の剣を構えた。 

「くぐ^-.」 

そして、なぜかカーバンクルが元気に飛び上がる。 

r . あれ？」 

ふと、アルルはいぶかしんだ。なぜなら、このような場面で カー バンクルが何かをすると、 
いつものサタンなら 『うおう！カーくん★』というよう な反応を示すからだ。 

——今回はボタたちをいっぺんに相手するから気合いが違うのかな？ 

そう考えて、アルルはそれを追及するのをやめた。 

『では行く ぞ！』 

いうが早いか、サタンはいきなり攻撃呪文を唱える。 

『カイザージャッジメント n :』 

ガドドドドォォォンンッ!!: 

「うおおおっ！| 

「きゃああっ！」 
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「わ ぁぁ ぁっ！」 

魔界の者にしか使えない超強力呪文の引き起こした大爆発に巻きこまれ、アルルたちはいき 
なり大ダメージを食らった。 

「いきなりそいつできやがるか . ！」 

すでにもうフラフラに なったシ H ゾがいった。口の中を切ったらしく、紅い液体をぺッと吐 
き捨てる。 

「それならこっちはこれだ n : ィクリブス！」 

シヱゾが呪文を唱えると、どこからともなく現れた真っ黒な霧が、まるで月食のようにシヱ 
ゾを覆い隠した。 

「サタン様！あたくしも全力でいかせていただきます！」 

とルルー。 

「はぁっ！心頭滅却 M :」 

気合い一閃、シヱゾとは逆に、ルルーは光のオーラで包まれた。 

「ルル^-右をやれ！ォレは左だ！ 」 

「りょ一かい！」 

シヱゾの 指示より 早く、ルル ー はサタンに向かって駆け出す。 

『ぬうっ！ちよこざいな！ダークラィトニング”：』 
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ピシャァ- ンツ！ 

サタンの指先から発した黒い稲妻が、ルルーに襲いかかる。しかし、 

パツシィ-ンツ n : 

稲妻がルルーのオーラに触れた瞬間、それは霧散した。ルルーには毛ほどのダメージもない 
『ぅぬっ!?:』 

「驚いているヒマはないぞ！」 

と、サタンのスキをついてシヱゾが闇の剣を振り下ろす。 

カツキィ-ンツ n : 

「ナーーィ!?:」 

今度はシ H ゾ i 驚く番だった。なんと闇の剣を、サタンは左手で受けとめてしまったのだ。 
『そんなオモチャでオレ、が斬れるか！サタンブレィド"：』 

返す刀で、光のオーラに包まれた右の手刀をシ H ゾに振り下ろす0 

、、ハツシィ——ンツ n : 

しかしこれは、シ H ゾにまとわりついた黒い霧にょって阻まれてしまった。 

『くっ……1 

「サタン様、多勢に無勢は不本意ですが、いかせていただきます！女王乱舞 n 」 
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X 、ド、ド、ド、ド、ド'ド K ' ド F K 、ド . . 

ルルーは容赦のないパンチキックの連打をサタンに浴びせる。 

「食らえ！ サンダーストーム1!:」 

、、ハシ、、ハシバシバシッ n : 

さらに、シヱゾの放った雷がサタンの身体を包み込んだ。 

「ぶ^-っ”こ 

そしていつのまにかサタンの背後に回っていたミノタゥ ロスが躍り 出る。 

「一撃っ n :」 

ズドォ ンッ！ 

『ま、まだまだ…… n :』 

ルル I とシヱゾの全力攻撃どころか、ミノ タゥ ロスの一撃 も 食らって、 サタンはもはや 組把 

状態。 

「アルル、とどめ だ！」 

シヱゾが呼びかけるが、 

「いいなぁ、シ H ゾもルルーも無敵になる技を持ってて……」 

取り残されたアルルは、すっかりィジヶていた。 

「 t I 力らさつさとなさい！」 
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「わ、わかった よ お。ヘブン レイ f ……の1刖に、カ ー くん、これ食べといて」 

ルルーの一喝にアルルは呪文を唱えようとするが、不意にやめてカーバンクルの口に"激辛 
カレーライス" を 放り込む。 


その途端、カーバンクルは眼を白黒させて飛び上がる。 

「ょ一 し 行く ぞ！ ヘブン レイ n :」 

「ぐ-つ n :」 

X 、 ド、ド、ド K 、 ド ゃ卜 ， 卜 、ド、ド、ド K * 卜 K * 卜*卜，卜*卜 * 卜*卜 ' ド K 、ド*ド、ド、ド K ゃ卜 F * 卜*卜*卜、 ド'ド、ド、ド* トォン ツ"： 
ヘブンレイのエネルギーと、"激辛カレーライス"のショックでカーバンクルの額の宝石か 
ら発射された光線が一条の光となって、サタンに襲いかかる！ 

ドツカア-ンツ！ 

『がはぁっ！』 

さしものサタンもこれには堪えきれず、喀血してひざを折った。 

「サタン 様！」 

ルルーは、倒れかけるサタンの身体をなんとか支えた。 

「サタン 様！しっかりして！」 
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『み、見事だ……！』 

ザザァッ . 。 

しかしルルーの励ましも虚しく、サタンはルルーの腕の中で灰となり、崩れ去った。 

「いやああああああああああつ n 」 

ルルーは気が触れたょぅに大絶叫をあげた。愛する人と戦ぅどころか、塵に変えてしまった 
のである。 

「え？ VX ?. え . ？ I 

アルルも突然の展開に声も出ず、ただキヨロキヨロうろ.うろするのみ。 


ただひとり、シ H ゾだけが冷静だった。確かにサタンが塵と化したのは驚きに値するが、彼 
の心の中にはもはや"すっごい魔法のアィテム"のことしかない。 

「ここか . ？」 

泣き崩れるルルー、呆然とするアルルを尻目に、シ H ゾは フロアの 奥にある扉の前に立った0 
ここに"すっごい魔法のアィテム"がある！と信じて。 

ギギギギギギギギ……！ 

シヱゾは、ゆっくりと扉を開けた。 
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「…•..なに!?こ 

しかしその先にあったのは、下に続く階段のみだった 








ェビロ _ 厂 J 

“実は字庀茬记終わ 1 5 ryu ” 
















「どういうこと だ . !? "」 

シヱゾはルシファ—を睨みつけた。 

『わからん』 

ルシファーはいう。 

ふたりの背後では、泣き崩れるルルーをミノ タゥロスと 執事のじいが必死で慰め、アルルは 
ただひたすらに呆然とし、ヵーバンクルは街に踊っていた。 

『正直 いって、 私 も驚いている』 

その言葉に嘘偽りはなかった。そろそろ頃合だろう とじいとともに"ぶよぶよダンジョン" 
十階に下りてみたら この 大騒ぎで ある。さしものルシフ ァーも 敬馬いた。 

『私はィベントの手伝いとして探偵役を引き受けただけだから、ダンジョンの構造まではさす 
がに知らん』 

「すると、サタンのヤッがまだなにか企んでいる、 ということか？」 

『可能性はある。どちらにせよ、この状況から推測するに、サタンは まだ 生きている』 
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その言葉に速攻で反応したのは、やはりルルーだった。 

「ルシファー先生！本当!?:ホントにサタン様は大丈夫なの P :」 

と、ルルーは涙目でルシファーにすがりつく。 

『おそらく、さっきキミたちが倒したのは、魔法で動く自動人形だ』 

「もしかすると、だからヵーくんに反応しなかったのかな??:」 

アルルも正気に戻り、いった。 

『一応、ルルーくんのためにいっておくが、魔界の者はそう簡単には死なん。完全に不死身と 
いうわけではないが、人間でいうところの"死"が、そのまま死を意味しないのだよ。まして 
や死ぬときに塵になったりはしない』 

「よ、よかったぁ . 」 

ルルーは安堵のあまり、再び力なくその場にくずおれてしまう。 

「とにかく、続きがあるということは、"すっごい魔法のアィテム"はこの先に必ずあるとい 
うことだな？」 

そんなルルーを尻目に、シ H ゾがいった。 

「そ一いえば」 
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とアルル。 

「"緑のオーブ"はどこで使うの？やっぱりこの先？」 

『この時点でオーブの謎が解けていないとすると、"すっごい魔法のアィテム"を入手するの 
に不可欠なものなのだろう。ここから先は、もはや私では助力できない。自分たちで協力する 
なり、競争するなりしてがんばってくれ』 

「ルシファー先生、その前に例の攻略本見せて」 

『どうしてだ？アルルくん』 

「ここから先のことが載ってないか確かめるんだ」 

『なるほど』 

ルシファーは、懐から本を取り出してアルルに手渡そうとする。しかし、その間にシヱゾが 
割って入った。 

「ふざけるな！これはオレが買ったんだぞ！」 

「い一じゃない、ちょっとぐらい！ちゃんと後で返すから！」 

「ちょっと！ あたくしにも見せなさい よ！」 

さらにルルーもまじり、かくして攻略本争奪戦が始まった。「返せ！」「見せろ！」「ィャ 
だ！」「ざけんな！」の嵐である。 




229 エピローグ '''実はまだまだ終わらない" 


じいもルシファーも、ミノタゥロスもそのあまりの醜さに声も出ない。 
「ぐつぐぐ つぐぐ一！」 

ただひとり(といぅか一匹)、ヵーバンクルだけが喧騒を尻目に踊ってい 


た 




230 


あとがき 


魔導物語はとぉっても楽し、 

みんなでぺらぺらしゃべりますう〜。 

あっそ —— れ* 

. そろそろ、合いの手のネタがつきてきたな。 

まぁ、それはともかく！っつ一ことで『超*魔導物！{6®でぃてくしょん•あっと•ぶよ 
ぶよダンジョン"：』の登場でございますよ。 

いや一、今回は早かったですね。前巻『超★魔導物語う える かむ•とう•ぶよぶよ ダンジ 
ョン n : (しっかしまぁ、我ながら長い タィトルです ねえ。相変わらず)』がみな さんの お手元 
に届いてから、わずか半月ていどですよ。 

半月 P : 

いやスィマセン、半年の間違いでした。あ I ビックリした。 

う〜む、いっつもこれくらいのぺースで書けるといいんですけどねえ。とはいうものの、他 
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の仕事とスヶジュールが重なったりなんかもありまして、角川書店の担当さんには締切ブッチ 
で相変わらずご迷惑をおかけしております。ずびばぜん。 

さてさて、今回はいわゆる ミステリ 小説でいうところの"解答編"です。前巻でサタン様が 
大変なコトになり、 <1-7 回でアルルたちが一丸となってその解決をするってヵンジですな。とい 
っても、ゼンゼン ミステリ っぽくなってないところが ミソ。 

……おっかしいなぁ、プロット(下書き)では本格ミステリだったんだけどなぁ。どこでど 
う間違えたんだろ……？まぁいいや、面白ければ—— という か、読者のみなさんが面白い と 
思ってくれれば。思ってください。 

しか一し！前卷でも述べたとおり、今回のシリーズも三巻あります。なので、さらにまだ 
続きがあるわけで、物語はまだまだ予断を許しません。よぉ一し、今度こそバリ、、ハリの本格ミ 
ステリにするぞ！(ホントか t ?:) 

ボタのオリジナル小説『クロックヮーク』シリーズの続きも書かなければならぬのですが、 
なるべく早いうちにお届けしますので、どうか気長にお待ちくださいな。 

ところでで すね一、いただいたお手紙(いつも ありがとう ございます。なかなかお返事書け 
なくてすいません)の中で、異常に多い質問がありますので、それにお答えしたいと思います。 

それはですね、『新★魔導物語②ルルーと愛の日々』と『新★魔導物語③シ H ゾと悪の 
華』の時系列的関係のことです。両方持っている方は、ちょっち読み返してみてください。そ 
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れほど時間はかからないと思います(自虐的 o 

まず『ルルー と〜』 のほうで、ルルーは シヱ ゾに ヒドイ 目にあわされます。 しかし 『ルル 
—』は夢オチでした。にもかかわらず、 『シヱ ゾ と〜』 で ヒドイ 目にあわされた ことを 彼女が 
シエ ゾにツッ n ミを 入れるのはど 一いうことか？という ご質問が多数寄せられました。 

とはいっても、ここで完全に解答を出してしまったら面白くないので、 ヒント だけいいます0 

『ルルーと〜』のラストシーン 

これがヒントです。これを念頭においてもう一度じっくり読んで、答えを出して みてくださ 
い。それをお手紙などで、激励の言葉とともに送っていただけるとべ スト！ 見事的中したヒ 
卜に は、 なんか楽しいことがあるかもしれません。 

とま ぁそ 一 いう ヮヶで、 あまりダラダラとやってもしょうがない ので、次回 もよ ろしくとお 
願いしつつ、最後に一言……0 

ボクと久保田悠羅先生がデザインしたテーブルトーク RPG 『創聖記エルジ h ネシス n (ツ 
ヴァイ)』、 ゲーム•フィー ルドから絶賛発売中 n 本屋さんではなく、 ゲーム ショップで見 
つけてね ★ 

. 長え0 
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角川 文庫 発刊に際して 角川源義 

第二次世界大戦の敗北は、軍事力の敗北であった以上に、私たちの若い文化力の敗退であった。私たちの文 
化が戦争に対して如何に無力であり、単なるあだ花に過ぎなかったかを、私たちは身を以て体験し痛感した。 
西洋近代文化の摂取にとって、明治以後八十年の歲月は決して短かすぎたとは言えない。にもかかわらず、近 
代文化の伝統を確立し、自由な批判と柔軟な良識に富む文化層として自らを形成する ことに 私たちは失敗して 
来た。そしてこれは、各層への文化の普及滲透を任務とする出版人の貴任でもあった。 

一九四五年以来、私たちは再び振出しに戻り、第一歩から踏み出すことを余儀なくされた〇これは大きな不 
幸ではあるが、反面、これまでの混沌•未熟•歪曲の中にあった我が国の文化に秩序と確たる基礎を if らすた 
めには絶好の機会でもある。角川書店は、このよぅな祖国の文化的危機にあたり、微力をも顧みず再建の礎石 
たるべき抱負と決意とをもって出発したが、ここに創立以来の念願を果すべく角川文庫を発刊する。これまで 
刊行されたあらゆる全集叢書文庫類の長所と短所とを検討し、古今東西の不朽の典籍を、良心的編集のもとに、 
廉価に、そして書架にふさわしい美本として、多くのひとびとに提供しよぅとする。しかし私たちは徒らに百 
科全書的な知識のジレッタントを作ることを目的とせず、あくまで祖国の文化に秩序と再建への道を示し、こ 
の文庫を角川書店の栄ある事業として、今後永久に継続発展せしめ、学芸と教養との殿堂として大成せんこと 
を期したい。多くの 読書 子の 愛情 ある忠言と支持とによって、この希望と抱負とを完遂せしめられんことを願 
50 

一九四九年五月三日 






冒険、愛、友情、ファンタジー•… 
無限に広がる、 

夢と感動のノベル•ワール F ! 



いつも「スニーカー 文庫」を 


ぎ愛読いただきありがとうございます。 
今回の作品はいかがでしたか？ 
ぜひ、ご感想をお送りください。 


くファンレターの あて 先〉 
〒102-8177東寒:都千代田区富士見 2-13-3 
角川書店書籍編集部気付 
「山本剛先生 J 係 







落ちこほれクラスが大奮鼸！ 

艦長•千夏は今日もがんばります！ 

藤宮千夏は琴丘高校軍属科の3年生。有名士官学校の 
入学を目指して学校所属の駆逐監「まくらざき」の 
艦長役としてがんばる日々。だけど、クラスメー トの 
クルー達は奇人変人ばつかりで苦労の連続。千夏の未来は 










ヴエネツィアを II 撼させる壮大な魔術大戦! 
若き魔術两ミカが、古代秘術を駆って 
怖るべき釀謀に挑む!！ 






















